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　第五十四章　勝利の余波




「左のライト、もう心持ち、傾かたむけてくれる？」

　と、若いアシスタントＡ・ディレクターＤが言った。

「その方が、カメラ映ばえすると思うんだよね」

「本番二分前です！」

　ストップウォッチをもったタイムキーパーの女の子が、軽快なジーンズにスニーカー履ばきスタイルで、言った。

「メイクまだか!?」

　と、フロア・ディレクター。

「上がります！」

　最後の最後まで粘ねばっていた妙みよう齢れいのメイク嬢じようは、明らかに彼女としては不本意な仕上げのままで、ついに匙さじを投げた。その棘とげのある表情には、

『ったく……。こんな化け粧しよう甲が斐いのない貌かおのくせに、あたしに何の許可もなく話題の人なんかにならないでよね！』

　という手前勝手な心中がありありと表れていた。

「ようし！　いくぞ。ＢＧＭは？」

「スタンバってます！」

「ＯＫ!!　本番一分前！」

「よろしいですか……さっき渡した不適切表現の一覧表、頭に入ってますよね？」

　メイク嬢に代わって彼の前に立ったＡＤが、心配顔で念を押す。

「間違っても口走らないでくださいね。うっかりでも漏もらすと、口くち五月蠅うるさい視聴者から、クレームの嵐ですから……」

「わかってます」

　と、ベルファルド。滅多に着ないダークスーツなどを着ているせいで、必要以上に緊きん張ちようしている。

「特に、○○、●●●、××××だけは間違っても口にしないこと……でしたね」

「本番がハネたら、裏の防音室をお貸ししますから──」

　と、小声でＡＤ。

「思いっ切り、不適切用語を怒ど鳴なりまくっていいですよ。○○ッ、●ィ●～●！　この××××野郎ってね。僕も時々そうしてます」

「そんな便利な場所があるなら、本番前に貸して欲しかったな……」

「それは駄だ目めです」

　ＡＤは苦笑した。

「叫さけびついでに、つい本番でも口走ってしまいますから。僕の前任者は、それで辞表を書かされました」

「そうか……」

「ま、それさえ気を付けてくだされば……。後は気楽にやりましょう、銀河のヒーロー、ベルファルドさん」

「だから、それは言わないで欲しいなあ……」

　凱がい旋せんから一週間、未いまだに違い和わ感は拭ぬぐえない。

「いえ。ぼくは本当にそう思っていますよ。ここにいる連中も、あらかたそうです。後で、サインお願いしますね」

「あ、ああ……」

「本番五秒前！」

「じゃ！」

　ウインクして、ＡＤはカメラの前を離れた。離れ際ぎわ、彼は言う。

「尊敬してます!!」

『やれやれ……』

　その困こん惑わくがそのまま、メインモニターに大おお映うつしになる。

『まだしも戦場の方が、緊張しないよ』

「三、二、一……キュー!!」

　高らかなファンファーレにも似たＢＧＭが、鼓こ膜まくを刺激する。

「おかえりなさいミスター・ベルファルド！　凱旋特別企画、勝利と感動をありがとうスペシャル!!」

　司会で人気局アナのリサ・グリーンウッドが、お仕し着きせの感動を否いやが上にも盛もり上げる。アイドル・アナなどと言われながらもさすがはプロ、手て慣なれた口調にそつはない。だが、彼女自身、いったいどれほど自分の言った言葉の意味を把は握あくしているだろうか。

「全銀河六百億人の視聴者の皆様、お待たせ致いたしましたぁ～!!　本日は、銀河にさわやか旋せん風ぷうを巻き起こした時の人、たった一人で敗戦ムードをひっくり返したあの偉い大だいなる素人しろうと提てい督とく、イーサン・ベルファルドさんをスタジオにお招まねきして、涙と感動の九〇分スペシャルをお贈おくりしたいと思いま～す！」

「な～んもわかっとらん……」

　と、セット裏でその様よう子すを見ていたドクター・セイジューロー・キタグチが、隠かくし持っていたウイスキーのポケット瓶びんをあおりながら呟つぶやく。

「この場におる誰も、あの若者の本質を、なにひとつ把握してはおらん」

「まったくその通りですね」

　と、彼の横で呟いたのは、車椅い子すに乗ったエッソである。

「こんな内容のない番組に引っ張り出すこと自体、社長に対する冒ぼう瀆とくなのに……。それに、戦場の英えい雄ゆうとはいえ人殺しは人殺し。あれだけ人を殺したベルファルド社長のいったいどこが、『さわやか旋風』なんでしょうね？」

「歳としに似に合あわず物事を弁わきまえた坊やじゃわい」

　ドクター・キタグチは、エッソの至し言げんに瞠どう目もくした。

「僕の考えじゃありません」

　と、エッソ・ケーゼギンクは呟いた。

「アンリ特務部長がこの場にいたら、きっとそう言うだろうなと思った感かん慨がいを、ただ口にしたに過ぎません……」

　むろん、彼はまだアンリ・ナンジェッセーの死を知らない。しかし、彼の辛しん辣らつな性格の何割かは、確実にエッソに乗り憑うつったに違いなかった。

「ベルファルド社長の本当の凄すごさは、決してメディアには乗らないものなのです。それだけは確信できます」

「ふむ……。かく言うおまえさんも、これからベルファルドにとって、なくてはならん人物になるぞ。命が助かって、本当によかったのう……」

　感慨深げにエッソを見る。つい一週間前までは死線を彷徨さまよっていたエッソなのである。

「あなたのお陰かげですよ、ドクター」

「いやいや。おまえさんの回復力は驚きよう異い的じゃよ。何と言うても、若いというのはよいことじゃ」

「すみません、本番中です。見学者の方はお静かに願います」

　スタッフに窘たしなめられて、

「おう。済まぬすまぬ」

　と、残り少なくなった髪の毛を撫なでるドクターであった。

「では、皆様はもう何度も御ご覧らんになられたこととは思いますが、ここで改あらためてもう一度、ベルファルド提督が奇き跡せきの勝利を収められた、あのシーンを振り返って見てみたいと思います」

　軍人でもないのに、いつの間にか『提督』という肩書きが冠かんせられてしまった。しかし、そのことにはスタジオのゲストの誰もが触れることなく、ただ、

「いや～、いいものは何度見てもいいんです」

「そうそう。結果がわかって見ていても、感動させられるんですよ」

　と、ありがちかつ無責任なフォローがなされただけだった。

「それでは、こちらで編集致しました、『プロテックスの奇跡』の瞬しゆん間かんを、どうぞ！」

　戦せん闘とう終しゆう結けつから十日足たらずにしてこの『プロテックスの奇跡』という云いいも、すっかり定着してしまった感がある。媒ばい体たいによっては『銀河Ｘデー』『スロボの奇跡』『プロテックスの大逆転』などと微び妙みように表現が変わるが、はしゃぎようは大だい同どう小しよう異いである。

　同様にベルファルドを形容する言葉も『一発大逆転男』『ミラクル若社長』『プロテックスの立たて役やく者しや』から、はては『奇跡の人』まで千差万ばん別べつではあるが、エッソの知る限りＯＫを出してもよさそうな代名詞は皆かい無むである。少なくともアンリならば、一いつ笑しように付ふすものばかりだろう。

　それでも問題の『プロテックスの奇跡』のシーンは、やはりそれなりに深い感動を呼ぶものではあった。テレビ局の巧たくみな編集は、さすがにプロの仕事で、さして斬ざん新しんな切口とは言えないまでも、何度見ても飽あきるということがないように構成されていた。

　特に、それまで鉄てつ壁ぺきを誇ほこったバルバロイの陣じん形けいが木こっ端ぱ微み塵じんに噴ふき飛ばされた瞬間などは、ＣＧ編集による再現シーンとはわかっていても思わず拍はく手しゆ喝かつ采さいしてしまう。

「よく短期間に、あのシーンをあれだけリアルに映像化できたものですね」

　と、穿うがった見方が癖くせになったエッソでさえ、思わず引き込まれる程ほどのものである。

「銀河には、おたくが多いからのう……」

　とドクター・キタグチ。

「このゴアテレビではＣＧ映像じゃが、テレビオリオンでは七〇〇分の一のスケールモデルを使った特撮で再現しておったぞ」

「シリウスめんこいテレビでは、セルアニメでした」

「ああ。じゃが、あのアニメ版のベルファルドは、少々美化し過ぎではあったのう……」

　別にアニメの『お約束』であるキャラクター美化に関して突っ込みたい訳わけではないが、どうしてもそういった皮ひ相そうな見方をしてしまう。

「へえ……。あれって端はたからみれば、こんなに感動的なシーンだったんだあ……」

　と、再現ビデオを見ながら、当のベルファルドでさえそう呟つぶやいてしまう。

「僕はただ、夢中だったのに……。これじゃあ、何ど処こへ言っても握あく手しゆ攻ぜめなのも、納なつ得とくしてしまうなあ……」

　まるで他ひ人と事ごとのように言う。実際そうだろう。

「いかがでしょう？」

　総合司会のグリーンウッド嬢がベルファルドに向き直る。

「御自身で振り返られて、改めて勝利の御感想は？」

「別にないなあ……」

　と、気の抜けた表情でベルファルドは言った。既すでにあらゆる場所で、同種の感想を求められていた。最初のうちこそ、

「いや～、なんか凄すごいことをやっちゃったんだなあって感じですよ」

　とか、

「自分じゃないみたいですね」

　などと答えていたのだが、さすがにスペシャル特番も七局目ともなれば、コメントもネタ切れだ。

「ただ、凄いなとしか言えないよ」

「そう。あなたはまさに、その凄いことをやられたのですよ」

　グリーンウッド嬢はそのベルファルドの偽いつわらざる感想を、極きわめて好意的に解かい釈しやくしてみせた。すべてはテレビという『約束されたメディア』の上でのルールである。

「正しよう直じきなところ、あの意表を突くワープをお命じになった瞬間には、何を考えていらっしゃいましたか？」

「何も……考えてなかったなあ……」

「またご謙けん遜そんを……」

「いや、謙遜でなく」

　ある意味ベルファルドに『謙遜』などは、最も似合わない言葉なのかも知れない。

「ただ、生きて還かえりたいなあ……。そう念じていました。実は生まれたばかりの長男の顔も、まだ見ていなかったんです」

「ああ、そうでしたねえ」

　とグリーンウッド嬢。ベルファルドと、彼が遭そう難なん中に誕たん生じようした長男ＪＪダブルジエイとのエピソードは、いまやメディアによって『誰もが知っている感動秘話』だ。

「ただね」

　と、居い住ずまいを正してベルファルドは続けた。

「僕だけじゃないんですよ。家族と会いたかったのは……。あの戦場にいた誰もが、生きて家族に会いたかった。そうに違いないんです。その生きて還りたいという想おもいの総和が、僕に勝利をもたらしてくれた。そう思えてならないんです」

「まったくその通りですねえ……」

　異い口く同音に頷うなずくゲストたち。

「さすがにテレビ出演に慣なれてきおったのう……」

　と、ドクターにはまた別の感かん慨がいがあった。

「そういう模も範はん的解答も、言えるようになったかベルファルド……」

「ええ。社長の台詞せりふでなかったら、どうしようもなくベタですけどね」

　とエッソ。

「あの顔でそう言われたら、頷くしかないですよ」

　実際、ベルファルドのそういうキャラクターを見て、メディアの側も『いける！』と踏ふんだであろうことは疑いない。

　地じの飾かざらなさが、これほど好感をもって万ばん人にんに迎むかえられようとは、おそらく事前には誰も予想していなかった。

「いやいや……噂うわさに聞くお人柄というのは、本当だったんですねえ」

　しきりに感心してみせる、グリーンウッド嬢。どうでもよいことかも知れないが、スカートが短過ぎる。実はスツールに腰掛けた彼女の下着が、正面に対たい峙じしたベルファルドからは見えていたのだが、実はさっきからそのことをどうやって彼女に気づかせたらよいのか、それとも教えるべきではないのか、彼は思し案あんしていたのである。

　が、そのもじもじした様子は図はからずもカメラを通して全銀河に遍あまねく中継され、勝って少しも奢おごらぬ人柄と、とんだ勘かん違ちがいながら彼の好感度にさらなる貢こう献けんをしたのであった。

　そういう偶ぐう然ぜんのもたらす幸運も、今回ばかりは大いにあった。今までの不運や苦労の積み立てが、法外な利り子しを伴ともなって返って来たかのように、何もかもがベルファルドに味方している。

　それだけは、エッソにも素す直なおに嬉うれしい。何より残念なのは、その歓よろこびを誰よりも享きよう受じゆしてよいはずの功こう労ろう者しやアンリが、今この場にいないことである。

「ところで──」

　戸と惑まどうベルファルドに、横合いからマイクが差し出された。

「一夜にして時の人となられた率そつ直ちよくなご感想はいかがですか？」

　不ぶ躾しつけなインタビュアーに訊きかれた時、

「時の人？」

　と、思わずベルファルドは尋たずね返していた。

「時の人って、どういう意味です？」

　率直に言って、そういう感慨はベルファルドにはまったくないのだ。

「ですから──」

　と些いささかじれったそうにインタビュアー。

「たった一人で、叛はん乱らん軍の大艦かん隊たいを全滅させた、救国の英雄という意味ですよ」

「とんでもない！」

　心外そうにベルファルドは言った。

「それは間違いです」

「間違い？」

　思わぬ強い抵抗に、一瞬たじろぐインタビュアー。その抵抗の意味を、彼は完かん璧ぺきに取り違えた。

「いやいや。かねがね謙けん虚きよな方だとは聞いていましたが、これはまた、ご謙けん遜そんを……」

「そうじゃなくて……」

　もどかしそうにカメラに向かい、ベルファルドは訂てい正せいした。

「僕が間違いだと言ったのは、そうじゃなくて……。その……叛乱軍なんてひどい言い方ではなくて、バグジー＝スレイ帝国というちゃんとした国名があるのですから、それをきちんと言って欲しかったのです。さっきのビデオの中にも叛乱軍叛乱軍と何度も出てきて、気になったもので──」

「お気持はよくわかりますが……」

　と、対応に苦く慮りよするインタビュアー。

「バグジー＝スレイ帝国と彼らが自称する大規き模ぼ組そ織しき的軍事結けつ社しやを、銀河中央政府はまだ正式な国家とは認定しておりません。形式上、彼らはあくまで、一いつ介かいの叛乱軍に過ぎないのですよ」

「仮に書面上での形式がどうであれ、僕の中では彼らは既すでに立りつ派ぱな国家なのです」

　と、真ま顔がおでベルファルド。

「今でもスレイのことは心から尊敬しているし──」

「うぉちゃ～!!」

　フロア・ディレクターがセット裏で、素すっ頓とん狂きような叫び声を上げた。

「今の一言……流れちまったか？」

「流れて……しまいました」

　とＡＤ。

「全銀河ネットです」

「まずい。まず過ぎる……。時の英雄が生放送で、対立する敵組織の親玉を賛美か……。こりゃ、俺も責任とって辺境支局へ飛ばされることは確実だ。あ～あ、ようやく地方勤きん務むから本社に戻もどって来て半年、短い天下だったなあ……」

「僕も……お供ともします」

「まあ……いいか」

　しかし、どうにか気を取り直してディレクターは言った。その表情には、意外に暗さはなく、むしろさばさばしている。

「実は俺も前から、叛乱軍って表現は引っ掛かってたんだ。こういう形で電波に乗っちまうなら、むしろ望むところかも知れねえなあ」

「僕もそうですよ」

　頷うなずくＡＤ。

「もう、こうなったらバグジー＝スレイ帝国でいいじゃないですか。誰でもない、あのベルファルド提てい督とくの発言ですもん。世論がどっちに傾かたむくか、賭かけですけどね」

「それもそうだ。偶ぐう発はつ的な事故とはいえこの際、世に問うチャンスかも知れんな」

　転ころんでもただでは起きないディレクターは言った。

「よし！　お花畑の映像に切り換えなくてもいいぞ。視聴者からのクレームが出で尽つくして、番組が続けられなくなるところまで回せ！　こうなりゃ辺境の、そのまた辺境まで飛ばされてやろうじゃねえか!!」

「地じ獄ごくの底まで付き合います！」

「あの……」

　見るも気の毒なのは司会のグリーンウッド嬢であった。

「只ただ今いま、一部不適切な発言があったことを、お詫わび申し上げます……」

　狼ろう狽ばいしつつもどうにかそれだけ言い終えたのは立派であろう。

「まずい……ですか」

　よせばいいのに蒸むし返すベルファルド。

『話題を変えて！』

　と、大書きしたクリップボードを掲かかげた助手が、カメラの後ろを右う往おう左さ往おうする。

「僕が、バグジー＝スレイ帝国と言ってしまったことが、そんなにまずかったですか？」

　彼の名めい誉よの為ために敢あえて言うが、ベルファルドには悪わる気ぎはまったくない。だからこそ、致ち命めい的てきであった。

「そんな国はないんです！」

　ヒステリックに叫ぶグリーンウッド嬢。

「ないったら、ないんです！」

「なるほど……」

　ひとつわかったという表情で、ベルファルドは頷き、彼同様噓うそのつけないテレビカメラは、その表情を逐ちく一いちアップで放映し続けた。

「では僕たちは、形式的には存在しない幻まぼろしの国家と闘たたかっていた……という訳なのですね。幻が相手では、今まで勝てなかった理わ由けがようやくわかりました」




「ベルファルドの奴やつめ……」

　本社会長室で大型モニターに見入っていたイツマは、うっすらと微笑ほほえんだ。

「時々とんでもない真実を、さらりと言ってのける。シズマも時に鋭するどいが、あの二人が仲の好よい理由も、頷けようというものだ」

「痛つう快かいですね」

　とアキヅキ。

「しかし、番組スタッフは今いま頃ごろ、七しち転てん八ばつ倒とうでしょうなあ……」

「勇気づけてやるか」

　と、イツマは卓たく上じようの受話器を取り上げた。

「私だ……」

　なんと、その電話はゴアテレビ局長への直通ホットラインである。言うまでもなくゴアテレビはタイラーグループの傘さん下か企業なのだった。

「そうだ。何があろうと中断はなしだ。何？　クレーム？　関係ない。そんなものは無視しろ。一社提供の筆ひつ頭とう株かぶ主ぬしがそう言うのだ。わかったな」

　いつになく居い丈たけ高だかにイツマは命じ、何が気に障さわったのか荒々しく受話器を置いた。

「会長らしくもない……」

　と、アキヅキ。

「僕の神じん通つう力りきも、通じなくなってきている」

　と、一転して寂さびしそうにイツマ。

「ゴアテレビの局長は、表面こそ平へい身しん低てい頭とうしていたが、肚はらの中では僕のことを、小こ馬ば鹿かにし始めている」

「彼は確か甥おいを、この間の戦せん闘とうで喪うしなっているのでしたな」

　とアキヅキ。

「ああ。従軍レポーターとして、取材中に亡なくなったのだ。優秀なテレビマンだった。引き立ててやるつもりで半なかば強ごう引いんにヘッドハンティングしたのが裏目に出た。局長が僕を怨うらむのも無理はない……」

　イツマの表情は、重く沈んだ。

「一時的なものです。大衆は流され易やすいもの……。波はすぐに戻りますよ。あなたはその器うつわだと、私は信じています」

「そう言ってくれるのが、身内だけではないことを祈るよ」

「少なくともスレイと、ベルファルドさんはあなたを見限ったりはしません」

「味方よりも敵に評価されるか……」

「世に出る人物は、大たい概がいそうです。かえって味方からは煙たがられる。会長は、今が底そこ値ねです。あとは天てん井じよう知らずですよ」

「弁べん護ご士しのくせに、証しよう券けんマンのようなことを言う……」

　イツマはふっと嗤わらった。

「失礼します」

　スーツ姿のガラティアが、颯さつ爽そうと会長室に入って来たのはその時だ。

「お車の手配ができました」

「行こうか」

　モニタースクリーンに幾いく許ばくかの未練を残しつつも、ネクタイを締しめ直すイツマ。

「ベルファルドのこの後の発言も、気になるがな……」

「ビデオは回しておきます」

　とアキヅキ。

「車の中でも、御覧になれますが……」

　ガラティアが言い掛けたのを、

「いや」

　と、イツマは静かに制した。

「やめておこう。今は不ふ謹きん慎しんの謗そしりを免まぬがれないだろうからね」

「会長……」

「確かに僕の株価は、今が底値だよ。さあ、ティトーくん」

　ガラティアに向き直る、イツマ。

「本日これからの予定を、聞かせてもらおうか。僕が殺した社員たちの、遺い族ぞく参まいりの予定をね」




「数字が出ました！」

　プリントアウトされた視聴率即そく票ひようを片手に、進行担当がスタジオに飛び込んで来た。

「どうだ!?」

　思わず真顔で振り向く、ディレクターとＡＤ。

「視聴率は何％だ」

　と、プロデューサーまでが身を乗り出す。

「それが──」

　と、呼吸を整ととのえながら若い進行係は言った。

「例の瞬しゆん間かんから、一気に跳はね上がりました！」

「そうか！」

　緊きん張ちようしていたスタジオに、ぱっと明るいムードが拡ひろがる。

「反はん響きようは!?」

「賛さん否ぴ両論ですが……予想以上に好評です。特にベルファルドさんの国名呼こ称しよう発言に関しては『自分もそう思っていた』『よくぞはっきり言ってくれた』『憎にくんでも余あまりある敵国ではあるが、呼称に関しては正論だ』『英えい雄ゆうベルファルドなら何を言っても赦ゆるす』と、概おおむね好意的です」

「そうか……」

「繫つながった……」

　天井を見上げ、安あん堵どのため息を漏もらすフロア・ディレクター。

「どうやら俺の首も、繫がった……。今回は始末書だけで済みそうだ」

「いえいえ」

　首を振る進行係。

「うまくすると、局長賞が獲とれるかも知れませんよ」

「なに!?」

「あの瞬間に視聴率、四〇％を超こえたんですよ」

「本当か!?」

「ええ。本年度の上かみ半期トップです！」

「今──」

　そこへ新たに駆かけ込んで来る、タイムキーパー。

「五五％に達したそうです!!」

「万ばん歳ざい！」

　通つ夜やの席のようだったスタジオが、一瞬にしてパーティモードになる。

「ざまあみろ!!　ベルファルド提てい督とくをゲストに呼んだ番組の中でも、ダントツでトップだぜ！」

「それどころか、こりゃ歴代視聴率のトップ３に入りますよ」

「いや、まだ上げてみせますよ」

　とＡＤ。

「そうだな」

　頷うなずくプロデューサー。

「よし。世せ間けん様さまのお赦しは出た。彼の好きに喋しやべらせろ！」

　ゴーサインを出す進行係。

「で、では、ここでベルファルドさんに改あらためまして──」

『イーサン・ベルファルド。その半生』と称したその場凌しのぎの編集ビデオで場を繫いでいた画面が一転し、セット変えされたスタジオに、一対一で対たい峙じするベルファルドと司会のリサ・グリーンウッド。

「先程のお話の続きをお伺うかがいしてみたいと思います。ベルファルドさん。あなたはバグジー＝スレイ帝国を、国家として認めるとおっしゃるのですね？」

「認めなければ、闘たたかえないでしょう」

　とベルファルドは言った。

「でも、もっといいのは、闘わないことです」

「それは誰もが、思うことなのでは？」

「僕の言う『闘わない』の意味は、少し違います」

「どう違うのでしょうか？」

　プロのアナウンサーとしての落ち着きを取り戻もどしたグリーンウッド嬢が、適確にリードする。

「彼らの立場を認めた上で、きちんと国家と認定し、その上で平和協定を結ぶということですね」

「ちょっと待ってください。それは、バグジー＝スレイ帝国という国家の成立を、済なし崩くずし的に認めるということですよね？」

「はい」

　笑顔で頷くベルファルド。

「そう取られても、仕方ないですね。でも、もちろん僕に、そんなことを決める権利はありませんよ。でも、もし僕が大統領だったら、バグジー＝スレイ帝国をきちんと国家と認定した上で、両者の共存共栄の道を目め指ざしますね。もちろん国交もあれば、貿ぼう易えきもありますよ。場合によっては亡ぼう命めいも有り得ますが、もっと望ましいのは、両国の間で、自由に移民が可能なことです」

「あの……現実に今は、交戦中なのですが──」

「知っています。誰よりも……。僕が今話しているのは、将来あるべき姿ということです」

「あまりにも、スパンが長期的なもので……」

　それは彼女の、アナウンサーとしての見けん識しきを遥はるかに超えた構想であった。一歩間違えると妄もう想そうとしか思えない。

「たかが一回の戦闘に勝ったくらいで、何を偉えらそうに……と思われるでしょうね。でも、僕は将来的には、汎はん銀河共和国がバグジー＝スレイ帝国と共存する道を、模も索さくしたい。心から……」

「平和への道は、敢あえて彼らの独立を認めずとも可能と思われますが。いえ、そういう見識の方が、むしろ圧あつ倒とう的多数派と思われるのですが──」

　グリーンウッド嬢が、視聴者の気持を代弁する形でベルファルドにぶつける。そういう意味では彼女は実によく、自分の役割を弁わきまえていた。

「もちろんそうでしょう」

　ベルファルドも否定はしない。

「七〇％に届とどかん勢いきおいです！」

「しっ!!」

　フロア・ディレクターが、進行係を制した。

「数字がなんだ。今、大事なところなんだ」

「今回はたまたま勝利しましたが、帝国の勢力は依い然ぜん大きい。この戦争に勝つことがイコール和平なら、我々は和平の為ために、なんと多大な犠ぎ牲せいを払わねばならないことでしょう。なんと多くの血が、流されねばならぬことでしょう」

「社長も考えていないようで、考えていたんだなあ……」

　と、思わず呟つぶやくエッソ。

「いや」

　ドクター・キタグチが言った。

「彼は、ひょっとすると誰よりも真しん摯しにそのことを考えられる立場にあった。何な故ぜなら、彼には最初から『私わたくし』というものがないからじゃ」

「いつもはあんなボーッとした顔なのに……見直したなあ……」

「見直されたのは、どっちかのう」

「今、僕の友だちのイツマは──」

　と、ベルファルドは言った。

「戦闘で死んだ社員たちの御遺族の家庭を、一軒けん一軒回っています。会長自みずから、焼しよう香こうの為に──」

「らしいですね。一部に売ばい名めい行こう為いという声もあるようですが……」

「だからと言って、彼はやめないでしょう。判断は各人に任まかせますが、僕は彼の行動は、止やむに止やまれぬ本心からのものであると確信しています。今回の戦闘で、家族を喪なくされた方は、皆思っているはずですよ。『もうたくさんだ』と──」

「否定はしませんが、その為に、銀河にもうひとつ、別の体制の存在を認めてもいいものでしょうか？　惑わく星せい連合とラアルゴン帝国の和平締てい結けつ以来、今までどうにかこうにか、ひとつの体制でやってきたのに──」

「僕は、もうひとつどころか、ふたつくらいあってもいいと思っていますよ」

「どういう意味でしょう」

「考え方も、信じる神も違うのに、ひとつの体制でやってきたこと自体に、そもそも無理があったのではないかと、僕は考えます。もし最初からふたつの国家体制があったのなら、バグジーも命を狙ねらわれることはなかったと思いますね」

「非常に重い、かつ深い御意見だと存じますが……。その考え方が、今の銀河に受け容いれられるでしょうか？」

「受け容れられなければ、もっと多くの血が流されることになるでしょう。仮に、戦闘という手続きを経へることなく、この先バグジー＝スレイ帝国をうまく従じゆう来らいの体制下に組み込むことが可能だとしても、問題の根本的な解決にはならないでしょう」

　イケイケノリのスペシャル番組でやるには重過ぎるテーマではあったが、プロデューサーは続行のサインを出した。

「必ずまた、似たような混乱が起きますよ。無理に、ひとつの体制に納めるのではなく、イデオロギーのはっきりとした二つ、理想を言えば三つの国家体制で、緊きん張ちよう感を持続しながらやっていった方が、人類は長続きすると思いますね。もしも人類が、真に恒こう久きゆう平和というものを、お題目でなく望むなら、です」

「御高説、頷うなずけるところも多いのですが──」

　グリーンウッド嬢はベルファルドを見た。

「イーサン・ベルファルド提てい督とく……いえ、ベルファルド社長。ひとつ質問しても宜よろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　ベルファルドは、ゆったりと微笑ほほえんで言った。誰もが魅みせられる笑顔である。

「あなたは心情的には何主義者ですか？　帝国主義者ですか。復ふつ古こ主義者？　まさかとは思いますが共産主義者、軍国主義者ということはないですよねえ……」
















「僕は──」

　ベルファルドは言った。

「人類存そん続ぞく主義者です。非常に日和ひより見み的ですけどね」










　第五十五章　放浪さすらいのバァム




「ベルファルド発言の反はん響きようはどうだ？」

　と尋たずねるイツマに、

「予想通り、賛さん否ぴ両論ですよ」

　とアキヅキは言う。

「ベルファルド・コーポレーションの本社では、投とう石せき騒さわぎまであったようですね。もっとも、その大半は前さきのプロテックス会戦での戦死者遺い族ぞくのようです」

　いつもながら彼の口調はきわめて冷静かつ客観的だ。それでいてイツマが知りたいことを的確に摑つかんでいる。

「ベルファルドには感謝している」

　とイツマ。

「いくら感謝しても、し過ぎることはないな。彼のお陰かげで、遺族らの僕への怒いかりが、かなり分散された……」

「実際あの発言以来、マスコミの彼に対する扱あつかいは、微び妙みように変わりましたからね。『プロテックスの英えい雄ゆう』が、一夜にして『舌ぜつ禍かのプリンス』とか『本ほん音ね大臣』とかいった異い名みようを冠かんせられるように──」

「ベルファルドにしてみれば、英雄扱いされるよりよほど気楽かも知れないぞ」

　基本的に照てれ屋であるベルファルドの性格を知ち悉しつしているイツマは言う。

「賛否両論の、『賛』の方はどうだ？」

「二十代、三十代の男性、とりわけ高学歴者に限って言えば概おおむね好意的です」

　と、事務口調でアキヅキ。が、心なしか主観が入っているように見えたのはイツマの贔ひ屓いき目めか。アキヅキ自身、紛まぎれもなくその『好意的な層』に入る。

「彼を革かく命めいの志し士し扱いし、大衆とはまた別の意味で、彼を英雄として持ち上げる傾向があるようです」

「それはおまえの『希望的主観』じゃないのか、アキヅキ？」

　イツマは突っ込み、苦笑した。

「そうかも知れません」

　アキヅキも苦笑をもって応こたえた。

「なんか、学生運動みたいで血が騒ぐのでしょう」

「しかし、当の本人にしてみれば、そういう取られかたがいちばん不本意かも知れないな」

「とにかく、彼のぶち上げた『銀河分割構想』に対する反響は、予想以上に大きかったですね」

「当然だ」

　とイツマ。

「僕に言わせれば、予想通りだぞ。それにしても、驚おどろいたのは彼が、ジャスティ大おおお祖じ父いさまと全まつたく同じ構想を持っていたことだ。あれは御おん大たいの、『銀河三分の計』と寸分違たがわぬ発想だよ。それをより、現状寄りに修正した案とも言える」

「偶ぐう然ぜんでしょうか？」

「偶然とも言えるし、偶然でないとも言える」

　イツマは意味深しんな微笑を浮かべた。

「タイラー御大は、直ちよく截せつ彼に、あの構想を語ったことはないはずだ。にも拘かかわらず、結局同じ人間の考えることは、同じらしい」

「どういう意味でしょう？」

「言葉通りさ。ああ、そうか……おまえは知らないのだったな」

「はあ……。ベルファルドさんと御大との間に、何らかの血けつ縁えん関係があることは、薄々気付いてはいるのですが──」

「じゃあ言ってしまおう。ベルファルドは大お祖父さまのコピーだよ」

「コピー……クローンですか!?」

「そういうことだ。本物より九十九年後おくれてやって来た、二人目のジャスティ・ウエキ・タイラーだよ」

「それは知りませんでした……」

「おまえでもショックを受けることがあるんだな」

　イツマは笑った。

「この衝しよう撃げきは、あなたが女性であることを知った時以来です……」

「正しよう直じきな奴やつめ」

「それにしても驚きました。言われてみれば……といったところですか」

　何もかも合が点てんがいったという表か情おでアキヅキ。

「う～ん。となると、私の気持も微妙ですねえ……」

「おまえとしては、ベルファルドにも荷か担たんしたいのか？」

「はい。私はタイラー御大を尊敬していますから、そのクローンとなると、想おもいは複雑ですよ。特に、ベルファルドさんはありありとその片へん鱗りんを、窺うかがわせ始めていますから」

「敵にはしたくない……と？」

「二重の意味で、そうかも知れませんよ」

　いつになく饒じよう舌ぜつで、しかも正直なアキヅキであった。

「あなたが彼にあそこまで配はい慮りよしていた理由が、恥はずかしながらようやくわかりました。彼のことを、あれほど恐れていた理由も──」

「いや、まだだ」

　首を振るイツマ。

「まだまだ、彼に上は行かせないよ」

　きっぱりと言うその表情が、いつも以上にアキヅキには頼たのもしかった。

「僕にも、タイラー家の正せい嫡ちやくとしての意地がある」

「御安心ください」

　アキヅキは言った。

「私は、何があろうとも会長の味方です。最後の最後まで……」

「変わったな、アキヅキ」

　とイツマ。

「出で逢あった頃ころは『何があろうとも』とか『最後の最後まで』なんて、非哲学的な言い方をするおまえではなかったのに──」

「あなたが私を変えたのです」

　とアキヅキ。

「もっとも、私の中では少しも矛む盾じゆんしません。絶対ということは形けい而じ下かでは有り得なくとも、形而上的には大いに有り得るのですから……」

「おまえにとって僕は、形而上の存在なのか？」

「はい。形而上の恋人です」

「言ったな……」

「形而下の恋人の座は、誰かに譲ゆずるかも知れませんが、私の中でのあなたは、誰にも冒おかされません。それは断言できます」

「誰かというのは、例たとえば誰のことだ？」

「お気付きになりませんか？」

「私し事じには疎うとい……。それはおまえがいちばんよく知っているはずだろう」

「そうでしたね」

　アキヅキは柔らかい笑みを漏もらした。

「本当にあなたは、自分を想ってくれる者に対しては徹てつ底てい的に鈍どん感かんなのですね。その他の部分があまりに過か敏びんなのに対する代だい償しようででもあるかのように──」

「それでいつも、損をしてきた……」

「いいでしょう。例えば、ドミンです」

「へえ、あのプリンスが……」

　さも意外そうに、イツマ。

「彼は僕を……好きなのか？」

「もう、どうしてあなたはこうなのでしょう？　いつもの明察ぶりはどこへやら、その部分は徹底的に、感性の死し角かくなのですね」

「あるいは壊こわれているのかもな……。ドミンが僕の前で情じよう緒ちよ不安定なのは知っていた。だが、あの狼ろう狽ばいぶりは会長を前にして萎い縮しゆくしているのかと思っていた」

「彼はあなた以外の人の前では萎縮したりはしませんよ。それどころか、傲ごう慢まん過ぎるくらいに堂々としています」

「僕は、彼に愛される資格があるのだろうか……」

「さあ……。それはあなたが決めることです。もっとも、ドミンの中ではその価値は、問うだに無ぶ粋すい……といったところです。彼はあなたを女め神がみだと思っています」

「僕が女性であることにも？」

「気付いていますね。彼は……」

「そうだったのか……。笑ってしまうだろ？」

「あなたでなければ、笑っています。ですが、私は今ではあまりにあなたのことを、よく知っていますから──」

「笑えない……か」

「はい」

「ふむ……。僕はどうすべきだろう？」

「自分の気持に正しよう直じきであればよいと思います。その気がないのなら、徒いたずらにドミンに期待を持たせるのは、酷こくだということです」

「僕だって、ドミンは嫌きらいではない。社員としては一等高く評価している」

「それは男女の情ではありませんね」

「情と言うなら、僕は誰も愛してはいない。アキヅキ、おまえのことだって殺されても仕方がないくらいに信しん頼らいしているが、愛しているとは言えまい。そういう意味では、僕は世の男を誰も愛してはいないのだ。いや……唯ゆい一いつ例外がいた。シズマだ」

「そういう気持がないのなら、はっきりとドミンには言ってやるべきですね。彼を有能な部下として、いつまでも側そばに置いておきたいのなら、そうすべきです」

「それも忍びないのだよな……。現に、ドミンは僕の中でも他の男とは違う。あの男には……不思議に安らぐ一面もある」

「それは彼の人じん徳とくでしょうね。私のようにギラギラしてはいませんから──。でも、彼も結局のところあなたが嫌けん悪おする男性ですよ。男が等しく持つ獣性をうまく隠かくしているだけなのかも知れない。それによって傷付くあなたを、私は見たくない……」

「おまえが僕のことをそれだけわかっていてくれるのは、嬉うれしいよアキヅキ」

「はあ……」

「で、僕のことを女と知った上で好きなのはドミンだけか？」

「もう鈍にぶいなどとは申しますまい。あなたのその鈍感さは、宝です」

「言ってくれる……」

「ドミンごときがあなたに想いを寄せていると知ったら、絞しめ殺しかねないのが一人いますよ」

「それは……まさか」

　さすがにイツマの顔色が変わった。

「はい」

　頷うなずくアキヅキ。

「バグジー＝スレイ帝国の、親玉にして、我が終しゆう生せいの好敵手ライバルが持ち上げている、あの漢おとこですよ」

「そうだったのか……。殴なぐり合いになったら、ドミンに到とう底てい勝ち目はないな」

「う～ん……」

「どうしたのだ」

　イツマはアキヅキを見た。

「おまえのそんな表か情おを、初めて見る」

「私も──」

　と、アキヅキは目を伏ふせて言った。

「あなたの面おも白しろい冗じよう談だんを、初めて聞かせてもらいました……」




　漆しつ黒こくの空間に漂ただよう、どんな小さな破片も見み逃のがすまいと、強力なレーザー線による探たん査さ装直を搭とう載さいしたパトロール艇ていが、駆く逐ちく艦かんやフリゲートの護ご衛えいを受けつつ、惑わく星せいスロボとその衛えい星せいであるプロテックスの近辺を隈くまなく探たん索さくしていた。ＴＡＣ社私し設せつ艦かん隊たい──今は格上げされて正式に宇宙軍の末まつ端たん組そ織しきに組み込まれている──による、バグジー＝スレイ帝国バァム艦隊の残ざん党とう狩りである。戦せん闘とうが終しゆう結けつして一か月にもなろうかというのに、その執しつ拗ようなまでの徹底ぶりは、収まるということを知らないかのようであった。

「一兵たりとも見逃すな！」

　と、探索艦隊を指し揮きする司令官は旗き艦かんのブリッジに仁に王おう立だちになりながら命じた。

「我われらが同どう胞ほうを大勢殺した、にっくき叛はん乱らん軍ぐんの残党である！」

　前さきの戦闘におけるＴＡＣ社私設艦隊の犠ぎ牲せいが多大であっただけに、どこまでも執しゆう念ねん深く探索は続けられる。残された遺い族ぞくの憤ふん懣まんを和やわらげる意味でも、彼らの大切な家族を殺した敵はどうあっても『全滅』でなければならない道理だった。

「パトロール艇『千ち鳥どり』より報告!!」

　だから、たまさか旗艦である駆逐艦『ケット・シー』のブリッジにもたらされた報告に、

「なにッ!?」

　と、探索艦隊司令官のホフマン大佐以下、ブリッジの幕ばく僚りようたちは一いつ斉せいに殺気だった。

「敵はどこか!?」

　そのまま一挙に殲せん滅めつせんかの勢いきおいである。

「いえ……」

　だがしばらくして、その報告は訂てい正せいされた。

「どうやら小衛星の誤ご認にんだったようです」

「馬ば鹿かもの！　慎しん重ちようにやれ。そのまま探索を続行せよ!!」

「了りよう解かい……」

　気き負おいたった上官の叱しつ咤たに、神経をピリピリさせながら応こたえるオペレーター。

「探索、続行します。ただ、何なに分ぶんにもセンサーの感度を最大に設定しているため、どうしても漂ひよう流りゆう物ぶつまで拾ひろってしまい、誤認は避けられません。それは御ご了りよう承しようください」

　と、『千鳥』の同どう僚りようを弁護する。

「わかっとる!!」

　ホフマンはまたも雷かみなりを落とした。

「だからといって、センサー感度を下げる必要はない！　どんなものでも、逐ちく一いち報告せよ!!　だが、間違いはするな」

　こうも矛む盾じゆんした要求を、長時間に渡って突き付けられては、ブリッジ・オペレーターの神経も参まいろうというものである。次の当直交こう替たい時間が待ち遠しい。それはまるで来年のことのようにも思われた。

「探索……続行……」




「どうやら諦あきらめたようです」

　と、小惑星の裏側に張り付くように隠かくれた脱出艇の中で、レーゲルフは呟つぶやいた。

「行ってしまいました……」

「いつまで続くのだ、奴やつらの落おち武む者しや狩りは……」

　苛いら立だちを隠せず、若き提てい督とくは言った。ただし、今は絵に描いたような敗はい残ざんの将である。

「さあ、いつでしょうね……」

　食しよく糧りようすら、そろそろ尽つきかけていた。もとより細身の剣のようだったレーゲルフは、いまや針はりのような容よう貌ぼうになってきている。

「明あ日すか、明後日あさつてか、それとも一年後か……」

　一年経たたずとも、あと半月で確実に餓が死しする。

「はて？　この会話、もう何度目でしたかな？」

　と、それでもレーゲルフには、まだ笑うだけの余よ裕ゆうがあった。

「ただ、このままでは味方と合流するどころか、生き延びることすら難むずかしい状況ですな。もっとも、合流する味方が付近にいれば……の話ですが」

「とことん追い詰められたな……」

　と、漂ひよう泊はくの猛もう将しようナ・バァム・ドム。

「間かん一いつ髪ぱつで爆発からは逃れたものの、ただ生き延びることがこれほど難しいとは──。正しよう直じき、満足しきって死んだアンリの奴が、素す直なおに羨うらやましい……」

　彼の口からこれだけの弱よわ音ねが出てくるということは、よほど消しよう耗もうしているのだろう。

「しかし、なんとしてもセランテに戻もどり、戦力の建たて直しを図はからぬことには、死んでいった者たちに合わせる顔がありません」

　と、上官を励はげますレーゲルフ。

「そうではありませんか、閣かつ下か」

「セランテに戻るだと？」

　と、バァムは瘦やせてますます鋭するどさを増したその眼がん光こうを、副官に注そそいだ。

「どの面つら提さげて、おめおめと陛へい下かの下もとに戻れようか……」

「真まことに、そのお気持はごもっともです。だからといって、あの敵に投とう降こうするというのでは、二度と捲けん土ど重じゆう来らいは果たせますまい」

「ああ」

　頷うなずくバァム。

「あの執念深さでは、八つ裂ざきにされても文もん句くは言えなさそうだしな……」

「投降も、論外ですか……」

　ふと、レーゲルフの脳のう裏りに稲いな妻ずまのようにある考えが閃ひらめいたのは、まさにその瞬と間きであった。絶望の投降か屈くつ辱じよくの帰き還かんか、それともこのまま餓死か、どの道も忍び難がたいとして、どれかを選せん択たくせねばならないとしたら──いくらかでも選択肢しが選べるとしたら、今しかないのだが──まさにその投降先が問題なのだ。少しでも可能性のある相手に投降するのが、賢かしこい選択というものではないか。

「閣下、かくなる上は……」

　レーゲルフは言った。

「どうしても投降しかないとしたら、いっそあの男の下もとに身を寄せられては──」

「あの男？」

　バァムは副官を見た。

「はい」

　頷くレーゲルフ。もとより真ま顔がおしかない男なのだが、今日はさらに輪をかけて、これ以上はないくらいに真顔だった。

「たった一人であなたをここまで追い詰めたあの漢おとこです……」

「莫ば迦かを言え！」

　バァムは凄すさまじい勢いで撥はね付けた。

「自分が何を言っているのかわかっているのか、レーゲルフ。それはこの俺にとって、死にも等しい屈辱なのだぞ!!」

「存じております」

　しれっとして、彼は頷いた。彼の方が上官よりも、よほど老ろう練れんだった。

「わかり過ぎるくらいに、わかっております。だからこそ、こうして閣下に申し上げているのです」

「……むむ……。この──」

「激されますな、閣下」

　またも爆発しかかった上官を、やんわりと制しながらレーゲルフ。

「ますます腹が減る分、状況が悪くなるだけですぞ」

「貴き様さま……殺される覚かく悟ごがあって言っているのだろうな」

　腰の剣に思わず手がいく。

「無論のこと」

　レーゲルフは跪ひざまずき、斬きってくださいと言わんばかりにその頸くびを差し出した。

「もとより覚悟は──」

「むむ……。そうまでして……」

「アンリの最さい期ごが、私に勇気を与えてくれました」

　落ち着き払った声で、レーゲルフは言った。

「いずれ死は免まぬがれないものであれば、命まで捧ささげるだけの上官を持った者は幸せでしょう。アンリの潔いさぎよさを見、武人としてそのことに嫉しつ妬とも致しましたが、振り返れば自分にもそうした上官がいたことに思い至いたり、誇ほこらしく思いました。ただ、命の捧げ方も千差万ばん別べつ、様様な形があって宜よろしいでしょう。私はそう思います。アンリにはアンリの、私には私の忠ちゆう誠せいがあるのです。主あるじに慶よろこばれる死もあれば、仮に憎にくまれても、真に主の為ためになるよう、主を諫いさめて誅ちゆうせられるという死もあるはずなのです。私は、どのような死をも厭いといはしません。たとえあなたにこの場で斬り捨すてられて果てようとも、あなたが生き延び、その屈辱を晴らしてくださるものならば──」

「もう言うな、レーゲルフ」

　バァムの表情が不意に和やわらぐ。

「誰がおまえを斬るかよ。疑いもせぬわ。俺にもおまえがいたのだ……。何をベルファルドがごとき、羨うらやむことがあろう」

「では──」

「待てまて。奴の下もとに身を寄せるかどうかはまた別だ。二重の屈辱に俺の心は耐えられぬ」

「それは閣下の考え方次し第だいではありませぬか？」

「考え方？」

「ベルファルドをつまらぬ漢おとこと思いますか？」

「いや」

　首を振るバァム。

「アンリほどの者が命を捧げて悔くいぬ漢だ。それに、仮にもこの俺を、ここまで追い詰めた……。認めたくはないが、銀河一の強つわ者ものかも知れんな」

　実は、努つとめてそう考えることによって辛かろうじて、バァムの崩くずれそうな矜きよう恃じは支さきえられていると言っても過か言ごんではない。

「私もまさにそう思います。彼の下に降くだることは、決して屈辱ではございません」

「だが──」

「それに──」

　と、なおもレーゲルフは言う。

「あなたは、彼に負けてはおりません。あなたはアンリの計略に嵌はまっただけで、なおベルファルドには敗やぶれた訳わけではない。そうお考えください」

「詭き弁べんだな」

　と、バァムはなお釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで呟つぶやいた。

「俺に言わせれば……」

「強しいてでも、そうお考えください。すべては、閣下の御おん為ためですぞ」

「俺の為？」

　首を傾かしげる。

「はて、異いなことを言う。ベルファルドの軍門に降ることが、何なに故ゆえ俺の為になるのだ？」

「あなたは依い然ぜんとして、銀河一の武人です」

「そうかな？」

「ベルファルドに一度くらい不ふ覚かくを取ったからといって、その名めい声せいは揺るぎもしません」

「確かに、負けた気はせぬが……」

「ベルファルドの勝利は偶ぐう然ぜん。私はそう思います。将としてはあなたの方が断然上です」

「しかし、不思議ともう一度闘たたかっても、奴には勝てる気がしない。自分でも矛む盾じゆんするようだがな」

「そこです！」

　まさに自分が言いたいのはそこだとばかりに、レーゲルフは力を込めた。

「閣下とベルファルドとは、基本的に敵同士ではないのではありませんか？」

「どういうことだ？」

「私は思うのです……」

　レーゲルフはむしろ声を潜ひそめた。それによってバァムの聞こうという姿勢が喚かん起きされるのを計算しての上でである。

「閣下とベルファルドとが手を組めば、まさしく銀河最強──」

「それは、間違いなくそうだな」

　それだけは今の不安定な状況でも断言できる。

「だが、それがどうした？」

「お気付きになりませぬか!?」

　レーゲルフは再び声のトーンを上げた。

「あなたには将としての器うつわがあっても、今は兵がない。ベルファルドにとてつもない潜在能力があることは誰しもが認めましょう。加えて人望があり、勢いがあり、流れも傾かたむいている。しかし、アンリ亡なき今、それを支ささえる人材がいない。特に、兵を組そ織しきし、艦かん隊たいを率ひきい、戦場で縦じゆう横おうに駆かけ回る股こ肱こうの臣しんが……」

「おまえが言いたいことが、ようやくわかったよ」

　とバァム。

「至いたらぬところを互たがいに補ほ完かんすれば、天下を取れると言うのだな」

「御ぎよ意い……」

　言うだけ言ったと、安あん堵どする。

「なるほど。一考する価値は、ありそうだ」

「是ぜ非ひとも御ご考こう慮りよください」

　とレーゲルフ。

「バァム閣下」

　改あらたまった口調で、さらに追い討うちをかける。

「ん？」

「閣下はかねがね、おっしゃっておりましたな。自分はスレイとは、どうも肌はだが合わぬと。凄すごい漢おとこだとは思うが、どこか目め指ざすものが違うと……。図はからずも立場上、そのスレイの風下に立つことになって、不本意だったのではありませぬか？」

　バァムの急所だった。

「風下ではない！」

　と、バァムが反はん駁ばくしたことからも、それは明らかだ。

「陛へい下かの下で、スレイと俺とはあくまで同格なのだ!!」

「しかし、敢あえて申しますが、そう思っている者は少ない……」

「う──」

「私も、かねがね危き惧ぐしておりました。このままでは、いつかあなたとスレイとは、帝国内部で衝しよう突とつする時が来るのではないかと……。そして、そうなった時にあぶれるのは、確実にあなたの方です。バァム閣下」

「ぐっ──」

　悔くやしいが、バァムには反論できなかった。自分でも朧おぼろ気げながら、わかってはいた。

「ですから、これはむしろ好機かも知れませんよ。敵に回すなら、スレイは実に申し分のない敵です。もう一人の敵、イツマ同様にね」

「俺もそう思う」

　バァムはその意見に、頷うなずくところが多かった。

「スレイとなら俺は、思う存分に闘たたかえる。あらゆる意味で、よい好敵手ライバルになれるだろう。中ちゆう途と半はん端ぱに味方でいるより、両者にとって利するところ大かも知れぬ」

「まさに!!」

「しかしな、レーゲルフ」

　なおバァムには懸け念ねんがあった。

「確かにスレイの下でいることを、俺は潔いさぎよしとはせぬ。しかし、俺の、陛下に対する忠ちゆう誠せい心は──」

「陛下の厚い御ご信しん頼らいを裏切ることになるのではないかと畏おそれておいでなのですね。無論、それも重々承知しております」

　レーゲルフにバァムの気持がわからぬはずもない。

「その点でしたら、御懸念には及およびませぬ。スレイの敵になることは、陛下を裏切ることにはなりませぬ。むしろ、陛下の御為になります」

「何な故ぜだ」

「我々が敵に回ることで、かえってバグジー＝スレイ帝国の基き盤ばんが、盤ばん石じやくになるからです」

「そういうものか……」

「はい。私は漠ばく然ぜんとではありますが、銀河は三つの勢力に分かれていちばん安定するように思われます。従じゆう来らいからの汎はん銀河共和国が第一、バグジー＝スレイ帝国が第二、そしてあなたとベルファルドとの勢力が、第三の勢力です。この第三勢力が最強になることで、汎銀河共和国は帝国にばかり目を向ける訳わけにもいかなくなりましょう。互いに牽けん制せいされ、三者は共存共栄します」

「なるほど……敢あえて敵となってでも陛下を守り立てよと、おまえは言うのだな」

「まさに──!!」

「忠誠心には、色々な形があってよいということか……。なるほどな」

「閣下が明めい敏びんな方で助かりました」

「わかった。だがな、レーゲルフ」

　総すべての疑問が解とけて、それでもなおひとつ、残った謎なぞがあった。

「何がおまえに、そこまで言わせているのだ？　誰の入れ知ぢ恵えなのだ。とてもおまえ独ひとりの考えとは、俺には思えぬ」

「おそらく──」

　レーゲルフは言った。

「あのアンリが考えていたことも、今の私と同じようなことだったのではないでしょうか？　死の間ま際ぎわに、彼は私にその考えを託たくした。根こん拠きよはないながら、自分にはそう思えてならないのです。ですから今の考えも、私に憑ひよう依いしたアンリの霊が、そう言わせているのです」

「なるほど──。そう思えば不思議と、悔くやしくもない」

「では……」

「そこまで言うからには、おまえにも確たる考えがあってのことだろう」

　バァムは信しん頼らいしきった表情で言った。

「任まかせる」

「有あり難がたき倖しあわせ……」

　畏かしこまるレーゲルフ。

「私は終生、閣下に変わらぬ忠誠を──」

　船体が揺れた。

「引き返して来たか。しつこい奴やつらだ……」

「もっけの幸さいわいです」

　と、むしろ飄ひよう々ひようとしてレーゲルフは言った。

「白しろ旗はたを掲かかげましょう」

「なんだと──!?」

　目を剝むく上官に、

「おっと……」

　片手を挙あげてレーゲルフは制した。

「たった今、私に任せると、閣下はおっしゃったばかりではありませぬか」

　バァムには、もはや返す言葉もなかった。










　第五十六章　勇気ある者




「それで──」

　と、ドン・レオ・スレイはプラティープに尋たずねた。

「バァムに対する、連れん邦ぽう特別審しん議ぎ会の判決は下りたのかい？」

「はい」

　頷うなずく宰さい相しようプラティープ。

「死刑、だそうです」

「死刑か……」

　と、トーガを着たスレイは大理石の丸まる天てん井じようを見上げながら呟つぶやいた。

「まあ、順当なところかも知れんな」

「私もそう思います」

「こうなった責任の一端は俺にもある。助けに行ってやりてえが、今の状況じゃ、正しよう直じきそれも難むずかしい……。陛へい下かはさぞや、心を痛めることだろうなあ……。そいつを考えただけで、気が滅め入いる」

「無茶を承しよう知ちで、助けに行きませんか？」

　と、プラティープは、やはり無茶を承知で提案した。

「以前のあなたなら、確実にそうしたはずですよ」

「今でもそうしてえ」

　とスレイ。

「だが、もう俺の体は、俺の自由意志では動かせねえ。いつの間にやら、そうなっちまった」

「そうですね……」

「なあ、プラティープよ」

「はい」

「俺はこの帝国の執政官コンスルで、おめえは宰相だ。お互たがい似に合あわないものになっちまったが、無む一いち文もんだった頃ころは、身軽でよかった。あの頃は、楽しかったなあ……」

「まったくそうでしたね」

　と、遠い目でプラティープ。

「カンパニーの執しつ拗ような追おつ手てから命を狙ねらわれ続けながら、一泊ぱく七十ギガタイラスのベッドハウスに寝泊とまりし、大帝国の夢をみていたあの頃の方が、今よりよほど自由でしたよ」

「そういうもんさ。株価と野や望ぼうは、どん底からちょっと上向き加減の頃が、いちばん勢いきおいがあるのよ」

「もう、このトーガが重くてたまりません」

「さりとて、これが自由に脱げるものならなあ──」

「脱げばいいじゃない」

　と、不意に声がした。

「そんなに嫌いやなら、いつでも脱げば」

「ノーイ……」

　目の中に入れても痛くない養女の声に、スレイははっとなって振り向く。

「スレイらしくないよ！」

　暫しばらく見ないうちに、また一段と愛らしさが増したノーイ。蕾つぼみから三分ぶ咲きへと変へん貌ぼうを遂とげていた。しかしそれ以上に、精神的な成長が今のスレイには眩まぶしい。

「昔のスレイなら、そんなところで愚ぐ痴ちってなんかいない。黙だまって、笑って、バァムを助けに行ったと思うよ」

「ぐ──」

　今のスレイには、胸にズンとくる重い一言である。

「プラティープもプラティープだわ」

　ノーイの鋭するどい舌ぜつ鋒ぽうは、第一の腹心にも向けられた。

「昔のあなたなら、たとえスレイをそそのかしてでも『悪事』に荷か担たんしたはずよ。違って？」

「それは……確かに……」

　うなだれるプラティープ。

「いや、実際、お嬢じようのおっしゃる通りです。俺たちは、いつの間にやら小ぢんまりと纏まとまっちまって……」

「ノーイ」

　スレイが愛まな娘むすめを見る。

「暫く見ねえうちに、自分の足で立ち、自分の頭で考えるようになったんだなあ……。父親として、嬉うれしいぜ」

「父親だなんて、気安く言わないで！」

　喜ぶかと思いきや、ノーイは突つっ撥ぱねた。

「今のあなたに、父親面づらなんてして欲しくない。あたしは──」
















「わかった」

　スレイはその大きな掌てのひらで制した。

「それ以上言うな。俺にだって、本当はわかってる」

　プラティープを振り向く。

「皆を集めろ」

「その必要はありません」

　円柱の陰かげから声がした。

「てめえら……」

「もう集まってます」

　スリチャイ、ランスロット、クックマイヤー、おまけにユーリアまでが次々と、円柱の陰から姿を現す。

「言わせてもらえれば、今の私らは、あなたには勿もつ体たいないくらいの部下ですよ」

　一同を代表する形で、スリチャイが言った。

「言いやがったな」

　スレイが微笑ほほえむ。

「なに、その一言、すぐに撤てつ回かいさせてやるぜ」

　それを見てノーイも、安心したかのように微笑んだ。




「どう考えても、合が点てんがいかない」

　と、イツマは言った。

「何なに故ゆえ、ナ・バァム・ドムが死刑なのだ？　彼は確かに我われ々われの仲間を大勢殺しはしたが、それは戦場で正々堂々闘たたかった結果だ。賞賛されこそすれ、死刑にされる理由はない。そもそも彼は軍人なのだ。軍人が純然たる軍事行こう為いで殺した場合は、いかに多人数であっても殺人には問われない。国際法上の常識ではないか!?　いや、人を殺して罪に問われないのは正当防ぼう衛えいと緊急避難を除のぞけば、軍服を着た軍人による軍事行為だけなのだ。それなのに、何故彼が死刑にされなければならない!?」

「おわかりのはずです」

　と、いつも以上に冷れい徹てつな声でアキヅキは言った。

「彼はスケープゴートなのです」

「理り屈くつとしてはわかるが、感情では割り切れない！」

　と、激しい語調でイツマ。

「たとえ彼が死刑になることで、今僕に向けられている冷たい視線が緩かん和わされるとしても、僕はとても素す直なおに喜べない。彼を殺してはならない！」

「私も、気持は同じです」

　とアキヅキ。

「いえ、ある意味では会長以上に憤いきどおっています。仮にも法律家の端はしくれとして……」

「連邦特別審議会には、半分以上軍人や、元軍人もいたのだろう？　それが何故、国際法をねじ曲げてまで──!?」

「今は軍とはいえども、世論を無視できない時代です。天下泰たい平へいが長過ぎたのです」

「理由になっていないぞ」

「市民の勢いに押されたのです。私だって、こんな幼よう稚ちな言い方はしたくありません！」

「済まん……」

「いえ。つい激げつ昂こうしてしまいました。弁護士として、やはり看かん過かできぬもので……。バァムの死刑は、最初から決まっていたようなものです。まあ、さすがに軍法会議では死刑にできないもので、特別審議会なる怪けつ体たいな議会を招集して、『国民的総意』の名の下もとに死刑を宣告したのです。とんだ茶番ですな」

「なるほど。誰もが傷付かないように、巧たくみに責任逃のがれをした訳わけだな」

　イツマは冷笑した。こんな時の『彼』は怖こわい。

「あくまで国民の意志だと言い張るか……。なるほど、確かに天下泰平が長過ぎたようだ。汎はん銀河共和国連邦も地に堕おちた。『国民的総意』の名を騙かたって、魔女裁判をするまでにな……」

「あなたはどうされるおつもりです？」

　アキヅキは上司を見た。

「まさか、このままにはしないでしょう。あなたがどう動かれるのか、私には非常に興きよう味みがあります」

「安心しろ」

　とイツマ。

「おまえを失望させたりはしないよ。既すでに手は打った」

「ほう……」

「結果は明日あすにも、現れるだろう。僕の役目は内部から、この腐くさり切った体制を変えることだ。内部改かい革かく者が僕に与えられた役割だということは熟じゆく知ちしている。スレイが外部の革命者で、ベルファルドが異い端たんのヒーローだとしたら、僕は一見いちばん地じ味みだが、いちばんやり甲が斐いのある役回りだと思っているよ」

「容よう姿しはあなたが、いちばん派は手でなんですけどね……。いちばん難むずかしくもありますな」

「それが選ばれた者の宿命だよ。僕が三人の中で、いちばん順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。選せん良りようたる務つとめは果たさねばならないだろう」

「私に言わせれば充分に波は瀾らん万ばん丈じようなんですがね」

「とにかく、バァムの死刑執しつ行こうだけはなんとしても阻そ止しする！　この僕を完かん膚ぷなきまでに撃うち破った漢おとこに、このまま勝ち逃げはさせない。たとえそれが死刑という形であろうと、僕に勝った者が、勝ちっ放ぱなしのままで僕の手の届とどかない処ところに行ってしまうことが、僕には耐えられない！」

「なるほど」

　アキヅキは苦笑した。

「結局あなたの行動理念はそれですか。どこまでも負けず嫌ぎらいなんですね」

「当然だろう。僕はタイラー家の次期当主と決まったその瞬しゆん間かんから、負けることを赦ゆるされない身になったんだ」

「いちばんそれを赦さないのは、誰でもない、あなた自身でしょう？」

「そうかも知れない……。だが、とにかく僕のプライドは──」

「わかっています」

　微笑ほほえむアキヅキ。

「あなたを勝たせるのが、私の仕事です。手伝いましょう」




「どうだった？」

　と、疲れ果てた表情で帰って来たエッソに、ベルファルドは尋たずねた。

「全然駄だ目めでした」

　とエッソ。

「『バァム提てい督とく助命嘆たん願がん署しよ名めい』、集まりません」

　予想はしていたことである。

「社員総出でやりましたが、よくて無視、ないしはあからさまに罵ば声せいを浴あびせられる始末です。どうして人殺しに味方するんだとまで罵ののしられて、女子社員の中には泣き出してしまう子も……」

「無理もない。ん、それだけじゃないね？」

　エッソの頭に巻かれた真新しい包ほう帯たいに、ベルファルドは目め敏ざとく気付いた。しかもうっすらと血が滲にじんでいる。

「エッソ、それはこの間の戦せん闘とうで負おった傷じゃないね？」

「たいしたことはありません」

　エッソは微笑ほほえんだ。

「ちょっと、石をぶつけられただけです」

「誰に!?」

「ＴＡＣ社の、遺い族ぞく団体の連中ですよ。始めた時から覚かく悟ごはしてましたから……」

「気持はわかるが、それにしてもひどい」

「本当に大だい丈じよう夫ぶですから……」

　と、無理して笑うエッソ。

「プロテックスで九死に一生を拾ひろって以来、僕は怖こわいものなしになりました。社長が僕を、漢おとこに変えてくださったのです。感謝しています」

「しかし、だからと言ってこれ以上、君が傷付くのを見ていられない……」

　ベルファルドの表情に、決意が漲みなぎった。

「明日は僕も、その場所に行って、一いつ緒しよに署名を集めよう」

「社長……」

「今の僕なら、少しは署名を集められるかも知れない……」

「名案じゃな」

　と、いつの間にか嘱しよく託たく医いとして、半なかばこの会社に居い着ついてしまったドクター・セイジューロー・キタグチが、昼間から大酒をあおりながら言った。

「邪じや魔までなければ、ワシも行こう」

「ドクター……」

「怪け我が人が出んとも、限らんじゃろ？」

「もう出ています」

　とエッソ。

「ありがとうございます」

「なんの！　名ばかりの嘱託医に、大っぴらに吞のませてくれる社長は得え難がたい。少しはその恩に報むくいても、罰ばちは当たらんというものよ」

「そうだ!!」

　エッソが手を叩たたいた。

「この前仲好よくなった、ゴアテレビＡＤのフジキさんに電話して、明日は来てもらおう!!」

「そんなに軽々しく、来てくれるかなあ……。テレビ局は仮にも、社会の公こう器きだよ」

「いいんですよ。いまや社長は時の人だから、ニュースヴァリューがあるんです。喜んでホイホイ来ますよ。それに──」

　エッソは言った。

「テレビカメラが回っているとわかれば、死刑断行派の連中も、あまり羽は目めを外はずした行動には訴うつたえないでしょう。無言の抑よく止し力りよくとして、これを利用しない手はありません」

「なんだか最近の君は、アンリのようなことを言うようになったねえ……」

「僕、特務部長のことも尊敬していましたから……」

　似ていると言われたことがよほど嬉うれしかったのか、誇ほこらしげに胸を張るエッソ。

「二代目に就しゆう任にんしたいですね。もっとも、『おまえなんざまだまだだ』と、言われそうですが──」

「嬉しいよ」

　ベルファルドは目を細めた。

「明日は日曜日だし人も集まる。みんな一緒に、公園に行こう」




「やあ、ベルファルド提てい督とく」

　と、フジキＡＤが彼を見るなりロケバスを降りて、挨あい拶さつした。

「提督はよしてください」

　と、照てれながら握あく手しゆするベルファルド。

「この間はお世話になりました。お陰かげでスタッフ一同、局長賞に輝かがやきましたよ」

「それはそれは──」

「あなたの立たち居い振ふる舞まいなら全部放映しろとの、お達たつしです。今日もお世話になります」

　帽ぼう子しを取って言った。

「こちらこそ……」

「それより──」

　声のトーンを落として、フジキは忠告した。

「遺い族ぞく団体を詐さ称しようする連中には、くれぐれも気を付けてくださいね」

「何な故ぜですか？　この前の戦せん闘とうで戦死したＴＡＣ社の遺族なんでしょう？　だったらなにもそんな、心配することはないでしょう。立場こそ違え、彼らの無念の気持は、わかり過ぎるほどにわかるし──」

「表向きは、確かに『遺族団体』です」

　とフジキ。

「ですが、その実態は、過激派の連中にすっかりオルグされているんですよ」

「オルグ……？」

「思想的に乗っ取られてしまったということです。『帝国主義再さい興こう絶対反対！』という国民的コンセンサスを隠かくれ蓑みのに、遺族団体を取り仕切り、アジってるのはほとんど左さ翼よくの連中です。銀河も平和が長かったから、彼らも絶ぜつ滅めつ寸前だったのですが、ここへきて戦争がまた始まった。彼らは大たい義ぎ名めい分ぶん・錦にしきの御み旗はたに寄生するのが大好きな連中です。遺族団体なんて、彼らにとってはまさに絶好の依より代しろなんですよ」

「そうなんですか……」

「あなたは世せ間けん知らずだなあ……。まあ、そこがいいところでもあるんですが……。とにかく気を付けてください。昨日きのうエッソくんに石をぶつけたのも、おそらくその連中でしょう」

「ありがとうございます。でも、僕は自分の主張を枉まげるつもりは毛もう頭とうありませんから……」

「もちろんです。頑がん張ばってください！」

　フジキは隠しカメラ付きのロケバス──一見しただけでは違法駐車のバンにしか見えないので──に戻った。

「なんだ。もっと派は手でな取材になると思ったのに……」

　些いささか失望した様よう子すで、エッソが言った。

「カメラを意識しない自然な表情を狙ねらう、隠おん密みつ取材がしたかったんだろう」

　ベルファルドは言った。

「彼もプロのテレビ屋だよ。やる以上は迫はく真しんのドキュメンタリーを狙うのは当然のことだ」

「それはわかっています」

　とエッソ。

「でも、それでは過激な行こう為いに対する抑よく止し力りよくも期待できません」

「ああ、そうだね」

　頷うなずくベルファルド。

「危なくなったら、君は逃げなさい。もう無理はしなくていい……」

「社長は？」

「僕は……彼らと話し合ってみる」

「やめておいた方がいいと思いますよ」

　老ろう婆ば心しんでエッソ。

「まともに話し合って、通じるような連中ではありません」

「それは、話してみなければわからないよ」

『ナ・バァム・ドム提督の助命嘆たん願がん署しよ名めいにご協力を！』と書かれた幟のぼりを立てながら、ベルファルドは言った。道行く人々が、ちらと見て、ひそひそと囁ささやき合い、足早に立ち去る。

『なるほど……。これは風当たりが強いな』

　とベルファルドは思った。

『前ぜん途とは多難なんてもんじゃない。だが、それでも僕はやる。僕はバァムと違って、命まで取られる訳わけじゃない……』

「社長！」

　エッソがその袖そで口ぐちを引っ張った。

「来ました！　昨日の連中です!!」

「なに？」

「ああ、あの先頭にいる奴やつが──」

　そう言って、頭の包帯を押さえる。

「おまけに昨日より、増ぞう殖しよくしているよ……」

「てめえら！」

　百人近い大人数で押し寄せた『遺族団体』の猛も者さたちが、最初から喧けん嘩か腰で摑つかみかかってきた。

「昨日あれほど言ったのに、まだ懲こりてねえのか!?」

「何に懲りると言うのだい？」

　と、しっかりした口調でベルファルド。

「穏おだやかに話をしよう」

「うるせえ！　この帝国主義の尖せん兵ぺいめが──!!」

「残念ながら……」

　と、落ち着き払って、ベルファルドは宥なだめた。

「僕は帝国主義者でも、バグジー＝スレイ帝国の支持者でもないよ。ただ、あの死刑判決には納なつ得とくがいかないと言っているんだ」

「なにを──!!」

「書記長……」

　別の学生風の男が、リーダーに囁いた。

「なんだ同志？」

「こいつ、イーサン・ベルファルドですよ」

「本当だ」

「テレビより小さいな」

「後でサインくれ」

　と、口々に囁き合う抗議団体の構成員たち。

「なにっ!?」

　書記長と呼ばれた男の目の色が変わった。

「貴き様さま、我々と立場を同じくする者のくせに、我々の同どう胞ほうを殺した奴のために助命嘆願をするとは、どういう了りよう見けんだ!?」




「始まったな……」

　と、隠おん密みつ取材用のロケバスの中で、フジキＡＤは唇くちびるを舐なめた。

「回ってるな？」

　と、隣となりのカメラマンに囁く。

「バッチリです」

「いいか、全部録とれよ」

　と、その肩にそっと手をやり、祈るように囁く。

「うまくすると今夜のトップニュース、いただきだぞ」

　テレビマンとしての勘かんである。




「あの死刑判決には納得がいかない」

　と、気け圧おされることなくベルファルド。

「国際法では、軍事行動は軍法会議でしか裁さばけないことになっている。連れん邦ぽう審議会に彼を死刑にする権限はない」

「黙だまれ！　奴のために、我々の同胞が──」

「軍人なら当然だ」

　と、ベルファルド。

「現にこの僕も、帝国軍の軍人を何万人も殺した」

「知っている」

　と、懐かい柔じゆう口調で書記長。

「君の行こう為いは賞賛に値あたいする。ただ、この署名運動はいただけないな」

「いいから聞いてくれ」

　ベルファルドは押し寄せる人の波を渾こん身しんの力で押し戻もどしながら続けた。

「ナ・バァム・ドム提督を、人殺しだから死刑にせよというのなら、この僕も同じ理由で死刑にされなければおかしい。そうは思わないか？」

「ナンセンス！」

　付ふ和わ雷らい同どうに叫さけぶ、若者たち。

「敵の肩を持つのか、スパイ野郎!!」

「敵は敵であって、罪人ではないんだ」

　と、ベルファルド。

「社長……」

　蒼そう白はくな顔色で、エッソが言った。

「相手が悪い。今日のところは帰りましょう……」

「いや。むしろこの人たちの声を聞く得え難がたい機会だと、僕は思う」

「でも──」

「君は離れていろ」

「ですが……」

「ガキはすっこんでろよ！」

　人間の鎖くさりが、エッソを輪の外へ弾はじき飛ばした。

「社長！　ベルファルド社長!!」

　こんな時アンリがいれば、体を張ってでもベルファルドを庇かばったであろうにと、己おのれの非ひ力りきさをエッソは憎にくんだ。

「君たちは遺族なのか？」

　とベルファルドは問うた。

「いや。我々は支援団体の者だ」

　と書記長。

「君たちの中に、実際にあの戦闘で、家族を喪うしなった者はいないのか？」

「ここにいるぞ!!」

　人ひと垣がきの奥から声がして、一人の少年──エッソと同じ年とし頃ごろ──が担かつぎ出された。どうやら支援団体員九十九人に対し、実際の遺族は一人の割合らしい。

「さあ、ツトムくん。その不ふ心こころ得え者ものに言ってやりたまえ」

　書記長が発はつ破ぱをかける。

「君のパパを殺した奴やつの肩を持つ、そのスパイ野郎に!!」

「パパを返して……」

　と、蚊かの鳴くような声でツトム少年は言った。

「僕のパパを返してよ」

「返せない……」

　と、うなだれてベルファルド。

「誰も君にパパを、返してはあげられないんだ。だけど、これだけは言える。戦争は確かに罪悪だが、戦争の怨おんに私情で復ふく讐しゆうしてはいけない。家族を殺されても、個人的に復讐してはいけない」

「どうして？」

　自分を見上げ、尋たずねる少年に、

「どうしてって？」

　ベルファルドは言った。

「それを認めたら、果てしない殺し合いになるからだよ。どこかで、誰かが終わらせなければいけない。ツトムくんといったね」

「うん……」

「戦争には、誰もが怨うらみを抱いだく。だけど、君のところで、その怨みの鎖を断ち切る勇気を持つんだ」

「貴き様さま！」

　と、書記長がその胸むな倉ぐらを引っ摑つかんだ。

「純真な少年に、泣き寝入りを強要するかッ!?」

「泣き寝入りじゃない」

　と、穏おだやかな表情でベルファルド。

「それはとても、勇気ある行為だ」

「詭き弁べんだ！」

「その通り!!」

「自じ己こ批ひ判はんしろ!!」

　無む節せつ操そうな野や次じが飛ぶ。集団の威い圧あつにも、しかしベルファルドは屈しなかった。

「僕……今に、帝国主義を打だ倒とうするんだ」

　と、御み輿こしとして担ぎ出された少年は言った。考えようによっては、彼こそ最大の犠ぎ牲せい者だ。

「パパを殺した帝国主義を、僕は赦ゆるさないぞ」

「それは違う……」

　ベルファルドはツトム少年の両肩に手を置き、言った。

「いいかい、君は確かに父親を喪なくして気の毒な少年だ。だけど、今の君はそれ以上の者ではない。間違っても、帝国主義の打倒者なんかになってはいけない……。今の君には酷こくかも知れないが──」

　角かく材ざいが唸うなりを生じて、ベルファルドの後頭部に叩たたきつけられ、彼は昏こん倒とうした。

「語るに落ちたな、売ばい国こく奴どめ！」

「帝国主義の内通者に、天てん誅ちゆう!!」

　いくつもの靴くつが、彼を蹂じゆう躙りんしようと殺さつ到とうする。




「遅かったか……」

　公園に乗り付けたリムジーンから降り立ち、イツマは苦にが々にがしげに呟つぶやいた。

「ベルファルド……」

　人垣の中心で、何が行おこなわれているかは想像するしかない。しかし、その輪に漲みなぎる殺気のただならぬ密度だけは、ひしひしと全身で感じられる。

「あの暴走を止めろ！」

「無茶を言わないでください」

　とアキヅキ。

「いくら私でも、それがあなたの命令でも、それだけは無理です」

「しかし、このまま手を拱こまねいて──」

「お待ち」

　リムジーンの後部座席に座すわっていた老ろう婆ばが、声をかけた。

「曾ひいお祖母ばあさま……」

　振り向くイツマ。

「こんな時の為ために連れて来た、あたしの介かい添ぞえ人にんが役に立ちそうだよ」

　と、キサラ媼おうは呟くように言った。

　そして、対向座席に向い合わせで座っていた若い看かん護ご婦ふに、

「出番だよ」

　と言った。

「わかっているね」

「はい、キサラさん」

　その美人の看護婦は頷うなずいて、言った。

「ベルファルドさんを、助けるのですね。私の、新しいマスターを……」

「能書きを垂たれている暇ひまがあったら、お急ぎよ」

　とキサラ。

「愚ぐ図ずぐずしてると、その大切なマスターが、踏ふみ殺されちまうよ」

「わかりました」

　看護婦は頷いて、車外に降り立った。

　と──、

　次の瞬しゆん間かんにはもう、その姿は消えている。常人の動きでは有り得ない。

「さすがは新型、スペックアップしているようですね」

　とイツマ。

「見たところ、反応速度は先代以上です」

「その分、製造コストもかさんでるよ」

　と、苦にが笑わらいするキサラ。

「あんな高価な自動人形は、いかにタイラー家の財力をもってしても、もう造つくれない。記憶チップのストックも尽つきた。あれが壊こわれたら、これで本当に最後だよ」




「帝国主義の尖せん兵ぺいめ！」

　と、振り上げた角材が、何者かの手によってスパッと切断された。

「う……」

　手元数センチを残して、綺き麗れいにカットされた断面を見つめながら、絶句する学生。

　人ひと垣がきの間を、女の姿をした稲いな妻ずまが駆かけ抜けた。

　角材が、チェーンが、鉄パイプが、綺麗な断面を残して見み事ごとに切断されている。

「う……!?」

「官かん憲けんの介かい入にゆうか？」

　支援団体が怯ひるんだ間かん隙げきに、その人影は半死半生のベルファルドを抱かかえて、人垣の外へと文字通り跳ちよう躍やくしている。

「な、なんだ今のは……？」

「さあ……」

　取材していたフジキも、ただ茫ぼう然ぜんとなる。

「今のは、何だ？」

「わかりません」

　とカメラマン。

「でも、いい画え、録とれました」

「ああ。最後はよくわからなかったが、これで世論も、少しはましな方向に変わるかもな……」




「すみません、すみません社長！」

　エッソは土ど下げ座ざして謝あやまる。

「僕……何もできませんでした。それどころか、社長をあんな危険な目に遭あわせてしまって……。特務部長がいたら、僕、どやされるくらいじゃ済みませんよね」

「あまり自分を責めるでない」

　と、手当てしながらドクター・キタグチ。

「包帯ほうたいを──」

「はい」

　と、差し出す看護婦。

「ほ、手て際ぎわがよいの」

　とサングラスの奥で微笑ほほえむ。

「おまえさんは、ワシが今まで出で逢おうた中では、最高の看護婦じゃよ」

「恐れ入ります」

　軽く会え釈しやくする看護婦。美人だ。プロポーションも整ととのい過ぎているくらいに完かん璧ぺきである。

「ええと、鋏はさみは……と」

「はい」

　手て頃ごろな長さに巻いた包帯の残りを、なんと看護婦は指先でカットした。

「ほう……カッター内蔵のネイルかね？」

　さして驚おどろいた風ふうも見せずに、ドクター。人間が出で来きているのか、単に鈍どん感かんなのか？

「はい……。それよりベルファルドさんは？」

「安心せい。見掛けほど重じゆう篤とくということはないわい」

「そうですか……」

　安あん堵どしたように微笑む。

「よかった。あたし、もう少しで造られた目的を喪なくすところでしたわ……」

「それにしても、つくづく貧びん乏ぼう籤くじを引く漢おとこじゃわい」

　と、苦にが笑わらいするドクター・キタグチ。

「もう少し小器用に立ち回ることもできように……」

「それができない人だから、いいんですよう！」

　と、涙と洟はな水みずでグジャグジャになりながら、エッソ。

「よかったあ、本当によかったあ!!」

「う、うう……」

　意識朦もう朧ろうのベルファルドが、青く腫はれた瞼まぶたを開く。

　その瞳ひとみに、看護婦の姿が映うつった。

「ああ……ハルミさん」

　と、朦朧としたままで、ベルファルドは呟つぶやく。

「ハルミさんじゃないか……。と言うことは……僕は死んだのか」

「いいえ」

　と、その手を取り、看護婦は言った。

「これは夢の中ですわ。さあ、ベルファルドさん、もう少し、いい夢をごらんなさい。あなたが自みずから求めた、危き難なんの代だい償しように──」

「そうさせてもらうよ」

　と、ベルファルド。

「あれだけボコボコにされたのに、なんだかとっても、いい気持なんだ……」

「鎮ちん痛つう剤ざいのせいじゃよ」

　とドクター。

「さあ、ゆっくり眠れ。真に勇気ある者よ」

「うん……」

　そう言ってベルファルドは、夢ゆめ見み心ごこ地ちで目を瞑とじた。










　第五十七章　呉ご越えつ同どう舟しゆう




「ナ・バァム・ドム提てい督とくですね」

　と、鉄てつ格ごう子しの間から、その女が囁ささやいた。

「お迎むかえに上がりました」

　体にぴったりとフィットした合成皮ひ革かくの黒くろ装しよう束ぞく。暗がりの中でも、その抜ばつ群ぐんのプロポーションがわかる。

「それ以上寄らない方がいい」

　壁かべにもたれ、目を瞑とじたまま、十八歳の死刑囚しゆうは言った。

「その鉄格子には、高圧電流が流れている」

「ご安心ください」

　と、黒装束の女は言った。

「既すでに電源はカットしました。もっとも、仮に、電流が流れていたにせよ、私には関係ありませんわ」

「何者かは知らんが、余よ計けいなことはしないでもらおう」

　と、意外にもバァムは言った。

「今はまだここから、逃げるつもりはないのだ。苦労してここまで忍び込んだおまえの顔を潰つぶすようで、悪いとは思うがな」

「苦労などとは、思っておりませんわ」

　と、女。

「では言われた通り、この場から引き返すと致いたしましょうか？」

「ほう。馬ば鹿かに聞き分けがよいのだな」

　バァムは初めてまともに、女の方を見た。ただでさえ相当な美人なのだろうが、この拘こう置ち所しよの薄暗がりの中では、よけい美人に見えた。

　さほど女に興きよう味みのないバァムではあるが、長いこと女性というものを見ていなかった後だけに、心の奥で何かが疼うずいた。

『もしかしたらこれが女というものの、見み納おさめになるかも知れないな……』

　と、彼は思った。

「もう一度、忍び込めばよいだけの話ですわ」

「苦もなさそうだな」
















「はい。この程度の警備は、私に言わせれば無きも同然ですわ。何度でも忍び込んでみせます。ですが、今日きようのところはバァム様のお顔を立てて、おとなしく引き返します」

「それではおまえの立つ瀬があるまい」

　と、バァムは女を気き遣づかった。

「せめて、名を聞いておこうか」

「ハルミと申します」

「ハルミ……不思議と聞いたような名前だな」

「この名前を持つのは、私が初めてではありません。しかし、本当に宜よろしいのですか？」

「この国の馬鹿げた法律でな」

　と、バァムは嘲あざけるかのように苦笑した。

「未成年には、死刑は執しつ行こうされないのだそうだ。従ってあと二年は、俺が処刑されることはない……という訳わけだ。その間に事態が好転することを、俺は信じている。わざわざ逃げて、心しん証しようをこれ以上悪くすることもあるまい」

「特とく赦しやを期待していらっしゃるのでしたら、残念ながら望み薄です。それどころか、明あ日すにも刑法が改正されて、刑の執行が早まるかも知れませんわ」

「そうなったらそうなったで、おまえに頼たのむさ、ハルミとやら。おまえなら、ここよりずっと警けい戒かい厳げん重じゆうな場所に移されても、俺を逃がしてくれそうだからな」

「ありがとうございます……」

「スレイに頼まれたのか？　それとも陛へい下かからか？」

「そのどちらでもありません」

　とハルミは言った。

「私の口からは言えませんが、共和国連れん邦ぽう政府の中にも、あなたの味方はおります。刑の執行に反対している者も──」

「それを聞いただけで、今日はよしとしておこう」

　満足げな表情で、バァムは呟つぶやいた。

「俺のことはいい。それよりも心配なのは、レーゲルフのことだ。ひょっとして、奴やつの死刑はもう執行されたやも知れぬ」

「ご安心ください」

　とハルミ。

「レーゲルフ様でしたら、既すでに──」

「そうか」

　バァムの表情が、明るく輝かがやく。

「それを聞いて安あん堵どした。俺は正しよう直じき、自分よりも奴のことが気掛かりだったのだ。礼を言うぞ、ハルミ……」

　突然、警報がけたたましく鳴った。

「気付かれたか!?」

　弾はじけるように起き上がるバァム。

「私ではありません！」

　きっぱりと言う、ハルミ。

「ここに至いたるまでのセンサーは、すべて解かい除じよしてきました。別経路で侵しん入にゆうしてきた他の誰かが、警報器を作動させてしまったのですわ。そうとしか考えられません！」

「よほど自分の仕事に、自信があるのだな」

　微笑ほほえむバァム。

「ますます頼もしいぞ。もっとも、いずれにせよ迷めい惑わくな侵入者だな」

「こうなったら、逃げるしかありません」

　ハルミは覚かく悟ごを決めた。

「バァム様、鉄てつ格ごう子しから離れてください！」

　彼女の右手の爪つめが、瞬しゆん時じにして十五センチばかりも伸びた。

「ほう……面おも白しろいギミックだな」

「まだまだ、色々とお見せできると思いますわ」

　妖よう艶えんな唇くちびるで微笑んだ次の瞬間、特とく殊しゆ合ごう金きんの鉄格子は顔が映うつるほどの断面を残して寸断されていた。




「ひえー、見付かっちまった!!」

　と、リカルド・ゴメスは慌あわてふためいて叫さけんだ。

「ここの警報システムは、警察のとは形式が違うぜ！」

　銀急ハンズのワゴンセールで買った、警報解除システム『ぬきあしくん』を、怒いかりに任まかせて床ゆかに叩たたきつける。

「ええい、この役立たずめ！　８９９ギガタイラスもしやがったくせして!!」

「そんな物に頼たよるからだ」

　と、不意に肩を摑つかまれた。

「それは、型遅れのタイプで、既にカタログ落ちしている。見ろ、これがヴァージョンアップした新システム対応『ぬきあしくん２』だ！」

「う──!?」

「そんなガラクタを、しかも高く摑まされやがって！　俺はこの新型を『プラネット無線』で買ったけど、５００ギガタイラスもしなかったぞ」

「え……？」

　てっきり看かん守しゆに見つかったと思ったリカルド・ゴメスは、思わず相手の顔をまじまじと見た。

「あんた……」

「久しぶりだなあ、リカルド・ゴメス警部。ひょっとしてイサーン以来か？」

「スリチャイ……」

「おっと、今のあんたの階級はどうなってる？　警部補か、それとも警けい視しか？　まさか、巡じゆん査さってことはねえだろうな」

「俺は……警察を辞やめた」

　とゴメス元警部は言った。

「最後に飛び出した時の階級は忘れちまったが、たぶん警部で合ってるよ」

「毀き誉よ褒ほう貶へん激しい人だったからなあ、あんた……」

「大きなお世話だ！　言っとくが、最後は円満退職だからな、円満!!　退職金がお情なさけ程度の雀すずめの涙だろうと、ほとんどの所しよ轄かつから在ざい籍せき時代の記録が抹まつ消しようされようと、円満退職なんだ！」

「はいはい……」

　おおかた、最後は石もて追われたのだろうなと想像しながら、頷うなずくスリチャイ。

「ところで、なんであんたがここに？」

「決まってるだろう」

　とゴメスは言った。

「バァムを逃がしに来たのよ」

「で、見み事ごとにコケた……と」

「やかましい！　おめえこそ何で？　え、ちょ、ちょっと待て、今のおめえは確か……」

「新帝国の閣かく僚りようよ」

　と、いまや軍務次じ官かん兼けん、参さん謀ぼう本部長のスリチャイは言った。いや、今はバァムが捕つかまっているので、軍務長官代行でもある。

「そのおまえが、なんで？」

「おまえと同じだ」

　誰かのお陰かげで甚はなはだ迷めい惑わくしていると言わんばかりの表情で、スリチャイは言った。

「へー、してみると、バグジー＝スレイ帝国ってえのは、よっぽど人材不足なんだな。閣僚が下したっ端ぱ工作員の真ま似ねまでするとは……」

「そうじゃなくて、スレイ執政官直じき々じきの命令なのだ。俺にとってバァム長官は直属の上司に当たるから、次官の俺が自みずから乗り込めとな。理り屈くつには合ってるだろ？」

「スレイの理屈にはな」

　ゴメスはくすっと笑って言った。

「あいつ、変わってねえな」

「あんたは誰に頼たのまれた？　元警部」

「それを言うなら、元警けい視し正せいだ。いちばん羽は振ぶりのいい時には、署長までやったんだぞ！　三日で左さ遷せんされたけどな……」

「はいはい。ま、それは正しい人事というものでしょう」

　その間にも警報は、容よう赦しやなく鳴り響ひびく。

「まったく、お陰でこっちまで巻き込まれちまう」

「ベルファルドの頼みだ。断ことわれる訳わけがなかろう。今、俺の上司なんだ」

「ほう。そりゃ初耳だ」

「警察を辞めた後、ベルファルド・コーポレーションの守しゆ衛えいとして再就職してな」

「いやはや。もう、何と言おうか順当過ぎる就職先だねえ……」

「リトラはどうしてる？」

「あの女アマは元々キャリアだからな。今じゃ警視監かんとして、ＩＰＰＯ（インタープラネット警察機構）の中ちゆう枢すうまでいったぜ」

「そりゃ結けつ構こう……」

　懐ふところから折り畳たたみストック付きの小型パルスレイガンを取り出しながらスリチャイ。

「へっ、もともと忍び込むなんて、俺の柄じゃなかったんだ。最初から強行潜入すべきだったぜ」

「手伝うぜ」

　と、自動拳けん銃じゆうのスライドをジャキッと鳴らすゴメス。

「俺も、銃撃戦の方がまだしも得とく意いだからな」

「ああ。コソ泥どろの真似よか、似に合あってるよ」

　完全武装した看守の一個中隊あたりを予測していた二人だが、意外にも現れたのはたったの二人である。それも、一人は妙みよう齢れいの女だった。

「撃たないでください!!」

　ハルミは叫さけんだ。

「私は味方です！」

「バぁロぉ～、敵は大たい抵てい、そう言うもんなんだよ」

　と、狙ねらいを定めながらスリチャイ。

「本当だ！」

　彼女に手を引かれていた若者が叫んだ。

「私は──」

「バァム……提てい督とく」

　口をあんぐりと開ける、スリチャイ。

「これは一体……？」

「スリチャイか……」

　安あん堵どしつつも、驚おどろきを隠かくせないバァム。

「どうやら俺を死刑にしたくない奴やつが、銀河にはよほど多いらしい……」

「脱だつ獄ごく幇ほう助じよが、偶ぐう然ぜんにも二組揃そろってしまったのですね」

「三組だ」

　忘れてくれるなと言いたげに、ゴメス。

「あんたはいない方がよかった……」

　と、しみじみ言うスリチャイ。

「こちらです」

　と、逃とう走そう経路を指差すハルミ。

「看守連中は？」

「当分、追っては来ません」

　自信ありげに、ハルミは言った。

「拘こう置ち所しよ内の見張りは最初の段階で、あらかた眠らせてあります」

　道理であれほど派は手でに警報が鳴っても、二人がゆっくりと思い出噺ばなしに花を咲かせられた訳わけだ。

「もっとも、そろそろ警報を聞いて、増ぞう援えんが駆かけ付けてくる頃ころ合あいですわ」

「愚図ぐずできんな」

「で、何ど処こへ逃げる？」

「それは──」

　ハルミが言った。

「お任まかせください。ここから先のシナリオは、すべて出来上がっております」




「いやいや、こうしておると……」

　ドクター・キタグチは杯さかずきをあおりながら呟つぶやく。

「まったく全体、いつかどこかで見たような光景じゃのう」

「はい、ドクター」

　と、艦長服のベルファルド。

「なんだか僕、この『そよかぜ』の医務室にいると、故郷ふるさとに戻もどったような気持になるんです」

「それそれ、ワシが言いたかったのも、まさにそれじゃよ！」

　わが意を得たりと、頷うなずくドクター。

「こうしておるとおまえさんとも、ついこの間知り合ったばかりという気がせん。不思議な懐なつかしさがあるわい」

「そうですわね」

　突然現れた、看かん護ご婦ふ姿の美人が言った。

「まったくその通りですわ、タイラー艦長」

「君は──!?」

　その美人の猊かおを一目見るなり、絶句してしまうベルファルド。まだ左腕を吊つった包ほう帯たいも取れず、絆ばん創そう膏こうだらけの頰ほおが痛々しい。

「ハルミさん！」

「四代目です」

　と、ハルミIVはさながら慈じ母ぼか観かん音のんの如ごとくに微笑ほほえんだ。

「この原風景には、どうしたってあたしが要いるんです。『そよかぜ』の医務室は三人でワンセット……。艦長、ドクター……。お酌しやくしましょう」

「済まんね」

　さっと杯を差し出すドクター。手て慣なれた手つきで注つぐハルミIV。

「そうか、僕がこないだ垣かい間ま見た幻まぼろしは、幻ではなかったんだ。嬉うれしいよ」

「私で最後です」

　と、ハルミIVはベルファルドの耳に顔を近付け、囁ささやくように言った。

「私が壊こわれたら、今度こそもう、後はありません。そうお伝えくださいと、キサラさんが──」

「大おお伯お母ばさんが……」

「はい」

「わかったよ。君のことを大切にするよ」

　チッコリーナが見たら、妬やくくらいでは済まなかっただろう。

「それと──」

　口調を改あらため、ハルミIVは言った。

「お約束の方々を、お連れ致いたしました……」

「世話に……なる」

　医務室の扉とびらの陰かげから、長身の二人連れが現れる。威い風ふう堂々としてはいるが、いかにも場違いで、所在なさそうだ。それに、一いち抹まつの居い心ごこ地ち悪さは隠かくせない。

「やあ」

　と、ベルファルドは右手を挙あげて挨あい拶さつした。

「待っていたよ。君たちもこっちへ来て、一いつ緒しよに飲やろう」

「それは……遠えん慮りよしておく」

　と、ナ・バァム・ドムは頑かたくなに固こ辞じした。

「俺はまだ、貴き様さまと差し向かいになれる心境ではないのだ」

「それは悪かったね」

　頭を搔かくベルファルドに、

「口ではこう言っておられるが──」

　と、バァムに影のように付き従っていた副官レーゲルフが、抑よく揚ようのない口調で言った。
















「バァム閣かつ下かは心の中では、あなたに感謝している」

「余よ計けいなことを言うな、レーゲルフ!!」

　バァムが叱しつ咤たした。

「これは出過ぎた真ま似ねを……」

「いや……よい。じきにわだかまりも解とける。だが、今は、……しばらく一人にして欲しい」

「いいとも」

　あまりにも屈くつ託たくのない表情で、ベルファルドは言った。

「この『そよかぜ』には空あいている士官室もたくさんあるから、そのうちどれでも、好きに使ってくれていいよ。食事は、後で運ばせよう」

「かたじけない……」

　銀河でこの台詞せりふが、今のバァム以上に似に合あう漢おとこはいない。断言してもよかろう。

「ハルミさん、案内してあげて」

「はい」

　ハルミIVが立ち上がった。

「こちらです」

「行ってしまうのか……」

　名残なごり惜おしそうに、ドクター。

「せっかく最高の同席者を得たというのにのう……」

「すぐに戻もどって参ります」

　と、微笑ほほえんでハルミIV。

「『そよかぜ』における私の定位置は、この医務室なんですよ、ドクター」

「さて、僕もそろそろ行かなきゃ」

　ベルファルドが立ち上がった。

「そうか。おまえさんにはもうひとつの『定位置』があったのう……」

　と、眩まぶしそうに彼を見るドクター・キタグチ。

「ブリッジの連中に、宜よろしくな」

「はい」

　振り向いて、ベルファルドは笑う。会かい心しんの笑顔だった。




「驚おどろいた……」

　廊ろう下かを案内されながら、バァムはレーゲルフに漏もらした。

「あんな漢おとこだったとは──」

「私も正しよう直じき、驚きました」

　とレーゲルフ。

「噂うわさには聞いておりましたが、まるで軍人らしくありませんな」

「軍人とは正反対の極にいる者の目だった……」

　バァムの、それが偽いつわらざる第一印象である。

「制服を着ていなければ、絶対に軍人とはわからん」

「制服を着ていても、コスプレのようでした」

　とレーゲルフ。

「しかし……なんとも、不思議な魅み力りよくがあることも確かです」

「うむ。それは俺も認めよう。あの漢に負けたとは……。拘こう置ちされていた間中、夜も眠れぬ程ほどに悶もん絶ぜつしていたが、あの漢に逢あった今では、不思議と悔くやしくはないのだ。何な故ぜかな？」

「それはあのお方の、人じん徳とくだと思います」

　案内しながら、ハルミIVが言った。

「今に、もっとよくわかりますわ」

「人徳と言うのとは、微び妙みように違う」

　とバァム。

「わだかまりを棄すて、全力で体を預あずけようとしていたのに、するりと身を躱かわされた、そんな気分だ」

「とてもよくわかります」

　レーゲルフは肯こう是ぜした。彼もまさにそう感じていたのであろう。

「私などよりも閣下の方が、お言葉を見付けられるのがお上じよう手ずだ」

「そんなところで褒ほめられても、嬉うれしくない。あの漢と、どうやっていけというのだ？　まるっきり、正反対ではないか」

「しかし、スレイのように反発するものも感じさせません。ベルファルドの場合は、拍ひよう子し抜けする一方で、何もかも包つつみ込むようです」

「おまえこそ言葉を見付ける才能があるではないか」

　バァムは返した。

「ふと思ったのですが──」

　レーゲルフは思うがままを口にした。

「かのジャスティ・ウエキ・タイラーに初めて逢った時の、あなたの曾ひいお祖じ父いさまも、そう思われたのではないでしょうか？」

「レーゲルフ」

「はい？」

「その鋭するど過ぎる推すい測そくは、暫しばらくしまっておけ。俺が、この目でしかと、あの漢の本質を見み極きわめるまでは、な」




「『そよかぜ』に叛はん乱らんの兆きざしがあります」

　との報告を、

「予定通りだよ」

　イツマは微笑ほほえんで軽くいなした。

「すべては予定通りのプログラムだ。予定にないことが起きるのは、これからさ」

「と、おっしゃいますと？」

　アキヅキが、ガラティアが、イツマを左右から同時に見た。

「会長、まさか──」

「さすがに勘かんがいいな、二人とも」

　イツマは左右を見て、もう一度微笑んだ。

「さすがにこの僕の、両りよう腕わんだ」

「自みずから出撃なさるおつもりなのですね」

　とガラティア。

「ああ。何な故ぜか急に、ベルファルドとやり合ってみたくなった。止めても無む駄だだよ」

「止めはしません」

　とアキヅキ。

「どうせ止めても、無駄でしょうから……」

「ティトーくんは？」

　と、ガラティアを見るイツマ。

「君なら、反対するのではないかと思ったのだが──」

「止めません、私も」

　ガラティアも微笑みを返した。

「その代わり、私も御ご一いつ緒しよに参ります」

「危険だぞ」

「承しよう知ちしております」

　と、涼すずしい表情のガラティア。

「会長、お忘れですか？　私はこれでも──」

「ああ、そうか。君は士官学校を卒業しているのだったな。これは釈しや迦かに説せつ法ぽうだった」

「はい。それも次席です」

　と、得とく意いげに言う。

「足手纏まといにはならないと思います」

「それは心配していないが、僕に万が一のことがあった時、君まで一緒というのはまずいな」

　イツマは思し案あん顔で呟つぶやいた。

「正直、私の次の会長は、君しかいないと思っているのだ」

「ありがとうございます。しかし、私はここで、戦場というのはどういうものなのか、一度経験しておきたいと思いまして──」

　ガラティアの目は真しん摯しである。興きよう味み半分や、その場の思い付きではなさそうだ。

「覚かく悟ごはできているというなら、敢あえて止めないが。さて、動かせる艦ふねはあるかな？」

「艦はあるでしょう。いくらでも」

　とアキヅキ。

「そう、艦はある。それよりも問題なのは、この前の闘たたかいで醜しゆう態たいを晒さらしたド素人しろうとに、ひとつしかない命を預けてくれる殊しゆ勝しような連中がいるかということだよ」

「会長、そこまで御自分のことを、卑ひ下げなさらずとも──」

「いいんだ。戦争とは結果がすべてだよ」

「となると『アメミット』を軍に召めし上げられてしまったのは、痛いですねえ……」

　とアキヅキ。

「イウラジ艦長もあの敗戦の責任を被かぶって、左さ遷せんされてしまいました」

「イウラジは有能な艦長だ。そのうち是ぜが非ひでも呼び戻もどす。だが、問題は今、僕の無理を聞いてくれそうな艦長だな……」

　と、拇おや指ゆびを嚙かむイツマ。

「さりとてこの期ごに及およんで、大お祖じ父いさまに頭を下げるのも癪しやくだし……」

「会長」

　ガラティアが言った。

「私の知り合いで宜よろしければ、心当たりのある人物が──」

「君の知人に？」

「はい。私が次席卒業だということは、申し上げましたね」

「うむ」

「その時、士官学校を首席で出た男が、駆く逐ちく艦かんの艦長になっています」

「駆逐艦の艦長？　ということは、中佐か少佐だな」

「はい。いま少佐です」

「随ずい分ぶんと遅い昇進ではありませんか」

　とアキヅキ。

「仮にも士官学校を首席で出たのでしょう？　大佐か、早ければ准じゆん将しようくらいになっていてもおかしくはない歳としでしょうに」

　そう言って、ガラティアを見る。

「ええ」

　苦笑して、ガラティアは言った。

「そういう歳です」

「あ、これは失礼……」

　慌あわてて口を押さえるアキヅキ。

「いいんですよ。彼はその後、すっかり出しゆつ世せ街かい道どうから落ちこぼれてしまったんです。と言うか、私に言わせれば鍍金めつきが剝はがれただけですわ。でもようやく駆逐艦を動かせる身になったのですから、お役には立てるでしょう」

「いいのか？　そんなに気安く……」

「いいんです」

　と、ガラティア。

「そいつは、この私に大きな借りがあるのですから──」

「どういう借りだろう？」

　と、イツマ。

「興味があるね」

「大したことではありません」

　と、ガラティアは苦笑交まじりに言った。

「最終評価を決める卒業試験の当日、たまたま彼が、私の隣となりの席に座すわったというだけですわ」

「カンニングしたのですか!?」

　とアキヅキ。

「させたのです」

　と、これはきっぱりとガラティア。

「最後の一問以外、丸まる写うつしさせてやりました。承知の上でね」

「ほう……」

「で、問題は最後の一問。三者択たく一いつの難問でした。私は独自の判断で○をして、不正解。彼はその一問だけは自じ力りきで答えて、めでたく正解。結果、私が次席で彼が首席……というのが事の顚てん末まつです」

「なるほど」

　頷うなずくイツマ。

「まあ、それ以外にも色々とありそうだが、差し当たってその漢おとこに興味が湧わいてきたよ。彼の名前は？」

「はい」

　ガラティアが頷いて、言った。

「チョンと言います。チョン・ソヨン宇宙軍少佐。宇宙軍の吹き溜だまりと言われる駆逐艦『イムジン』の艦長です」










　第五十八章　チョン・ソヨン




「只ただ今いま戻もどりました」

　取るものもとりあえず報告に現れたスリチャイに、

「御苦労」

　と、スレイは開口一番、労ねぎらいの言葉をかけた。

「で、手ぶらの理由を聞かせてもらおうか」

「はい」

　と、任務に失敗したというのに妙みように清すが々すがしい表か情おで、スリチャイは言った。

「バァム提てい督とくの脱だつ獄ごくに関しては、首しゆ尾びよく成功致いたしました。もっとも、自分はほとんど何もしませんでしたがね」

「で、バァムがここにいない理由を、どう説明する」

「提督御自身の、自由意志です」

「自由意志？」

「はい。バァム提督を逃がしたのは、イツマの密命を帯びた女性工作員でした。私は正しよう直じき、足手纏まといになっただけです。私の手柄でない以上、提督の身の振り方は提督自身に選せん択たくさせるのが、筋すじというものでしょう」

「確かにな」

　と、頷うなずくスレイ。

「どの面つら提さげて、今さらおめおめと戻れるものかというバァムの気持は、俺にも痛いくらいわかるぜ」

　スレイは筋すじを通すことを第一とする漢おとこだ。正義の意味は人によって変わるだろう。イツマにとっての『正義』が『人命尊そん重ちよう』と、ベルファルドのそれが『幸福』と、それぞれ同義語であるように、スレイのそれは『筋』であった。

「だが、バグジーの気持はどうなる？」

「それです」

　と、スリチャイは言った。

「陛へい下かには、バァムからこうお伝えくださいと、直じき々じきの伝言を承うけたまわっています」

「聞こうか……。バグジー一世陛下に、奏そう上じようする前に──」

「はい」

　頷くスリチャイ。

「陛下の下もとで、自分とスレイ、両りよう雄ゆうは並び立たない……そう申されまして」

「ほう……。奴やつにもわかっていたのか」

「ええ。ですから自分は帝国には戻らない。ただし、敢あえて帝国と敵対する立場を取りながらも、示せる忠ちゆう誠せい心はあるはずだ。バァム提督は、別れ際ぎわにそう申されました」

「なるほど」

　しみじみと頷くスレイ。

「バァムがそう言ったか……。ならばこの俺に、言うことは何もねえ」

「はい。バァム提督の心情は、同じ軍人として痛い程わかりました」

「これからは敵同士か……」

「それもよいのではないでしょうか。彼のような立りつ派ぱな敵がいてくれると、かえって安心します」

「ではバァムは、イツマの味方に付いたんだな」

「いいえ」

「なに？」

「第三の勢力の下もとに、奔はしりました」

「第三勢力？」

「はい。自みずから、その勢力の中核となる道を選ぶそうです」

「ほう……するとついに、ベルファルドが起たつわけだな」

　さも嬉うれしそうにスレイは言った。まるでそうなることを、ずっと前から期待していたとでも言わんばかりの表情だ。

「嬉しそうですね」

「嬉しいぜ。これでようやく、心措おきなく闘たたかえるってもんよ。しっかし、バァムの野郎がベルファルドと組むとは、正直意外だったがな。ま、イツマと組まれるよりはいいか。俺にとっても、バァムにとっても──。イツマには、バァムを使いこなすことはできまいからな」

「あなたもそう思われますか？」

「ああ。イツマにはバァムを持て余あますか、使い捨すてるしかできねえ。立場上な。だがベルファルドなら──」

「ところで」

　と、スリチャイは話題を変えた。

「バァム提督を連れ帰れなかった代わりと言ってはなんですが、妙みようなのを一人拾ひろってきましたよ」

「そいつは誰だ？」

「あなたの、ようく知っている人です」

「心当たりがねえな。誰だ？」

「入っていいぞ」

　とスリチャイ。

「よう」

　今は一いつ介かいの民間人となったリカルド・ゴメス。

「帝国にも、警察組そ織しきは要いるだろうと思ってな」

「あんたか……」

　顔を押さえるスレイ。

「銀河を越えた、腐くされ縁えんってわけだ」

「帝国の警察庁長官のポストは、まだ空あいていそうだな」

「誰が!?　あんたなんかにゃ、怖こわくて任まかせられねえよ」

「ぬかせ！　いざとなったら執政官コンスルでも逮たい捕ほできる特権を与えておくんだな。その方が帝国も、長持ちするぜ」

「それにしても、なんで……」

　スレイはチンピラ時代の自分をさんざん追い掛け回した相手を、しみじみと見た。

「やっぱ俺は、気心の知れた奴と一いつ緒しよにいる方がいいわ」

　ゴメスは、いけしゃあしゃあと言った。

「当分、世話になるぜ。たぶん、一生な」




「この艦ふねです」

　と、女性士官の制服に身を包つつんだガラティアが、ドックに繫けい留りゆうしてある駆く逐ちく艦かんを見上げながら言った。

「想像以上に、ボロい艦ですな」

　とアキヅキ。

「本当に、こんなのに会長を乗せるつもりですか？」

「仕方ありませんわ。なにしろ、あの二代目『そよかぜ』と同型ですもの」

「それはいい」

　と、提督の制服に身を包んだイツマは、むしろ喜んだ。

「条件的には、ベルファルドとまったく同じという訳わけだ。両者の優ゆう劣れつが、一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか」

「そういう問題ですか」

「僕の中ではね」

　とイツマ。

「僕とベルファルド、提督としてどちらが上か、今の僕は猛もう烈れつに知りたいという衝しよう動どうに駆かられているんだ」

「わかります」

　とガラティア。

「とてもよく……」

「それにしてもティトーくん。その制服、似に合あうぞ」

　イツマはガラティアを見ながら言った。

「君にはやはり我わが社の会長秘書よりも、軍人の方が天職ではなかったかという気がするな。軍に入っても、君なら間違いなく自じ力りきで提督になれたと思うよ」

「たとえ元げん帥すいになれたとしても、私が目め指ざす最終的な目的の為ためには、遠回りだったのです」

　ガラティアは言った。

「ＴＡＣ社に入ったのは正解でした。現にこうして、好きな時に軍人の格かつ好こうをできるじゃありませんか」

「そういう考え方もあるね」

「この艦の主ぬしは──」

　と、ガラティアは旧式駆逐艦『イムジン』のブリッジを見上げながら呟つぶやいた。

「軍人にしかなれなかった漢おとこです。いえ、軍人という道を選んだことで、まだしも世せ間けんに撒まき散らす害毒が、最小限で済んでいるような漢ですわ」

「辛しん辣らつだなあ……」

　とイツマ。

「ますますその、チョン少佐という漢に逢あってみたくなったよ」

「思い直すなら、今のうちですよ」

　と、念を押すガラティア。

「艦内に一歩足を踏ふみ入れれば、生きて還かえれる保証はどこにもありません。この『イムジン』の、落らく書がきだらけの外装を見て何もお感じになりませんか？」

「確かに──」

　アキヅキが呟いた。

「規律とか節度とかとは、無縁の艦ふねのようだ」

「宇宙軍で問題のある将兵ばかりを、集めてあるのです。一種の隔かく離り政策ですね。内部は事実上の治ち外がい法権……。彼ら自身半なかば自じ虐ぎやく的に『腐くさったミカン箱』と呼んでいますわ」

「面おも白しろい」

　とイツマ。

「乗り込むぞ」

「私、腕っぷしの方はあまり自信がありませんよ」

　とアキヅキ。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　ティトー女史が危なくなったら、身を呈ていして護まもるくらいのことはしますが──」

「大丈夫」

　とイツマ。

「僕もティトーくんも、いざとなれば自分の身くらい自分で護るさ」

「しかし、会長を危険に晒さらしたとなれば──」

「僕自身のリスクだ。そんなことくらいで尻しり込ごみしていて、戦争ができるか」

「……そうでしたね」

「参りましょう」

　と、先導して錆さび付いたタラップを昇のぼるガラティア。手て摺すりには蜘く蛛もの巣すが張っていた。

「まるでスラムの地下鉄だな」

　と、感かん慨がい深げにアキヅキ。

「とても軍艦の中とは思えない……」

「これくらいで驚おどろいてはいけません」

　とガラティア。

「あなたも弁べん護ご士しでしょう。いい社会勉強の機会ですよ」

「私はこういう連中を弁護する舌したは、持ち合わせてはいません」

　ラッタルの踊り場では大柄な黒人兵が、手にした巨大なデッキの音楽に合わせて体をシェイクしていた。

「踊り場で踊っている奴やつを初めて見ました」

　とアキヅキ。だが長身の黒人は、まるであっさりと、彼らを無視した。まるで踊ることが、彼の仕事だと言わんばかりに──。

「問題は次ですね」

　通路を潜くぐろうとすると、横合いから不意にナイフを持った手が突き出された。

「誰も通すなとの命令だよ」

　と、毛糸の帽ぼう子しを被かぶった『門番』が言った。

「艦長は今、昼寝の時間なんだ」

「出撃命令です」

　と、命令書を見せながらガラティア。

「チョン艦長に会わせなさい」

「出直して来な」

　と、まるで目に入らない風ふうの門番。

「驚いたなあ……」

　とアキヅキ。

「軍の内部に、上からの命令が通らない組そ織しきがあろうとは……。こんな艦ふねを、どうして軍の上層部は放置しておくのでしょう？」

「必要悪あくなのです」

　とガラティア。

「ちょっと命令を聞かない兵士でも『イムジン』に配属するぞと脅おどせば、たちまち従順になるからです」

「なるほど……」

「確かにこの中では、仮に殺人が行おこなわれたにせよ、絶対に発覚することはなさそうだな」

「とにかく通しなさい」

　と、あくまでも頑がん強きように、かつ辛しん抱ぼう強く、ガラティアは言った。

「姐ねえちゃん、綺き麗れいだな」

　と、門番は飛び出しナイフを指先で弄もてあそびながら言った。

「そんなに入りてえかい？」

「ええ」

　ここで臆おくしてはなるものかとガラティア。ちょっとでも動揺を見せれば、彼らはここぞとばかりに牙きばを剝むく。

「貞てい操そうは心配じゃねえのかい？」

「命の危険を覚かく悟ごの上で来ている時に、貞操の心配をしても仕方がないでしょう」

「ほう……」

　少々見直したとばかりに、初めてガラティアをまともに見る門番。

「相当の覚悟があって来ているようだな」

「艦長の、いえ、この『イムジン』の力を借りたいの」

　とガラティアは言った。

「『イムジン』に出撃要よう請せいをした命知らずは、実に十年間ぶりってとこかな」

　門番はガラティアと、それに続く二人を見た。

「なるほど。そっちの偉えらいさん、どっかで見た顔だ」

「艦長に目通りを願おう」

　と、帽子を取ってイツマ。赤い髪が映はえた。

「へっ、大した美形だ。だが、この艦にはオトコが大好きな奴やつだっているんだぜ。そいつらの毒どく牙がにかからねえように、気を付けな」

「望むところだ」

　とイツマ。

「もっとも最後の最後で、そいつは失望することになるかも知れないな……」

「会長──」

　アキヅキは老ろう婆ば心しんから制した。イツマが女だということがわかれば、かえって危険は増す。

「ま、そこまで覚悟の上なら、通してやらんこともねえぜ。ただし──!!」

　と門番。

「俺っちの質問に答えられたら、な」

「スフィンクス気取りか」

　とイツマ。

「いかにも」

　と、門番は頷うなずいた。

「俺っちの名は、スピンクス。ジャック・スピンクス上等兵よ」

　ナイフをちらつかせながら、『入国監かん察さつ官』スピンクス上等兵は言った。

「まず、そっちの姐ねえちゃんからだ。名前は？」

「ガラティア・ティトー」

　と、ガラティアは澱よどみなく言った。

「いい名だ。で、用件は？」

「チョン艦長に逢あいにね」

「ほう……。では──」

　スピンクスは舌したなめずりをして、それからおもむろに尋たずねた。

「好きな色は？」

「ブルー」

「通ってよし！」

　と、スピンクス。階級はたかだか上等兵ではあるが、この艦ふねでは相当な古こ参さんであり、おそらく相当な実力者なのだろう。少なくとも『イムジン』の中では軍における階級などは意味をなさない。

「なんだ、そんな簡単な質問でいいのか」

　ほっとしたように、前に出るアキヅキ。

「会長、悪いですが私が先に──」

「好きにするさ」

　とイツマ。

「だが、ここのイミグレーションは、ひと癖くせありそうだぞ」

「なあに、私の好きな色は紫むらさきですから……」

「いい覚悟だ」

　とスピンクス。

「名前は？」

「キリヒト・アキヅキ」

「シケた名前だぜ。用件は？」

「艦長に用がある」

「そうか、では最後の質問だ」

　ニッと嗤わらって、スピンクス上等兵は尋ねた。

「アッシリアの首都は？」

「ニネヴェだ」

　あっさりと、アキヅキ。

「げっ……どうして……」

　この狼ろう狽ばいぶりから推おして測はかるに、今までこの質問に答こたえられた者はいなかったらしい。

「そんなもの。最高学府で学問を修おさめたことのある者なら、誰でも知っている」

　冷ややかな視線を投げかけるアキヅキ。

「それにしても人によって質問の難なん易い度どが、全然違うようですな」

「くっ……通ってよし」

　しぶしぶ認めるスピンクス。それでも気を取り直して、

「じゃあ最後はそっちの、美形さんだ」

　とイツマを見た。その瞳ひとみはある種の敵てき愾がい心しんに溢あふれている。イツマのようなエスタブリッシュメントに、いい印象を抱いだくような半生を送ってきてはいないのだろう。

「名前は？」

「イツマ・ウエキ・タイラー」

　と、凜りんとした声でイツマ。

「……道理で、どっかで見た顔だと思ったぜ。用件は」

「チョン・ソヨン艦長に出撃要よう請せいだ」

「そうか……。じゃあ、最後の質問だ」

　スピンクスは憎ぞう悪おの瞳をイツマに向けつつ、おもむろにこう尋ねた。

「朝は宴えん会かい、昼も宴会、夜も宴会。な～んだ？」

「難問だな」

　と、微笑ほほえむイツマ。

「そうだろう。今までこの質問に答えられた奴はいねえぜ」

「答えられないと、どうなる？」

「こうなるのよ！」

　スピンクスの手にしたナイフが稲いな妻ずまのように閃ひらめいたが、イツマの反応はそれよりも早かった。ナイフを突き出す手を抱かかえ込むなり、見み事ごとな一本背ぜ負おい。スピンクスの巨体はデッキを乗り越え、数メートル下のドックに叩たたきつけられた。

「会長……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、制服の埃ほこりを払いながらイツマ。

「これくらいで死にやすまい。それにしても、気の早い奴だ。ちゃんと正解は用意しておいたのに……」

「なんと──」

「朝は宴会、昼も宴会、夜も宴会……。答は、この『イムジン』だろう」

　大の字にのびた、スピンクスを見下ろす。

「早まらなければ、痛い目を見ずに済んだものを──」




「困こまったな……」

　と、寝起き顔のチョン・ソヨン少佐は、爪つめを鑢やすりで磨みがきながら呟つぶやくように言った。ガラティアと同期ということだが、五歳は確実に世よ慣なれて見えた。つまり、下へ手たすると四十代に見える。それでいて、どこか奇き妙みように若々しいのだ。

「ガラティアよう」

　と、伝でん法ぽうな口調で言った。それでも視線は、入にゆう念ねんに手入れ中の爪から離さない。

「おめえがこの俺を覚おぼえていてくれたのは嬉しいが、正しよう直じき迷めい惑わくだぜえ」

「何な故ぜ、ソヨン？」

「実を言うとなあ……」

　と、艦長席のソヨンは、口元に薄笑いを浮かべたまま、言った。

「俺は正直、バグジー＝スレイ帝国への亡ぼう命めいを、半なかば本気で検討中だったんだ。その矢先に、まさに寝耳に水で、おめえが現れた。困こん惑わくするのも無理ねえだろ？」

「あなたらしいわ」

　と、驚おどろいた様よう子すも見せずに、ガラティア。

「実にあなたらしい。もっと早く亡命すればよかったのよ」

「時機を見ていたのさ」

　と、初めて視線を上げるソヨン。ちょっと垂たれ眉まゆで、昔はなかなかのハンサムだったのだろうと窺うかがわせる。今でもその片へん鱗りんくらいは残っている。場ば末すえの酒場などでは、さぞやモテることだろう。

「亡命する以上は、なるだけ自分を高く売りつけてやろうってな。ちょうど帝国が負けたので、今こそ潮しお時どきと思っていたんだが、その俺に出撃しろとおめえは言う。こいつは正直、困っちまうわなあ……」

「どこまでも正直なんだから……。そんな大事なことを、ベラベラと──。無防備なところは少しも変わっていないのね」

「俺が昔から八方破れで鳴らしてきたのは、おめえも承しよう知ちしてるだろ」

「ええ。でもますます輪をかけて無防備になったわね。いちおう軍人でしょ。その一言で普通は軍法会議ものよ」

「俺たちを軍法会議にかけられるものなら、とっくの昔に銃殺になってるさ」

「それもそうね……」

「おめえだって、俺に利用価値があると思ったから来たんだろ、え？　わざわざタイラー家の御おん曹ぞう子しを連れてまでな」

　どうやらそれなり高く評価されていることに、ソヨン自身はまんざらでもないらしい。

「確かに君は、スレイとは肌はだが合いそうだね」

　それまで傍ぼう観かん者しやを決め込んでいたイツマが、初めて口を開いた。

「君にはスレイと同じ体たい臭しゆうを感じるよ。だが、言わせてもらえば、君の方がほんの少し、スケールが小さいようだ」

「なんだとぉ!!」

　怒ど鳴なったのはソヨンではない。彼の隣となりにいた副官である。

「もっぺん言ってみろぉ！　少佐たいしようを侮ぶ辱じよくしやがると、ただでは済まさねえぞお！」

「よさねえか!!」

　ソヨンが制した。

「そいつの言ってることは、たぶん本当だろうよ」

「ですが──」

「マハティール、俺がＯＫだと言ってるんだ」

「は、はい……」

　マハティールと呼ばれた副官は黙もくして俯うつむいた。この無法地帯の『イムジン』内部で、チョン・ソヨンは超絶的な王権をもって君くん臨りんしているのだ。

「俺がスレイに較くらべりゃ劣おとるだろうとは、予想してたぜ」

　とソヨンはイツマに向き直った。

「おそらく銀河で誰よりもスレイを知る、あんたがそう言うのならそれは真実ってもんだろうさ、イツマ・ウエキ・タイラーさん」

「その通りよ」

　と、ガラティアがおもむろに口を開いた。

「あなたという漢おとこを銀河で誰よりもよく知っている私からも言ってあげるわ、ソヨン。あなたはスレイに劣る」

「言ってくれるじゃねえか……」

　自じ嘲ちようするソヨン。

「他の奴やつが言ったならその場でぶっ殺すところだが、ま、最終試験の答とう案あんを見せてくれた恩義に免じて、勘かん弁べんしてやるわ」

「最後の一問であなたに負けたことだけが、どうしても心に引っ掛かっているのよね」

　と、ガラティア。

「自分で自分が、赦ゆるせないのよ。あの最後の一問の謎なぞだけが──。他の、問題はどうだっていいの。最後の一問を除のぞいてあなたに全部カンニングさせたのも、最後の三択たく問題、あなたならどう解とくかってことに興きよう味みがあったからなのよ」

「ああ、あの問題ね」

　と、ソヨンは急に遠い目になった。

「あの問題は、今でもようく覚えているぜ。俺は正解して首席、で、おまえは次席……」

「そう。その理り屈くつで言うと、私はあなたにも及およばない人間ということになる。私が任官を拒きよ否ひし、罰ばつ則そく金きんを払ってまで民間のＴＡＣ社に入社したのも、軍にいたんじゃあなたに勝てないと思ったからなの。本当よ」

「しかし、最後の一問以外はチンプンカンプンだったことも事実だぜ。おめえがカンニングさせてくれなかったら、俺は首席どころか、卒業できたかどうかもあやしいもんだ」

「あんな常識問題、きちんと授業に出てさえいれば、誰だって答えられるもの。それで満点を取ったとしても、あなたに勝ったことにはならないわ。私にとっては、最後の一問こそが重要だった。軍人としての在あり方そのものを問われるような設問だった……」

「その最後の一問というのに、興味が湧わいてきましたよ」

　アキヅキが口を挟はさんだ。

「もしよかったら、どんな設問だったか聞かせてもらえませんかね」

「ああ」

　頷うなずくソヨン。

「ガラティア、おまえの口から説明してやんな」

「ええ」

　ガラティアは頷いて、

「そもそも、その最後の一問というのは、出題者からして変わっていたわ」

「ほう。誰です？」

「会長」

　イツマに向き直るガラティア。

「あなたの、曾ひい々ひいお祖じ父いさまです」

「え……」

「そう。あのジャスティ・ウエキ・タイラーが、作った問題だ。とびきりユニークな、な」

　ソヨンは微笑ほほえんで、何度か首を上下に振った。

「今思い出しても、忘れられねえ」

「どんな問題だ？」

　嚙かみ付くようにイツマが身を乗り出す。

「大お祖父さまが拵こしらえた問題というのは──!?」

「まあまあ、慌あわてなさんな」

　とソヨン。

「ちょうどいいや。道中ゆっくり、話してやろう。これから俺が仕つかえることになりそうな、このお坊っちゃんにな」

「道中？」

　ガラティアははっとなってソヨンを見た。

「と、いうことは──」

「動いてやるぜ」

　とソヨン。

「誰かの為ために動いてやろうなんて気になったのは、久しぶりだ。この機を逃のがしたら俺はずっと、この場に繫けい留りゆうされたまま一生を終っちまうかも知れねえ。マハティール中尉！」

「はっ!!」

　別人のような姿勢で、敬礼する副官マハティール。

「出撃準備だ！」

「そ、その御命令……今か今かと待っておりました」

「そうか」

「はい。今こそ我われ々われをゴミクソ扱あつかいした軍の上層部の連中を、見返してやれます！」

「おいおい、レディーの前だぜ」

「はい……ですが……」

　マハティールは感かん涙るいしていた。

「艦長、よくぞ……」

「そんなことより、『イムジン』の状態は万ばん全ぜんだろうな？」

「はい。この十年間、整備だけは一いつ時ときも欠かしてはおりません」

「上等だ」

「さすがですなあ」

　アキヅキがイツマを見た。

「会長の御ご人じん徳とくが、この漢おとこの頑かたくなな心を──」

「違うな」

　とソヨン。

「何勘かん違ちがいしてやがんだァ、バ～カ！　俺が動くのは、そのぼんぼんの為じゃねえ」

「ぼんぼん？」

　イツマは目を丸くした。

「そうよ。俺がその気になったのはな」

　ガラティアを見た。

「そいつの為よ」

「言葉に気を付けなさい、チョン少佐」

　そう言って、自分の制服に付いた袖そで章しようを指さし示す。その金モールは彼女が中佐であることを示していた。

「出撃すると決めた以上、自分はあなたの上官です」

「へっ、ＴＡＣ社の御ご威い光こうで買った階級じゃねえか。威い張ばるねえ！」

「上官は上官よ」

「はいはい……ティトー中佐殿どの」

「それから──」

　イツマを見た。

「こちらの会長は、正式に宇宙軍の軍ぐん籍せきに入られて、中将ですからね」

「ほ……。そうかい」

「因ちなみに私も、軍属ながら大佐待たい遇ぐう……」

　とアキヅキが言った。

「ま、言ってみれば従軍弁護士といったところでしょうか」

「そんなものがあるかい」

　イツマは苦笑した。

「け、今までこの艦ふねでいちばん偉えらかったのに、いっぺんに三人も上官が出来ちまった」

「いや」

　イツマが言った。

「依い然ぜんとして君は、この『イムジン』ではいちばん偉い。僕らは単なる、ゲストに過ぎない。気を遣つかう必要はないよ」

「最後までそれを通してくれると、ありがてえな」

　ソヨンは少しも期待はしていないといった口調で言った。

「で、出撃した俺は、何をすればいいんだ」

「不ふ穏おんな動きをしそうな駆く逐ちく艦かんを一隻せき、この宇宙から抹まつ消しようしてもらいたい」

　表情ひとつ変えずに、イツマは言った。

「相手はこの『イムジン』の同型艦だ。条件は同じ。士官学校首席の君にやれないはずはないな」

「ま、待て……」

　それまで動揺ひとつ見せなかったソヨン少佐の表情が一いつ変ぺんした。

「その駆逐艦ってえのはもしかして、あの『そよかぜ』のことか？」

「そうだ」

　とイツマ。

「さすがに少しは関心があったようだな」

「『そよかぜ』の動向には注目していた。あんたはその『そよかぜ』を、ベルファルドごと消しちまおうってのかい!?」

「ああ」

「あんた……確か……あのベルファルドの──」

「親友……のつもりだ」

「じゃ、なんで？」

「わからない」

　とイツマ。

「僕は常に、正義を行おこなおうとしてきた。今までずっと、そうだった……。そして、気が付いてみれば、その正義を行おうとしているのは僕の親友たちで、僕はその親友たちを、殺そうとしている。でも、僕の行おうとしていることもまた、僕の信念には背そむいていないのだ。この気持がわかるか？　わかるなら、僕の為に闘たたかってくれ」

「わかったぜ」

　ソヨンは頷うなずいた。

「不ふ肖しようチョン・ソヨン、やってやろうじゃねえか。俺があのイーサン・ベルファルドに対抗できる漢おとこだと評価してくれる、あんたの為に──」




「驚おどろきました」

　と、デッキで風に吹かれながら、アキヅキが言う。

「何が？」

　と、長い髪を風の嬲なぶるに任まかせながら、振り向く、ガラティア。

「あなたが鉄の女ではなかった……ということにですよ。あなたが士官学校時代、チョン少佐とどういう関係にあったか、それくらい私にもわかります」

「ソヨンが私の男だったというのが、そんなに意外だった？」

「意外ですねえ。あなたが、ああいうのがタイプだったとは──」

「別にタイプって訳わけじゃないわ。ほとんど選せん択たく肢しがなかったのよ。それに、ああ見えて昔は、もうちょっとマシな男に見えたのよ。とんでもない落らく第だい生せいだったけど、何かやってくれそうな感じだった。ま、他人にそう思わせるのが得とく意いなだけの漢だったかも知れないけど──」

「私は彼を好きですよ」

　とアキヅキ。

「ただ、どうしてもあなたと結び付かなかっただけです」

「私がエリート好みだと思った？」
















「まあ、ね」

「例たとえば──あなたみたいな？」

「ははは……。だったらいいな」

「でも無理でしょう。あなたは会長のことしか考えていないわ」

「お見通しですか……」

　アキヅキは苦笑した。

「それにしても、最後の問題が気になりますな。タイラー御おん大たいが自みずから作ったという、その問題……」

「正しよう直じき、あの頃ころの私には正解なんてわからなかったわ」

「今はどうです？」

「さあ……」

　首を傾かしげる。

「どうでしょうね」

「いい加か減げん勿もつ体たいぶらないで、教えてくださいよ。私に解とけるかどうかも、興きよう味みあるんですから──」

「今の状況と、似ているのよ」

「え？」

「あまりにも似過ぎているわ、あの問題……」

「どういう意味です」

「まるで今の状況を、見越して設問したみたい」

「焦じれったいなあ……」

「こういう問題よ。あなたは戦艦の艦長です。あなたの実の息むす子こは駆く逐ちく艦かんの艦長で、その息子が叛はん乱らんを起こしました。あなたはその制圧を命じられました。あなたはどうしますか。次の三つの中から選びなさい……。Ａ、有う無むを言わさず息子の乗る駆逐艦を撃げき沈ちんする。Ｂ、とにかく説せつ得とくしてみる。Ｃ、息子と一いつ緒しよに、叛乱軍に加わる……どう？」

「本当に、士官学校の卒業試験の問題ですか？」

「ええ。正解を出したのは、全解答者中、ソヨン一人よ」

「あなたは？」

「Ａに○をして、撥はねられたわ」

「でも当然でしょう」

　とアキヅキ。

「その設問では、Ａしかありません。士官学校で出される問題なら、模も範はん解答はＡしか有り得ない……。Ｃは論外。Ｂも認識が甘い。軍人に要求されるのはＡだけなんですよ」

「Ａを選んだ生徒が最も多かったのよ。でも、全員不正解……」

「チョン少佐は、どれに○を付けたのでしょうか？」

「さあ……」

　とガラティア。

「それを十年ぶりに、本人の口から聞いてみようと思って──」

「そうですね」

　アキヅキは頷うなずいた。

「それがいいでしょう」










　第五十九章　一番勝負！　イツマVSベルファルド




「君たちは不法な集会に参加している！　ただちに解散しなさい。繰くり返す、ただちに解散しなさい!!　命令に従わざる場合は、当方は武力突とつ入にゆうも辞さない覚かく悟ごである！」

　拡声器からひっきりなしに繰り返される警告に、

「下では何か、しきりに言っておるようじゃのう」

　と、ドクター・セイジューロー・キタグチは一いつ升しよう瓶びんを喇らつ叭ぱ飲のみしながら呟つぶやくように言った。

「社交辞令でしょう」

　と、意に介かいさないハルミIV。

「いずれにせよ、艦長の決意を変えることなんてできませんわ」

「覚悟はできておるようじゃのう」

　サングラスの下で、キタグチの瞳ひとみが笑った。

「覚悟なら、最初からできております。私は、ベルファルドさんの旗はたの下もとに集つどい、彼の旗の下に闘たたかい、彼の旗の下に死にます。とても楽しみですわ」

「ははは、そうか。実はワシもじゃ」

　豪ごう快かいに笑う。

「その心意気を称たたえて、もう一杯！」

「軍医殿どの、今から酔よっ払ぱらっていては、肝かん心じんな時に大変でしょう？」

「心配するな。ワシは酩めい酊てい状態の時の方が頭ず脳のう明めい晰せきになるんじゃ」

　だが、ふとその横顔に懸け念ねんの表い情ろが浮かんだ。

「そう言えば、叛はん乱らんを起こすはいいが、ベルファルドの家族や、社員はどうなるのじゃろう？」

「その件なら、心配要いりません」

「艦長！」

「やあ」

　艦長の制服を着たベルファルドが、現れて言った。

「妻さい子しは既すでに、移住予定先に疎そ開かいさせました。今いま頃ごろはもう到着したかも知れません」

「移住予定先？」

「クマオンＡ─17系にある、マイオリンガという惑わく星せいです」

「マイオリンガ？　そりゃまた随ずい分ぶんと遠いな」

「辺境中の辺境です。バァム提てい督とくと相談して決めました。共和国連れん邦ぽうからも、帝国からも、程ほどよい位置にあります。銀河の鼎かなえの脚の一本としたら、これ以上はない位置ですよ」

「国こく号ごうはどうする？」

　ドクターは尋たずねた。

「もう決めたのか？」

「さすがにそれはまだです」

　苦笑するベルファルド。

「まだ、たった一隻せきの叛乱軍なのに国号だなんて……。取らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようもいいところですよ」

「それもそうじゃが、家族や社員まで巻き込んで企くわだてる以上は、当然そこまで考えておるのじゃろう？」

「まあ……。でも、本当のところを言うと、国にしようかどうか、迷まよっているところがあるんです。いっそ、会社のまま新政権にしてしまおうなんて、思っていたりします」

「企業国家か!?」

　意表を突いた発想に文字通りのけぞるキタグチ。

「いや、よい。それはよいかも知れん……」

「そうですか……」

　安あん堵どしたように、ベルファルド。

「実のところ、笑われたらどうしようかと思っていました」

「笑いはせんよ。斬ざん新しんな試こころみではあるがな」

「ベルファルド・コーポレーションのままで、規き模ぼを大きくして、国民は社員扱あつかいにします。もちろん国家元げん首しゆの呼こ称しようは『社長』です」

「一種の共産主義と、言えるかも知れませんね」

　ハルミIVは言った。

「そうとも言える」

　とベルファルド。

「ただ、共産主義と違うのは、私有財産を認めるということかな？　当然企業だから社員に給料は払います。終しゆう身しん雇こ用よう制せいなのは言うまでもありませんが、希望するなら、中途採用も、転職も自由です」

「他の『企業』が、それを認めればの……」

「認めてくれるでしょう。他の二つのトップは、スレイとイツマですよ」

「なるほど……」

　頷うなずくドクター。

「で、おまえさんはどのような社会……おっと、会社を目め指ざす？」

「会社ですから、部長や課長という肩書は、当然必要ですよね」

「無論じゃ」

「でも、それはあくまでも肩書であって、人間としては対等ですよね。実際に会社を動かしているのは、管理職よりもむしろ社員ですから、たとえ平ひら社員であっても、一人ひとりが営業……国政に参加しているという自覚と誇ほこりは持てると思うのです」

「なるほど」

「僕は、階級はあっても差別のない社会を目指します。矛む盾じゆんするようですが、階級があることと、人権的に平等であることとは、会社という組そ織しきの中では矛盾しないのです」

「そうか……それは言えるのう」

「まあ、綺き麗れい事ごとに過ぎるかも知れませんが──」

「やってみるがよい」

「今のところ賛同者が百人足たらずというのが、寂さびしいですけどね……」

「なに、おまえさんのその考えがわかれば、じきに膨ふくれ上がるじゃろう」

『艦長』

　艦内通信が、ベルファルドを呼んだ。

『駆く逐ちく艦かん『そよかぜII』、出港準備整ととのいました。ブリッジへお越し願います』

「すぐ行く」

　とベルファルド。

　それから誇らしげに、ドクターとハルミIVを見た。

「プロテックスでは九死に一生を拾ひろった仲間たちです。みんな僕を信しん頼らいして、ついて来てくれます」

「門かど出でに乾かん杯ぱい！」

　と、ドクター・キタグチは杯さかずきを干ほした。

「ベルファルドよ、おまえの思う存分、よい会社にしろよ!!」




「『そよかぜII』が軍の警けい戒かい網もうを破り、ドックを出たそうです」

　とガラティア。

「そうか。これで大っぴらに撃げき沈ちんできるという訳わけだ。軍の様よう子すは？」

「さすがに手を出しかねています」

　とアキヅキ。

「一いつ般ぱん市民のベルファルド人気は予想以上に大きくて、明確な叛はん乱らん行こう為いであるにも拘かかわらず、マスコミや当局の回線は、助じよ命めい嘆たん願がんの電話でパンク状態だとか──」

「僕にとっても、望むところの展開になってきたぞ」

　と、端正な口元に薄笑いを浮かべるイツマ。

「こちらも出撃だ。ティトーくん……おっと、ティトー中佐」

「了りよう解かいです」

　と、敬礼を返すイツマ艦長──今のところ麾き下かは僅わずかに駆逐艦一隻せきのみではあるが、それでも『艦隊』は『艦隊』である──の参さん謀ぼう長ガラティア・ティトー中佐。

「チョン艦長。出港準備を」

「もう整ってるぜ」

　横おう柄へいな態度ではあるが、さすがに軍人らしい表情で『イムジン』艦長チョン・ソヨン少佐は言った。

「いつでもＧＯ！だ」

「では頼たのむ」

　と、イツマ。

「その前に──」

　ソヨンはぐっと、イツマに詰め寄った。

「ひとつだけ、はっきりさせておきてえ」

「なんだ？」

「イーサン・ベルファルドが、並の相手でねえことは俺にもわかっている。闘たたかうとなりゃ、手て加か減げんはできねえ」

「当然だ」

「いざとなりゃ、殺してしまう結果になっても、おまえさんはいいのか？」

　正面から、イツマの瞳ひとみを見み据すえる。

「構わない」

　動じることなく、イツマは答える。

「艦長、君に総すべてを委ゆだねる以上、結果は問わない」

「わかった」

　満足げに頷く、ソヨン。

「それだけ聞きたかったんだ。私情を挟はさむ余地はなさそうだからな。しかし会長さんよ」

「ここでは『提てい督とく』だ」

「ああ、タイラー提督。あんたは後こう悔かいしねえのかい？」

「たぶん──」

　と、イツマは言った。

「猛もう烈れつに後悔することだろうな」

「わかっていて、何な故ぜ？」

「信念だ」

　とイツマ。

「信念だけは、枉まげられない」

「羨うらやましいなあ……」

　と、ソヨンは眩まぶしそうに、イツマを見た。

「あんたはきっと、信念を枉げなくてもいい人生を、歩んで来られたんだなあ……。常に信念と現実との間で、折合いを付けて来なきゃならなかった、この俺なんかとは違って……」

「君も上じよう手ずに、折合いを付けて来たと思うのだがな……」

「折合いを付けるのが上手なのと、好きなのとは別だ」

「しかし、君は妥だ協きようと選せん択たくを迫られながらも、本当に大切なものは護まもってきたのだろう。僕にはそう見える」

「それはな……」

　とソヨン。

「だが、口で言うほど楽なことじゃなかったぜ。宇宙軍のゴミ溜ためと蔑さげすまれながらな……」

「あなたは間違っていなかったわ、ソヨン」

　ガラティアが言った。

「優しいじゃねえか、ガラティアよ」

　ソヨンは苦笑した。

「卒業式の夜にも、それくらい優しけりゃ、俺の軍人人生ももうちょっとは違ったものになっていたかもな……」

「あなたが嫌きらいだったんじゃないのよ。ただ、あなたの掌てのひらに収まるほど、私の人生は小さくなかったというだけで──」

「わからいでか。束そく縛ばくが何よりも嫌いなのは、お互たがい様さまだ」

「目め指ざすものが、違い過ぎたのかも──」

「たぶん、な」

「なんだか我われ々われは、邪じや魔ま者みたいですね」

　半なかば呆あきれながら、イツマに囁ささやくアキヅキ。

「十年の歳月が二人のわだかまりを洗い流した……と解かい釈しやくすべきでしょうか？」

「そんなものかな。僕にはわからない」

　イツマには別の興きよう味みがあった。

「チョン少佐」

「はい閣かつ下か」

「君はあの年度の最終試験で、唯ゆい一いつの全問正解者だ」

「自じ力りきで解答したのは、最後の一問だけですけどね」

「構わない。僕が君に期待しているのは、まさにその、最後の一問に正解したということによるからだ。僕の曾そう々そう祖そ父ふであるジャスティ・ウエキ・タイラーの出題に、正しい解答を出した君に──」

「こいつぁ、少々買い被かぶられたかな……」

　頭を搔かくソヨン。

「過度で見当外はずれの期待は、束縛と同様、苦にが手てでしてね」

「そう卑ひ下げしたものでもあるまい。何故自分を偽いつわる？」

「本当の自分であろうとすればするほど、どんどん本来の姿から遠ざかっちまうもんなんですよ」

　と、ソヨンは言った。

「閣下も心当たり、ありません？」

「…………ある」

　イツマは頷うなずいた。

「あり過ぎるくらいだ」




「追おつ手ての様子はどうだ？」

　と、『そよかぜII』の艦長席でベルファルドは尋たずねた。

「だいぶ遅れて、尾つけて来ます」

　と、ロイド副長が言った。

「艦長、どうも連中は、何らかの理由で手を出しかねているようですよ。我々を撃げき沈ちんするなという命令でも出ているのでしょうか？」

「そうだろうな」

　ベルファルドとて、その意見を認めるに吝やぶさかではない。

「さもなければ、たかが、旧式駆く逐ちく艦かん一隻せき、苦もなく沈めているさ。問題は、その命令の出で処どころだよ」

「だとしたら、相当に上の方からであることは、間違いないでしょう」

「うん。僕もそう思う……」

「後方の艦隊は、我々と触しよく接せつ（レーダーで射程距きよ離り外から追つい跡せきすること）のみ保っています」

　砲術長のブルーノ・リュンツラーが言った。『そよかぜII』乗組員の中では数少ない本格的な訓練を受けた一人であり、オペレーターとしても一流だった。

「猟りよう犬けんですな、奴やつらは……」

　とロイド。

「本当の敵は、間もなく出て来ますよ」

「副長の意見に賛成」

　と、ベルファルドは屈くつ託たくなく言った。

「僕も、まったくそう思うよ。さあて、誰が出て来るか……」

「決まっている」

　その時不意に背はい後ごから、よく響ひびく押し出しの強い声が言った。

「今の宇宙軍で、どうにかまともな提督といったら、一人しかいない」

「バァム……」

　振り返り、嬉うれしそうに微笑ほほえむベルファルド。本当に、彼にはこだわりというものがない。

「僕をサポートしてくれるのか？」

「場合によってはな」

　と、ナ・バァム・ドムも微笑みを返した。

「だが、今はとにかく、実際に貴き様さまの用兵ぶりを見てみたい。銀河で唯ゆい一いつ、この俺を撃ち破った漢おとこの闘たたかい方に純じゆん粋すいに興きよう味みがある。お手並み拝はい見けんといこう」

「どうもやりにくいなぁ……宇宙一の提督に見られていると思うと、緊きん張ちようするよ」

「安心しろ。俺は一いつ切さい、口出しはしない。請こわれればアドバイスはしてやろう。だが、最終的な決断は貴様が下せ。どうせ拾ひろった命、ここで潰ついえても文もん句くは言うまい」

「ますます緊張するよ」

「気楽にどうぞ」

　と、いつもバァムの影のように付き従っている副官のレーゲルフ。

「私もあなたがあの提督を相手に、どういう采さい配はいをするのかということに大いに興味がある。私もバァム閣下も、戦いくさは自みずからするもので、観戦するものではないというポリシーの持主ではあるが、今日だけは例外です」

「なんだかなあ……」

　帽子を脱ぎ、髪の毛を引っ搔かき回すベルファルド。

「ま、ブリッジに来てくれたのは、素す直なおに嬉しいけどね」

　バァムがわざわざ現れた目的はベルファルドにもわかっている。要するに自分が荷か担たんするに相応ふさわしい相手かどうか、値踏みしようというのだろう。

「やってみるさ……。ところでバァム提督」

「なにか」

「その相手というのは、やはり──」

「間違いない」

　と、顔色ひとつ変えずにバァム。

「おまえは、親友を相手にどこまで本気になれるかな？」

「やってみなきゃ、わからないよ」

　とベルファルド。

「その時になってみないと……。その時は今だけどね」




「『そよかぜII』、捕ほ捉そくしました」

　マハティール中ちゆう尉いが叫さけぶ。

「間もなく主砲及および光こう子し魚ぎよ雷らいの有効射しや程てい距きよ離りに入ります！」

「さあ、どうするかな？」

　腕を組み、不敵に嗤わらうイツマ。

「いきなり砲撃というのも、この場合ありかな」

「あんたに撃てるのかい、提督」

　ソヨンがイツマを見た。

「親友だろう？」

「そうだ。今でもだ。だからこそ撃てる」

「信じられねえな……」

「これってまるっきり、あの最終試験とおなじシチュエーションだわ……」

　ガラティアが呟つぶやいた。

「まるで、この状況を見越したかのような、あの設問……」

「そう、息子むすこが親友に変わっただけでな」

　と、北ほく叟そ笑えむソヨン。

「ねえ、ソヨン。あなたはあの三択たく、どれに○を付けたの？」

「○は、付けなかった……」

　とソヨン。

「どれにもな」

「え!?」

「それが、正解だったんだ。ただ、コメントは付けたさ。親子の親密さにもよるだろうし、息子の志こころざしにもよるってな。だから正解は、その時になってみないとわからねえ、だ」

「そんな正解って、あり？」

「ありさ」

　と、意外にも頷うなずくイツマ。

「いや、逆に言えばそれしか正解はない。いかにも、大おおお祖じ父いさまが考えそうな問題だよ」

「じゃあ、この場合の正解は？」

　アキヅキが問う。

「もちろん、闘たたかう」

　とイツマ。

「今はそれしか選せん択たく肢しがない。艦長、通信を開け」

「ベルファルドと話すんですか？」

「ああ……」

　頷く。

「彼にこのゲームのルールと賞品を、教えてやる。もっとも、彼がその賞品を得ることは絶対にないがね」




「前方の駆逐艦より入電！」

　と、ブルーノが報告した。

「艦長と話がしたいそうです」

「繫つないでくれ」

　とベルファルド。

「僕の方こそ、話したかった……」

「しかし驚おどろきましたなあ……」

　ロイド副長が唸うなるようにモニタースクリーンを見上げる。

「まさか、むこうもこちらと同じ駆く逐ちく艦かん一隻せき、おまけに同型艦とは──」

「ゲームを気取っているのだ」

　とバァム。

「気持ちはわかる。できれば俺も、ベルファルド、対等の条件で貴様ともう一度やってみたかった……。一度闘いで失った自信は、そうでもしなければ回復できまいからな」

「そういうものかな……」

　とベルファルド。

「軍人も色々と、大変なんだ……」

　モニターに、見み慣なれた顔が大おお映うつしになる。

「やはり来たか、イツマ」

『君に一対一、対等の条件で勝負を申し込む』

　と、スクリーンの中で相変わらず端正なイツマは言った。

『もし君が勝てば、君の構想にある新しい国家とやらの建国を認めてやろうじゃないか』

「新しい『会社』の『設立』と言って欲しかったな……」

　と、やや不満そうにベルファルドは言った。

「でもまあ、相手が君でよかったよ」

『そうかな？　君は最も手て強ごわい相手を敵に回したことになるぞ』

「それは正しい」

　と、バァムが呟つぶやいた。

「ただし、共和国内部に限っての話ではあるがな……」

『この闘いのルールを説明しておこう』

　と、イツマは言った。

『僕は一発の砲弾も撃たない。主砲も、魚ぎよ雷らいもだ。互たがいに真正面から、衝しよう突とつコースを進む。先にコースを変えた方が負けだ。あるいは先に発砲しても、負けと見み做なす。どうだ？』

「面おも白しろいゲームだね」

　とベルファルド。

「確かに面白い……」

　とバァム。

「よく考えてある」

「でも──」

　と、ベルファルドには些いささか釈しやく然ぜんとしないところもある。

「そんなゲームで、銀河の未来を決めてしまってもいいのかい？」

『いいのさ』

　とイツマ。
















『命懸がけの、ゲームだもの。それより逃げるなよ、ベルファルド』

「僕は逃げないけど──」

　ブリッジの中を見回す。

「みんなは、逃げたそうだなあ……」

『ああ。下へ手たすれば、両方の艦ふねとも、乗組員全員が死ぬ。それでもやるか、ベルファルド……。一歩間違うとお互い犬死にの、このゲーム』

「受ける！」

　ベルファルドよりも早く、バァムが叫さけんだ。

　ブリッジにあるいくつもの怯おびえた瞳ひとみが、一いつ斉せいに彼に集中する。

「舵かじは、俺が取ろう」




「なかなか面白いルールだろ」

　と、ソヨンが言った。

「ええ」

　頷うなずくガラティア。

「あなたが考えたにしちゃ、上じよう出で来きよ」

「俺のオリジナルじゃねえ」

　とソヨン。

「宇宙軍の中で、昔から流は行やったゲームだ。もっとも、普通は駆く逐ちく艦かんじゃなくてソーラー・ディンギーでやる」

「宇宙ヨットで……」

「ああ。その方が衝突してもまだ助かる率は高いからな。まあ、滅めつ多たに衝突までいくことはない。相当勇ゆう敢かんな奴やつでも衝突する遥はるか手前で逃げる」

「でしょうね……」

　とアキヅキ。

「実に無意味だが、それだけに面白いゲームではありますな」

「安心しろ、俺はこのゲームで未いまだかつて負けたことがねえ」

「本当かしら？」

「まだ生きてんのが何よりの証しよう拠こだぜ。それに、この『イムジン』だって、前の艦長と勝負して取り上げたんだ」

「軍人にもあるまじき行こう為いね」

「何とでもいえ。もっと大きな流りゆう血けつ沙ざ汰たを回かい避ひするには、平和的でいいゲームなんだ」

「なるほど。考えようによっては、総力戦よりは犠ぎ牲せいが少ないですからな……」

「とにかく、ありとあらゆる生死に関する判断は、艦長に一任する」

　とイツマ。

「降りるなら、今のうちですぜ、提てい督とく」

「僕にさらなる屈くつ辱じよくに耐えろと言うのか。ここで逃げたら、一生笑い物になる。タイラー家の当主の座はもちろん、社会的地位すら失うだろう」

「いい覚かく悟ごだ」

　ソヨンは笑って、

「侵しん入にゆうコースをセットしろ！」

「総員、死に方用意!!」と命じた。




「なんて精神を苛さいなむゲームなんだ……」

　と、震ふるえながらロイド副長は唸うなった。

「こんな怖こわい勝負は嫌いやだ……」

「一見、単純そうに見えて、実に奥が深いルールだな」

　とバァム。

「ラアルゴンにも、似たような決けつ闘とうルールはあるが、残ざん酷こくなことを考えさせると、地球人もなかなかどうして負けてはいないな、レーゲルフ」

「まったくです」

　と相あい槌づちを打つ副官。

「しかし、決闘はむしろ貴族の嗜たしなみ。同じようなルールでも、ラアルゴンのそれにはもう少し品があります」

「まあいい。少なくとも退たい屈くつしているよりは、俺にとってはよほどよい気晴らしになる」

　自みずから舵だ輪りんを握りながら、バァムは呟つぶやいた。

「しかし、ベルファルドよ、お前は本当に運のいい漢おとこだな。この俺がたまたま、この艦ふねにいてよかったと終しゆう生せい感謝することになるだろう」

「たまたまではありません」

　声に振り向くと、ミニスカート姿のハルミIVだった。

「ベルファルド艦長とバァム閣下とは、深い縁えにしで結ばれているのです。むしろ、こうなるのは必然です」

「どっちでもよい」

　とバァム。

「要は俺が舵かじを握っている。そのことが肝かん要ようなのだ」

「信じてよさそうだね」

　ベルファルドが言った。

「ああ、安心しろ。どんなことがあろうとも、俺の方から先に舵を動かすことはない。こういう決闘なら、何度も経験している」

「決闘にお強いのは、ドム家の血筋です」

　と、レーゲルフが註ちゆう釈しやくした。

「大おお艦ぶねに乗った気でいてください」

「頼たのむよ……」

　と、祈るようにロイド副長。ブルーノにしても声がない。せっかくのハルミの艶あで姿すがたも、この張り詰めた重い空気を和なごませるまでには至らなかった。

「む……」

　舵を握ったバァムの不敵な表情から、余よ裕ゆうの含ふくみ笑いが消えるのにさして長い時間は要さなかった。

「こいつは──」

　正対しつつ接近する『イムジン』には、依い然ぜんとしてそのコースを一ミリも動かす気け配はいがない。

「敵の舵取りは、なかなか決闘慣なれしている奴やつらしい……」

「普通なら、もう恐きよう怖ふに耐えかねてコースを変えている頃ころです」

　とレーゲルフ。

「なるほど……。自らこのルールを申し出ただけあって、尋じん常じようでない覚かく悟ごのようです」

　沈ちん着ちやく冷静を絵に描いたような副官の額ひたいにさえ、玉のような汗あせが噴ふき出る。まして、場数を踏んでいない他の乗組員など、推おして知るべしだ。

「ふ……面おも白しろいわ」

　と、バァムはなお嗤わらった。

「これくらいでなくては──!!　だが負けはしない。潜くぐり抜けてきた修しゆ羅ら場ばの数が違う……」

「バァム」

　と、突然ベルファルドが声をかけた。

「あまり無理するな。このゲームで負けなくとも、衝しよう突とつして死んでしまっては意味がない」

「だがこちらにも、意地がある」

「意地のために死ぬのはいいが、全員付き合うのも馬ば鹿からしい」

　とベルファルド。

「特に僕は、こんなくだらないゲームなんかじゃ死ねないな」

「なに……」

「逃げよう。コース変へん更こう！」

「でも艦長……」

　震ふるえながらも、ブルーノが言った。

「それでは負けてしまいます!!」

「負けてもいい。命が大事だ」

「それでは、我々の夢はどうなるのでしょう？」

　とロイド。

「銀河に新天地を拓ひらくという、我々の夢は──」

「夢かあ」

　惚ほうけたような表情で呟つぶやくベルファルド。

「夢の為に死ぬか。それも悪くないね。でも、こんなつまらない犬死には、ちょっと違う」

『ベルファルドさんが、何かを考え始めた……』

　と、ハルミIVは思った。

『あの一見ぼんやりとした表情は、一か八ばちかの賭かけをしている時の顔……。私にはわかる。何な故ぜだろう？』




「敵もなかなか、天あつ晴ぱれな勝負師だ」

　と、目の前に迫せまった『そよかぜII』から目を逸そらさずに、ソヨンは唸うなった。

「天晴な根こん性じようだ。褒ほめてやるぜ。だが、ここからだ。このゲームの本当に恐ろしいのは、ここからだ。ここからはコンマ一秒ごとに寿じゆ命みようが縮まるんだぜ！」

「ソヨン！」

　ついに耐え切れず、最初に音ねを上げたのはガラティアだった。

「もう逃げて！　このまま死んだら元も子もないじゃない！」

「まだだ……」

　と、ソヨン。

「まだ逃げられる。その最後の瞬しゆん間かんを見み極きわめられるかどうかというのが、この勝負のもうひとつのポイントだぜ。勇気と決断、どっちが欠けても、成り立たねえ！」

「立りつ派ぱな哲学です」

　とアキヅキ。

「ですが、もうよいでしょう。つまらない意地の張り合いは──」

「つまらないかも知れねえが、断じて途中で降りちゃならねえ」

「まるでスレイのようなことを、言いますねえ……」

「このゲームで最後まで逃げなかった奴やつは、たとえ死んでも、最高の尊敬を勝ち取れるんだ！」

「待て！」

　イツマが叫さけぶ。

「『そよかぜII』が──!?」

「なんてこった！」

　ソヨンの絶ぜつ叫きよう。

「この期ごに及およんで、減げん速そくするどころかスピードを上げやがった!!」

「死ぬ気か、ベルファルド……」

「わあ！」

　気が付いた時チョン・ソヨンは、夢中で叫んでいた。

「逃げろ！　面おも舵かじ一いつ杯ぱい!!」




「あれしかないと思ったよ」

　とベルファルドは述じゆつ懐かいする。

「あそこまで度ど胸きようの据すわった、このゲームのプロ相手にはね……」

「お陰かげで寿命が十年は縮みました……」

　と、半失神状態からようやくにして回復した、ロイド副長。

「それにしても、呆あきれた馬ば鹿かだ」

　とバァム。

「あの局面で増速とはな……。俺も思い付かなかった」

「私は──」

　とレーゲルフ。

「正しよう直じき、ここまでとは思いませんでした。ベルファルド艦長の本質を見抜けなかった、自分の不明を恥はじています……」

「そんな大おお袈げ裟さに言ってくれるなよ」

　と、照てれつつベルファルド。

「たまたまちょっと、脳のう裏りに閃ひらめいただけさ」

「だが、あんな奇策、普通は咄とつ嗟さには出てきません」

「そうかなあ……。まあいい。いずれにせよ勝ちは勝ちだ」

「立りつ派ぱな勝利ですわ」

　とハルミIV。

「艦長……おめでとうございます」

「それより被害はないか？」

「損害皆かい無むです」

「負傷者は？」

「おりません」

　と副長。

「ただ、恐怖の余あまり失禁した者が、若じやつ干かん名めい……」

「無理もない」

　とベルファルド。

「僕だって、怖こわかったよ。トイレに行っておいて、本当によかった……」




「イーサン・ベルファルドが、素す晴ばらしい大馬鹿野郎だということはわかりました」

　と、汗あせを拭ぬぐいながらソヨンは言った。負けたのに何な故ぜか嬉うれしそうだ。

「生きていて本当によかった……。あの馬鹿と、自分はこれからあなたの下で、生しよう涯がいかけて闘たたかっていくんですねえ……」

「そうだ」

　頷うなずくイツマ。

「感想はどうだ？」

「ワクワクしますよ」

「私もね」

　とガラティア。

「ソヨン、あなたもようやく、自分の生きる道を見付けたわね」

「まあな」

　イツマに向かい、手を差し出す。

「お世話になります、タイラー提てい督とく」

「イツマでいい」

　二人は握あく手しゆした。

「なんだか二人とも、全然悔しそうじゃありませんね」

　とアキヅキ。

「おまえは？」

「私は少々、悔しいですよ」

「では、またやるか？」

　とソヨンが尋たずねる。

「いや、このゲームはもう結けつ構こう」

「ならなんで？」

「一生に一度しか参加するチャンスのないゲームで負けたというのが、どうにも悔しいんですよ」

「一生に一度のゲームか……」

　イツマは微笑ほほえんだ。

「またしても奇き抜ばつな手に、してやられた……」

「しかし、犠ぎ牲せいが皆無であっただけじゃなく、不思議に悔しくないのは何故だ？」

　ソヨンが言う。
















「何故でしょうね」

　アキヅキは呟つぶやいた。

「まったくあの人が、我々にとっても魂たましいの原点……だからでしょうかね」

「魂の原点か……。確かにあんな馬鹿も宇宙にいやがるのかと思うと、嬉うれしくなってきやがるぜ」

　とソヨン。

「かたやスレイという類たぐい希まれなる豪ごう傑けつがいる。かたやベルファルドという、大馬鹿者の英えい雄ゆうがいる……。そして、イツマ閣かつ下か、あなたがいる……。俺はひょっとして、いい時代に生まれ合わせたのかも知れねえなあ」

「馬鹿ね。そんなこと、最初からわかってるじゃないの」

　窘たしなめるように言うガラティア。

「ああ」

　頷くソヨン。

「そしてガラティア、ついでながらおめえもいる」

「そのまたついでに、あなたもね、ソヨン」

「ふふ……」

　さもおかしそうに、噴ふき出すソヨン。

「焼け棒ぼつ杭くいに火が付いたとは、こういうことを言うのか……」

「『そよかぜII』、離れます！」

　マハティール副長が報告する。

「総員、起立！　頭かしら、右！」

　ひさびさに軍人らしい威い厳げんと口調で、ソヨンは命じた。

「素す晴ばらしい乗組員一同に向け、敬礼!!」

　アキヅキが、ガラティアが、イツマさえもが嬉き々きとして、その命令に従った。










　第六十章　二番勝負！　スレイVSベルファルド




「『そよかぜII』、クマオンＡ─17系マイオリンガへのコースを取ります」

　と、なお惑わく星せい連合宇宙軍の辺境方面艦隊からは逐ちく一いち報告が届とどく。しかし、監視するだけで直接無用な手出しはしない。上層部の見えざる意い図とが、そこまで徹てつ底ていしているのだ。

「このまま順当にいけば、銀河標準時間で一週間後には、クマオンに到着します」

「順当にいけば、な……」

　と、老人は歯の無い口の中で反はん芻すうするかのように呟つぶやいた。

「じゃが、その為ためには帝国の領土を、それも最も戦力の濃のう密みつな宙域を、突とつ破ぱせねばならない……。ベルファルドにとっては、約束の地に辿たどり着くまでの、最後の正しよう念ねん場ば……ということになるかの」

「迂う回かいはできねえのかい？」

　と、老人の隣となりにいた男が言った。こちらの方も老人と言ってよい年齢であるが、どこかの不良少年の雰ふん囲い気きを濃のう厚こうに残している。ガキ大将がそのまま老人になったという形容が、ピッタリである。

「できぬ」

　と、車椅い子すの老人──ジャスティ・ウエキ・タイラー──は言う。

「なんと言っても『そよかぜII』は旧式じゃ。航続距きよ離りも短い。帝国の前線を迂回していったのでは、マイオリンガに辿り着けない。最短ルートを通ってさえ、片道ぎりぎりではないかな」

「じゃあ、どうあってもベルファルドは、帝国と一戦交まじえなきゃならねえのかい？」

「ああ。そういうことになるな……」

　と老タイラーは言った。

「宇宙軍が『そよかぜII』に手を出さないのもな、もちろんワシの意向ということもあるが、わざわざ手を出さずとも、バグジー＝スレイ帝国が始末してくれる……そういう計算もあるのじゃよ」

「あんたの威い光こうも、地に墜おちたもんだなあ、え」

　と、若い方の老人がタイラーを憐あわれむかのように見た。

「影えい響きよう力が、どんどん減ってきているぞ」

「わかっておる。それでよい」

　と、タイラー。

「いつまでもワシに頼たよりっ放ぱなしというのでは、銀河の未来はかえって心こころ許もと無ない。じゃが、現実に自分の影響力が衰おとろえつつあるのを目まの当たりにするということは、やはり辛つらいな……」

「まあ、気持はわかるぜ、親おや父じ」

　と、カツヤは父親に言った。

「それにしても、バグジーは帝国で、ベルファルドも新天地かあ……。こりゃ、親しん戚せき縁えん者じや一族が一堂に会するということも、ますます難むずかしくなっちまうなあ……。俺にはそっちの方が寂さびしいや」

「まあ仕方がない。ワシの威光が、肝かん心じんなところではキチンと守られたからこそ、こうなった……」

「オリジナルの台本はあんたの手になるものでも、だいぶ若い連中のアレンジが加えられてはいるようだがね」

「それでよい」

　と、老タイラーは目を細める。

「かえって面おも白しろくなりよった、特にベルファルドは、期待以上の活かつ躍やくをしよる」

「なにしろあんたの、コピーだからなあ……」

「コピーの方が優秀かも知れんぞ」

「単にあんたの若い頃ころより、インフラが整ととのっているからかも知れねえぜ。ま、いずれにせよ、大筋ではほぼ親父の思い通りになったということさ」

「まだわからん」

　と、タイラー。

「『そよかぜII』が、どうやって帝国領を突破するかということ、それが問題じゃ」

「楽しみなくせに……」

　カツヤは笑う。

「それに親父よ」

　父親を見た。

「もうひと波は瀾らん、企たくらんでいやがるだろう。何か画かく策さくしている時のあんたの表情、漢おとこカツヤ、喜き寿じゆを迎むかえてようやっとわかるようになったぜ」

「ふふふ……伊だ達てに馬ば齢れいは重ねておらぬようじゃのう」

「だが、まだまだ甘いよ」

「姉あね貴き……」

　と、カツヤがぎょっとなって振り向く。

「いたのか」

「さっきからずっといたよ」

　とキサラ。

「それに気付かぬようじゃ、あんたもまだまだだねえ……」

「一生、姉貴にだけは勝てねえかもな……」

　と、カツヤは苦にが笑わらい。さして落らく胆たんした様よう子すでもない。

「にしても、あんたもいい加か減げん、いい歳としして学ランはおやめよ、学ランは──」

「ああ。だが、他に外出着よそいきの持ち合わせがねえんだ」

「まだジャージの方がいいよ」

「あれは老人ホームの制服みたいだから、嫌いやなんだ」

　気持はわかる。

「俺は死んでも、ゲートボールと健康体操だけはやらねえぜ」

「あら、ゲートボールも極きわめれば、面白いものよ」

　もう一人の老ろう婆ばが現れた。こちらはさらに若々しい。

「兄貴は要するに、自分が極められそうもないことは最初から敬遠するのよね」

「げっ、ノリカまで！」

　カツヤは狼ろう狽ばいした。

「タイラー家の長老が、ここまで揃そろうとは珍めずらしいな……。今日は何か、特別な日かい？」

「そうだよ」

　と、キサラ。

「『五大たい老ろう会議』だよ」

「五大老……」

　カツヤがごくんと、生なま唾つばを吞のみ込む。

「……ということは、来てるのか？」

「ああ」

　頷うなずくキサラ。

「あたしが呼んだのよ」

「すげえ……十年ぶりに五人揃うのか……」

「いつも欠けてた、あんたに言って欲しくないね」

「ははは……単に避けてたりして」

「まったく兄貴は、父さんに輪をかけて無責任なんだから──」

「ふん、孫が全員出で来き損そこないの、おまえなんかに言って欲しくないね」

「兄貴の孫だって、似たようなものよ」

「まあ、結果としてタイラー一族の主流は、姉貴の一族だけになっちまったな……」

「それは言いっこなしだよ」

　キサラが牽けん制せいする。

「子孫の出来不出来は関係ない。五大老の発言権は、あくまで平等……。うまく多数決の決まる人数だしね」

「ほとんどの決議は四対一だけどな。三対二に縺もつれ込んだことなんて、一度でもあったか？」

「歳を取ったね。忘れたのかい？　あんたから大老の権限を剝はく奪だつするかどうかという決議の時が、三対二だよ」

「そうでした……」

「あの時は、あたしと姉さんは何がなんでも剝奪したかったんだけどね……」

「そうそう。一族の面つら汚よごしだよ、まったく……」

「う～ん、そういう意味では、意外だったんだよなあ。あそこで親父が、俺の弁べん護ごに回るとは──」

「もう一人、忘れていませんか？」

「いいんだよ」

　と、カツヤ。

「何があろうと、あの人が俺を見限るはずはないんだ……」

「わからないわよ」

　と、その時現れた五大老最後の一人が言った。

「もうあなたの、弁護なんかしないからね」

「おふくろ！」

「母さん！」

「ユリコ!!」

　四人が一いつ斉せいに振り向く。

「久しぶりね、みんな。元気そうでなにより……」

　タイラーの妻ユリコが、人前に姿を現すのは何年ぶりであろう。タイラーよりも二歳年下だから、もうすぐ百二十三歳になるはずだ。だが彼女は、この場にいる誰よりも若々しかった。執しつ事じの手こそ煩わずらわせはしたものの、自分の足でしっかりと歩き、会議のテーブルに着ついた。

「揃そろいましたね」

　五大老の筆ひつ頭とう──そう、筆頭は老タイラーではなく彼女だった──であるユリコは、他の四人を見回しながら言った。

「それでは只ただ今いまより、本日の懸けん案あん事じ項こう、ジャスティ・ウエキ・タイラーから五大老の権限を剝奪するかどうかという議題について、票決を採とりたいと思います」




「『そよかぜII』が、我わが帝国の領土をかすめます」

　と、スリチャイが報告した。

「迂う回かいしねえのか？」

「迂回……しません」

　と、硬こう直ちよくした表情でスリチャイ。

「そのまま真まっ直すぐ、ストレートに直進します」

　緊きん張ちようの余あまりか、スリチャイの口調は同義語反はん復ぷくになっていた。

「今のままの現状では、衝しよう突とつ回かい避ひは不可避的に回避不可能できません」

「おいおい……しっかりしろ。そんなんじゃ馬から落馬して骨を骨折するぞ」

　笑いながらスレイ。

「ですが……このままではベルファルドとバァム提てい督とくの乗る艦ふねを、この手で沈めねばならないことになります。あなたは、よく平然としていられますね」

「平気じゃねえ」

　とスレイ。

「俺が平然と構えているように見えるか？　俺はただ、執政官コンスルとして軽々しく動くなという陛へい下かのお言葉で、こうしているだけよ。みすみす手を拱こまねいて、誰か任まかせにしたくはねえ……。だが、万が一俺にもしものことがあってはという、陛下の勅ちよつ許きよがねえ限りは、動けねえのよ」

　例の惑わく星せいデアウラで捕ほ虜りよになった一件以来、スレイは自みずからの立場を顧かえりみて軽々しく動くことを自じ重ちようしている。自分にもしものことがあれば帝国の屋や台たい骨ぼねが揺らぐ。加えて今回の相手は、彼が捕虜となる原因を作り、また彼を捕とらえた、まさにその漢おとこなのだ。

「だけど、他の誰かにベルファルドを討うたせるのかと思うとなあ……」

「では──」

　と、傍かたわらに控ひかえていたプラティープが尋たずねた。

「『そよかぜII』を、素す通どおりさせてやりますか？　ベルファルドをこのまますんなりと、マイオリンガに行かせてしまうという選せん択たく肢しも、当然ある訳わけですが──」

「そいつはもっとできねえ！」

　と、スレイは語気を荒げた。

「もちろんそうさせてやりてえ気持もやまやまだ。だけどな、単に帝国の威い信しんというだけじゃなく、このままベルファルドを行かせたら、数年後には帝国にとって、恐るべき敵になることは間違いねえ。そうなればイツマの比じゃねえ。バァムが一いつ敗ぱい地ちに塗まみれた、プロテックスの会戦で、それはわかっている」

「その通りだと思います」

　スリチャイが頷うなずく。

「脅きよう威いの芽めは、早いうちに……」

「今が絶好の機会です」

　と、ランスロット。

「今やらなければ、絶対に後こう悔かいする。もちろん、今摘つんでしまっても後悔することに変わりはないのでしょうが、同じ後悔するのなら、やらずに後悔するよりは──」

「経済効果という点では、今討つにこしたことはありません」

　とは、クックマイヤーの弁だ。

「今『そよかぜII』を沈めれば、僅わずかな出費で済みますが、彼が一大帝国を築きずいてしまえばおそらく相当な出費と、人的損害が出ます」

「そうだよな。わかっちゃいるんだ」

　とスレイ。

「いや！」

　広間を揺るがす、声が言った。

「わかっちゃねえぜ。おまえら、大事なことを忘れてる」

「ゴメス！」

「警察長官……」

　帝国の新任警察長官のゴメスは、まだ様さまにならないトーガ姿で現れた。

「スレイ、おまえは親友を、単に経済効果というだけの理由で殺せるのか？　そんな奴やつだったのか」

「そうしなきゃならねえ時もある」

　と、スレイ。

「もうあんたに追っかけ回されていた頃の、チンピラのスレイとは違うんだよ」

「だったら……」

　と、ゴメスは言った。

「殺さずとも済む、それでいてベルファルドをマイオリンガにやらずとも済む方法を、考えたらどうなんだ？」

「そうか、その手があったか！」

　と手を打つスレイ。

「ベルファルドを捕つかまえるという手が──」

「それはいいかも知れません」

　とプラティープ。

「デアウラの借りも返せます」

「ベルファルドを、我が帝国に加えることができれば、そのメリットも測はかり知れない。なおかつバァム提督も奪だつ還かんできる」

　とスリチャイ。

「加えて、彼に捕まったという執しつ政せい官かんの精神的屈くつ辱じよくを、同じ行こう為いで解消できる」

　ランスロットが言った。

「経済的にも、まあ採算レベルでしょう」

　とクックマイヤー。

「決まったな……」

　とスレイ。

「問題は、誰がベルファルドを取っ捕まえるかだが……」

「それはもう、決まっておるではないか」

　階きざはしの上から、声がした。

「陛へい下か……」

　一同、一いつ斉せいに平ひれ伏ふす。

「スレイよ」

　と皇こう帝ていバグジー一世は、凜りんとした声で言った。最近とみに、彼の威い厳げんは増しつつあった。もう押しも押されもせぬ、立りつ派ぱな皇帝陛下だ。

「銀河に、あのベルファルドを捕えられる者が、おまえの他にいると思うか？」

「では──」

　スレイの表か情おが、ぱっと輝かがやく。

「うむ。行くがよい」

　少年皇帝は、満面の笑顔で言った。

「朕ちんも久しぶりに、ベルファルドの顔が見とうなった」




「また三対二か……」

　と、カツヤが唸うなった。

「決まり……だね」

　と、キサラ。

「決定は、決定だからね」

「父さん……好き勝手、やり過ぎたのよ」

　と、同情するようにノリカ。

「銀河はタイラー家のものであっても、父さん一人の私物じゃないのに──」

「てやんでえ！」

　とカツヤ。

「親おや父じを追放する方に投票しておいて、よく言うぜ」

「あたしの一票は、限りなく白票に近いのよ。本当なら、棄き権けんしたかったんだけど……」

「お黙だまり。この票決に限っては、棄権票はないんだよ」

　とキサラ。

「では決定ね」

　と、ユリコは厳おごそかに宣言した。
















「賛成票三、反対票二をもって、ジャスティ・ウエキ・タイラーより五大老の権限を剝はく奪だつ、加えて一族の当主の座からも引いん退たいを勧かん告こく、以後は隠いん居きよの身に甘んじて余よ生せいを過ごすこと……。いいですね」

「異存はない」

　とタイラー。意外に表情そのものは明るい。

「しかし、ユリコ、カツヤ……おまえたちの二票を無にして済まんの」

「親父よう……」

　と、カツヤは泣きそうな表か情おで言った。

「なんだって、自みずから立場を放ほう棄きしたんだよ。あんたさえその気なら、まだまだ頑がん張ばれるだろうに！」

「いや」

　老タイラーは力なく首を振る。

「もうそろそろ潮しお時どきじゃと、自分でも思うておった……」

「よく言うよ。あたしに言わせりゃ、とっくに終わってたよ！」

　と、キサラが毒づく。

「あたしが生まれた時点で、即そく隠居すべきだったね」

「まあ、頑張れ」

　と、むしろ労いたわるように長女を見るタイラー。

「これからはおまえが当主じゃ」

「あたしじゃないよ」

　とキサラ。

「当主は、イツマさ」

　これもまた、五大老会議の決定であった。

「随ずい分ぶんと若い当主だけど、どうせ世代交こう代たいの時期なら、これくらいの刷新はあっていいでしょうね」

　相変わらず穏おだやかな口調で、ユリコが呟つぶやいた。

「でもねえ、あの可か愛わいかったジョアンナが、まさか当主になるだなんて……」

　しみじみと語るユリコ。彼女にとっては、つい昨日きのうのことなのかも知れない。

「あの娘こは、誰よりもあたしに似ていたと思って、成長を楽しみにしていたのに──」

「死んだ子の歳としを数えるのはやめなさい」

　タイラーが言った。

「ジョアンナは死んだのだ。あれはジョアンナではなく、イツマだ」

「いいえ、ジョアンナは生きていますよ」

　と、やや語気を荒げるユリコ。

「イツマの中に、いつも生きているんですよ！」

「……血圧、上がるぞ」

「あなたこそ、また癌がんが再発しないように気を付けなさいよ」

「そうなれば、また切ればよい」

　病理学だけは驚きよう異い的に発展した今の時代、癌は死病ではなくなった。

「もう切るところ、なくなっちまうぞ」

　とカツヤ。

「十年前にも、胃の三分の二を切せつ除じよしたろうが」

「ふん、もう体の六割は人工臓ぞう器きじゃわい」

　何やら自じ慢まんげに、老タイラー。

「サイボーグと呼んでくれても結けつ構こう……」

「脳のスペアだけは、ないんだからな」

「いざとなれば、ベルファルドがおる」

　どういう意味だろうか。ふた通りの解かい釈しやくが可能である。

「ともかく、これでせいせいした。百キロも身軽になった気分じゃ。せいぜい楽しく、余生を過ごすわい」

「まだ最後の仕事が、残っているよ」

　とキサラ。

「タイラー家大老規き約やく、第十七条……。大老は引退、または死し去きよに際し、その理由を問わず、自らの後こう任にんを指名すべし」

「後任か……」

　と、タイラーは微笑ほほえむ。

「そうじゃった。なら、お前の息子むすこにしておけ」

「いいのかい？」

「ああ。彼なら間違いはない」

　そう言ってタイラーは、自ら車椅い子すのスイッチを入れた。

「ではおまえたち、後は宜よろしくな」

「親父ィ……」

「泣くなカツヤ。老兵は消え去るのみ……じゃ」

「だが、老兵は死なず、だね」

　と、キサラがその背中に、最後の餞はなむけを投げかけた。

「あたし個人としちゃもうちょっと、あんたの頑がん張ばる姿も見てみたかったよ」

「頑張る場所が違う」

　と、タイラーは背中を向けたまま言った。

「まあ、見ていてくれ」




「まあ、綺き麗れいなお花……」

　と、老女は庭先のラベンダーを見るなり呟つぶやいた。手た折おろうと指を差しかけるが、何を思ったかその手を、ふと引っ込めてしまった。

「折るのは、可か哀わい相そうね……」

「そうだね、マチコ」

　若い頃ころの赤毛がすっかりロマンスグレイになってしまった彼女の夫が、頷うなずく。

「見るだけ、嗅かぐだけ。それが最高の贅ぜい沢たくかも知れない。権力の座も、あるいは同じことなのかも知れないな……」

「あなたは時々、突然高こう尚しようなことを言うのですね」

　若い頃と少しも変わらぬ微笑みが、彼に注そそがれる。

「ねえ、エド」

「そうかも知れない……。自分ではわからないんだよ」

「それにしても孫たち、この頃はちっともこの山荘に遊びに来てはくれないのね」

　少女のように口を尖とがらせ、マチコは言う。

「つまらないわ」

「みんな、忙いそがしいんだよ」

「たまの休みくらい、昔のように顔を見せて欲しいわ。そうすればまたあの子たちの大好きな、ハーブ入りのクッキーを焼いてあげるのに……」

「あの子たちももう子供じゃない。それにしても花を折るのは可哀相でも、ハーブならいいとは不思議な理り屈くつだな」

　とエド。

「ハーブは、使われてこそのハーブですもの……。そのまま枯れさせる方が気の毒よ。人間で言えば花は女の子、ハーブは男の子かも知れないわ」

　そう言って、自みずから栽さい培ばいしているハーブ園に足を踏ふみ入れる。セージ、フェンネル、ローズマリー、カモミール、キャラウェイなどの香りが一いつ斉せいに、老夫婦を迎むかえた。

「この香りを嗅ぐ度たびに、孫たちの顔を思い浮かべるわ」

　と、マチコ。

「そう言えば、ジョアンナも、このハーブ園が大好きだった……。いつもシズマと二人で、この庭を元気よく駆かけ回っていたわ。ジョアンナは、どうしたのでしょう？」

　ふと涙ぐむ、マチコ。

「あたしは、イツマは好きじゃないわ……。わかっていても。痛々しい……」

「マチコ……」

　背中からそっと肩を抱く、エド。

「大だい丈じよう夫ぶだ。あの娘このことは、心配しなくていい……」

「エド様」

　園えん丁ていの格かつ好こうをした使用人が現れ、そっと耳打ちした。

「決定がなされました。大たい老ろう就しゆう任にん、おめでとうございます」

「そうか、祖そ父ふが隠いん居きよしたか……」

　感かん慨がいも新たに、呟つぶやくエド。

「そうだろうな。うん……」

「どうしたの？」

　尋たずねるマチコに、

「ジャスティお祖じ父いさまが大老を辞やめたんだ」

「まあ、お祖父さまが──」

「ああ。もう高と齢しだしね」

「あなたもよ」

「そうだね。確かに……」

　いつの間にか、人間は老おいる。若いままのつもりで、ふと気付くと、老いている。何な故ぜだろう？

「マチコ」

「はい」

「私の軍服は、まだ着られるかな？」

「軍服？　宇宙軍時代のですか？」

「ああ」

　エドは偉い大だいな祖父や両親──いずれも元げん帥すい──には及およばなかったものの、それでも中将まではいった。軍に入ったのが遅かったせいもあるが、タイラー家の人間にしてはアクがなさ過ぎたとも言える。裏返せば、そこがまた、彼の魅み力りよくでもあるのだが──。

「クリーニングしてしまってはありますけど、そんな物、どうなさいますの？　もう十年以上も、袖そでを通してはいないのでしょう？」

　訝いぶかるマチコ。

「あ、うん……。近いうちに、必要になるかも知れないと思って」

「わかったわ。お祖父さまの、引退記念パーティーね」

　マチコは、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「あなた、余よ興きようで着るのでしょう？　ね、そうですわね」

「ああ……」

　頷うなずくエド。

「そうだよ」

『マチコは、気付いているかも知れない……』

　と、エドは思った。

『だが、今はそういうことにしておいた方が、よさそうだ』

「うん。余興だよ、余興」

　エドは笑顔を弥び縫ほうしながら言った。

「盛大な、余興だよ」

「なら、アイロンをかけておきますわ」

　と、マチコは甲か斐いがいしく微笑ほほえむ。

「ああ、週末にはシズマも遊びに来るから、それまでにあの子の大好きな、マーマレードもたっぷりと拵こしらえておかなくっちゃ……。いまだに遊びに来てくれるのは、あの子だけ……。孫たちの中では、あの子がいちばんの、おばあちゃん孝こう行こうだわ」

『こうなった以上、一族の皆が鳴り物入りで、ひとつ処ところに集まるような集まりは、もうないのだろうな』

　エドはそう思い、一いち抹まつの寂さびしさを嚙かみ締しめた。




「ベルファルド、悪いことは言わねえ。とっとと降こう伏ふくしろ」

　と、旗き艦かん『アグリッピナ』のブリッジから、スレイは呼びかけた。

「バァムもいるんだろ。戻もどって来い！　みんなまとめて、帝国が面めん倒どうみてやる!!　言っとくが、ベルファルドよ。俺はデアウラでの一件は、もう根に持ってねえからな。安心して、この胸に飛び込んで来い!!」

「スレイらしい説せつ得とくね」

　と、潜宙艦『マツブッシー』では、ドロシーことベルグマン艦長が呟つぶやいた。

「あたしなら迷まようことなく、その胸に飛び込んでいくんだけどなあ……」

「艦長に飛び込まれても、スレイは迷めい惑わくなだけでしょうね」

　と、ライデン副長が苦笑する。

「お黙だまり、アンジェ！」

　と、ベルグマンは怒ど鳴なる。

「スレイがどこまでもストレートなのは知ってるわ。でもね、だからこそ、惹ひかれるってものもあるのよ」

　ニューハーフながら誰もがその美しさには一いち目もく置くベルグマンである。

「いつか、スレイのあの逞たくましい腕に抱かれたい……。できれば、抱かれてそのまま昇しよう天てんしたい……」

「はいはい」

　同じニューハーフでも十人並の容よう姿しである分、ライデンはどこか冷めていた。

「いつから帝国は、ゲイやニューハーフの隠かくれ発はつ展てん場ばになったんでしょうね……」

「ここはカミングアウトした者の、天国だからよ」

「天国と言うより、巨大なアジール（無法地帯）でしょうね……」

「そうね。体制に馴な染じめない者ばかり、集まってしまって」

「だからこそ、面おも白しろいとも言えるんでしょうね。でもあの人は──」

　モニターに映うつる、『そよかぜII』を見る。

「それとはまた少し、違うような気がする……」




「頼たのむから投とう降こうしてくれ、ベルファルド！」

　スレイは祈るように叫さけぶ。

「でないと俺は、『そよかぜII』を攻撃しなくちゃならねえ。百隻せきで一隻を、だ。いくらおまえが桁けた外はずれな強運の持主でも、百対一の不利はどうにもなるめえ！　とっとと降参しやがれ」

　百対一で、わざわざ降伏を勧かん告こくする。それすら普通なら、破は格かくの待たい遇ぐうである。

「二人で一いつ緒しよに、帝国をデコレートしようぜ。とびっきり大きな、クリスマスケーキみてえな帝国をよ」

『確かにそれも、魅力的だね』

　それまで反応のなかった通信モニターに、だしぬけにベルファルドの貌かおが映る。

「おお、ベルファルド！」

　スレイの満面に、喜き色しよくが溢あふれた。

「決心してくれたか……」

『確かにそれも、悪くないとは思うよ』

　と、艦長の制服を着たベルファルドは言う。往おう年ねんのジャスティ・ウエキ・タイラーを知っている者ならば、タイムスリップした錯さつ覚かくに捕とらわれたに違いない。

「じゃあ──」

『残念だが、君とは一緒に行けない』

「なに──!?」

『僕には僕の、夢も未来図もある』

「そんなつれねえこと、言うなよ」

『僕も残念だ。だけど、君とはもう同じ夢は見られない』

「お、おまえの口から──」

　スレイらしくもなく狼ろう狽ばいした。

「そんな台詞せりふは聞きたくなかったぜ」

『僕も言いたくない。でも、頼む、行かせてくれ』

「それは……ならねえ」

　スレイの『ならねえ』が出た。こればかりは梃てこでも動かぬ。

「おまえを行かせちまったら、取り返しのつかねえことになる。いつかはこんな日が来るんじゃないかと……俺は正しよう直じき怖こわかった。それが現実のものになっちまうとはな」

『僕は行く』

　と、ベルファルドの表情に決意が漲みなぎった。

『邪じや魔まをするな、スレイ』

「偉えらくなったなあ、ベルファルド……」

　スレイはむしろ、嬉うれしそうに呟つぶやく。

「あのおめえがなあ……」

　スレイの表情が一いつ変ぺんした。

「どうあっても、行くか？」

『ああ……』

「俺がこれほど、頼んでもか？」

『ああ』

「わかった」

　唇くちびるを嚙かむ。それからやおら、くわっと口を開いて、嗤わらった。

「面おも白しれえ！」

　それはスレイが、真剣勝負の時だけに見せる表情であった。スレイのこの笑顔を見て、命めい脈みやくを保った者は未いまだかつて銀河にいない。

「一度はおめえと、本気マジで闘たたかってみたかったんだ。たった一隻せきの駆く逐ちく艦かんで何ができるか、見せてもらうぜ」

『スレイ……』

　モニターに映うつる顔が変わった。

『忘れるな。この「そよかぜII」には、俺も乗っているのだぞ』

「バァム……」

　と、スレイの笑顔は、崩くずれない。

「いいだろう。二人がかりで何ができるか、せいぜいやってみるがいい!!」

『貴き様さまとは袂たもとを分わかつことになって、残念な反面、嬉しくもある。貴様は実際、申し分のない敵だ』

「ありがとよ」

『だが、私の忠ちゆう誠せい心は以前と変わらず、陛へい下かにあることは──』

「安心しろ。バグジーには俺の口から、ちゃんと伝えてやらあ」

　洟はなを啜すすりながら、スレイ。

「ナ・バァム・ドムは最後まで、立りつ派ぱに闘って死にましたとな。ついでに墓はか石いしに刻きざんでやるぜ『希き代だいの忠臣ここに眠る』とな」
















『有あり難がたい……』

　とバァム。

『そこまでわかってくれているのなら、思い残すことはない。だが、どうやら我わが新しい相あい棒ぼうは、ここで果てるつもりは微み塵じんもないらしいぞ』

「おう、それでこそよ！」

　スレイは吠ほえた。

「行くぜ！　全艦隊突撃！」










　第六十一章　三番勝負！　ベルファルドVSベルファルド




「『そよかぜII』──」

　と、『アグリッピナ』のオペレーターが叫さけぶ。

「ワープします!!」

「やはりな」

　と、笑顔で受け流すスレイ。

「やはり初手は、そう来たか……。予想していたことよ。問題は、どこに出現するかだ」

「『そよかぜII』の燃料は、ぎりぎりのはずです。老ろう朽きゆう艦かんであることを考え併あわせても、そう遠くへワープはできないでしょう」

「だからこそ、怖こええ……」

　と、スレイ。

「忘れたのか。あの手で、バァムは一度に数百隻せき失ったのだぞ。しっかりと追つい跡せきしろよ」

「はい。既すでにワープトレーサーはスタンバイしてあります。ワープアウト座標も、出現より早く予測できます。最悪でも衝しよう突とつだけは回かい避ひできるはずですよ」

「だといいが……。スリチャイ」

「わかってますよ」

　と、傍かたわらのスリチャイは、スレイの意い図とを汲くみ取って頷うなずいてみせた。

「ワープアウト座標を取り囲かこみ、出現と同時に、一いつ斉せい砲撃を浴あびせろ……ですね」

「わかってりゃいい」

「でも、本当に──」

「ああ」

　頷く。

「注つげ！」

　と、片手にゴブレットを差し出す。

「はい」

　その素す焼やきのゴブレットに、蔵くら出だしされたばかりのウィヌム酒を注ぐ。

「移住して初めての、ボジョレー・ヌーボーです。今年は晴せい天てん続きで、いい葡ぶ萄どうがたくさん穫とれましたから、ウィヌムも当たり年ですよ」

「おう」

　ゴブレットを、ちょっと掲かかげた。

「さらばだ……ベル……」

　声が一いつ瞬しゆん詰まった。

「見るんじゃねえ！」

「は……はい……」

　慌あわてて目を逸そらすスリチャイ。

「ワープアウト座標、判明！」

　オペレーターが叫ぶ。そして絶句した。

「これは──!?」

「どうした!?」

「信じられない……」

「いいから要点だけ言え!!」

　スリチャイが激した。

「はい！　あの恒こう星せいです」

　と、近くにあった若い恒星を示す。

「ヘッケルλラムダ─44か……。それがどうした？」

「あの恒星に、突とつ入にゆうすると出ました。自殺でしょうか？」

「馬ば鹿かな……」

　スリチャイは耳を疑った。

「ベルファルドが自殺など、するはずがねえぜ」

　と、ニヤリ嗤わらうスレイ。

「何か企たくらんでやがるな。あるいはバァムの入れ知ぢ恵えか……」

「いずれにせよ、奴やつの寿じゆ命みようは数分延びましたな。ほんの数分ではありますが──」

　と、やはりスレイの傍かたわらにいたプラティープ。

「スレイ……ベルファルドは本当に恐ろしい奴です」

「そう思うか」

「ええ。あの温和な性格と笑顔に、皆騙だまされていました。奴は間違いなく戦争の大天才です。あなたの決断は、正解ですよ」

「できれば、俺の下で遣つかいたかったなあ……」

「遣いこなせますかね、あなたに」

「俺でも無理と言うか？」

「ええ」

　プラティープは頷うなずき、言った。

「なにしろ、当のベルファルド自身、その才能を持て余あましているのですから──」

「『そよかぜII』出現しました！」

　とオペレーター。

「ものの見み事ごとに艦隊配置の盲もう点てんを突かれました！　砲撃できません!!」。

「追え！」

　とスレイ。

「ここで逃がしたら、我が帝国は将来苦労する羽は目めになるぞ！」

「でも、『そよかぜII』はλ─44の重力圏けんへの進入コースを取っています。下手をすれば、追跡したこちらの艦隊にも犠ぎ牲せいが！　まかり間違えば、全滅ということも──」

「それがどうした!?」

　スレイは大だい喝かつする。

「ベルファルドが新天地で戦力を整ととのえたら、我が帝国が被こうむる損害は、百隻せきでは済まんぞ！」

「了りよう解かいしました……」

「そうか」

　スリチャイが頷く。

「奴の狙ねらいが、ようやくわかった……。重力カタパルトです」

「λ─44の巨大な重力で加速をつけて、一気に逃げるつもりか……」

　とプラティープ。

「ああ」

　旧友を見るスリチャイ。

「旧式で燃料も少ない『そよかぜII』で、我が艦隊を振り切るにはそれしかない」

「考えたな」

　と、スレイ。

「おそらくバァム提てい督とくの進言でしょう」

　とスリチャイ。

「まったく、厄やつ介かいな者同士が、組んでくれました。まかり間違って逃がすようなことになれば、我が帝国にとっては痛つう恨こんの歴史となるでしょう」

「共和国にとってもな……」

　とスレイ。

「ベルファルドが力を蓄たくわえたら、そして本気で我々に向かって来たら、今度はイツマと手を組むことも考えなきゃいけねえかもな……」

「まさか──」

　プラティープが唸うなった。

「狙いは、そこにあるのかも……」

「狙い？　誰の狙いだよ」

　ウィヌムをなみなみと注ついだゴブレットを手にしたままで、プラティープを見るスレイ。

「誰がそんなことを、企たくらむんだ？」

「さあ……誰かです。もしかしたら、銀河の意志かも──」

　一いつ斉せいに『そよかぜII』を追う帝国艦隊。

「やはり重力カタパルトです。重力カタパルトで加速をつけたところで、一挙にワープするつもりかも知れません」

「よし、ワープトレーサーをスタンバイしておけ」

　とスレイ。

「今度こそ、仕し留とめてやる!!」




「敵艦隊、追って来ます」

　とブルーノ。

「さすがにスレイ、諦あきらめないか……」

　呟つぶやくベルファルド。

「おそらく重力カタパルトを使ってジャンプするというこちらの意い図とも、もう見抜かれているだろうな」

　と、バァムが言った。

「さあ、ベルファルド。次はどうするつもりだ？」

「迷まよっている」

　と、ベルファルドが正しよう直じきに答えた。

「選せん択たく肢しが多過ぎてね」

「なんと！」

　レーゲルフが仰ぎよう天てんした。

「この状況下で、複数の選択肢があるというのですか!?」

「ああ。このままあの星に突っ込んで果てるというものから、反撃してスレイ艦隊を殲せん滅めつするというのまで、無数にね」

「全滅……させられますか」

「むしろ簡単だ」

　とベルファルド。

「自殺と同じくらいにね」

「そんな──」

「だが、僕だってスレイを殺したくはない。彼が僕を死なせたくないのと、同じくらいにね。いちばん難しい選択肢は、双そう方ほう無傷で引き分けることだ」

「できますか？」

「難しい……」

　と、珍めずらしく渋じゆう面めんのベルファルド。

「それを今、考えている……」

「俺に手伝えることはあるか？」

　とバァム。

「俺に出来ることなら、何でもして、おまえの役に立ちたい……」

「あるよ」

　と、ベルファルド。

「祈ってくれ。うまくいくように──。今僕にいちばん必要なのは、それなんだ」




「『そよかぜII』、軌き道どうに乗りました！　加速中!!」

「ジャンプするな……」

　とスレイ。

「さあ、どっちへ逃げる？」

「逃げません！」

　と、オペレーター。

「そのまま……加速してこっちへ戻もどって来ます!!」

「なに!?」

「衝しよう突とつコース！」

「散れ！」

　と、スレイは命じた。

「総員、衝しよう撃げきに備そなえろ！　こうなった時のベルファルドは、俺より怖こわいぞ!!」

「間に合いません!!」

　操そう舵だ手しゆの悲ひ鳴めい。

「ぶつか──」

「どけ！」

　スレイは咄とつ嗟さに操舵手を押し退のけて、その怪かい力りきで舵だ輪りんを目一杯回した。

『そよかぜII』と『アグリッピナ』とは、一瞬艦体同士が擦こすれるかとも思われる距きよ離りで、間かん一いつ髪ぱつすれ違った。ブリッジとブリッジとは、正しよう味みメートル単位で測はかれるほどの距離にまで接近したろう。

「ベルファルド……」

　その瞬間、スレイは見た。

「敬礼してやがる」

　ふっと、微笑ほほえみがその唇くちびるから漏もれた。

「はは、敬礼しやがった」

　次の瞬間、『そよかぜII』はワープに突とつ入にゆうする。

「ワープアウト座標……計測不能……」

　と、ブルーノ。

「目一杯、助走をつけてからジャンプしましたからね」

「それでいい」

　さばさばした表情で、スレイ。

「考えようによっちゃ、最も好ましい結果になったぜ。双方被害なし……。もっとも、これだけの数で仕し留とめられなかったんだから、俺の完かん敗ぱいだがな」

「しかしあの漢おとこ、何をやらかすかまったく予想もつきませんな」

　と、冷ひや汗あせを拭ぬぐいながらスリチャイは言った。

「見み事ごとなくらいに定じよう石せきを、悉ことごとく無視してくれます」

「それでいいのよ」

　と、『そよかぜII』の消えた方向を見やりながら、呟つぶやくスレイ。

「それでこそ、ベルファルドってもんだ。ああいうのがいてくれなくちゃ、わざわざ三つ目の勢力を作る意味がねえ」

「でしょうねえ」

　頷うなずくプラティープ。

「スリチャイよ」

「はい」

「これな──」

　手にしたままのゴブレットを掲かかげて、言った。

「このウィヌムのラベル名、まだ決めてなかったな」

「はい」

「決めたぜ」

　と、一口啜すすってスレイ。

「『銀河の鼎かなえ』だ。封をして、そう印刷したラベルを貼はり、百年寝かせとけ。俺たちが死ぬ頃ころには、飲み頃にならあ！」




「『そよかぜII』は、無ぶ事じマイオリンガに到着しました。既すでに先着していた移民船数隻せきと合流、人口二千八百人で、新体制を立ち上げました」

　との、イツマからの報告に、

「ほとんどが、ベルファルド・コーポレーションの社員とその家族か……」

　と、老タイラーは呟いた。

「はい」

　頷くイツマ。

「ですが、彼の人柄を慕したう者が続々と集まり、既にマイオリンガの人口は、二万を突とつ破ぱしました」

「企業立国とは、考えよる。ワシの思い描えがいていたオリジナルプランとはかなり違うが、まあよかろう」

「同じ人間のはずなのに、不思議ですね」

「時代と環境が異ことなれば、こうなるという見本じゃよ」

　と、このところめっきり老おいたタイラーは咳せきをした。

「ふっ、風か邪ぜをひくなど、三十年ぶりのことじゃ。張り詰めていた弦いとが切れると、脆もろいのう……」

「気を付けてください。そのお齢としでは、風邪も馬ば鹿かにはできませんから──」

「わかっておる。することがなくなって、手て持もち無ぶ沙さ汰たなだけじゃ。時間が余あまってしょうがないわい」

「余よ生せいを楽しんでください」

　と、イツマは曾そう々そう祖そ父ふを労ねぎらうかのように言った。

「予定ではまだ、五年ばかり残っておられるのでしょう？　五年もあれば、かなり有意義なことができますよ。僕も三十になってしまいますが、それまでにやることがあり過ぎます」

「おまえらがやっておることを、黙だまって見ておるのも癪しやくじゃしな」

「その元気があれば、大だい丈じよう夫ぶです。元気がないと伺うかがって、心配して参りましたが、安心しました」

「もう帰れ」

　と、老人は言った。今は本当に、生まれて初めて、自分が老人であることを自覚したのだ。

「おまえには、この年寄りに構っている余よ裕ゆうなどないはずじゃ」

「はい。まず軍を再編成せねばなりません」

　イツマは頷いて、微笑ほほえんだ。

「強敵が、二つも現れてしまいましたから──」

「その自覚があるなら、ワシからは何も言うことはない」

「では……。くれぐれも辛からい物は控ひかえてくださいね」

「わかっとる！」

　イツマが下がった後で、タイラーは天てん井じようを見上げ、ふっとため息をつく。

「ジャスティ・ウエキ・タイラー……玄孫やしやごに心配されるようになったか……」

　寂さびしくも、また嬉うれしくもある。

「銀河三分の計か……」

　傍かたわらにあった全天球儀を指先で回しながら、老人は呟つぶやいた。

「三人が予想以上に頑がん張ばってくれたお陰かげで、思ったよりも五年ばかり早かったな。さて、空白の余生が出しゆつ来たいしてしまったが、少々中ちゆう途と半はん端ぱな長さではある。思い出だけを抱いて生きるには長過ぎるし、一いつ緒しよに何かするにはさすがにもう若くない……。さりとて最後まで見み届とどけるには短いし、いやいや困こまった。考えようによっては贅ぜい沢たくな悩なやみじゃ。残った五年のワシの寿じゆ命みよう、何に使おう……？」

「諸国行あん脚ぎやというのはいかがです、ご隠いん居きよ」

「む……？」

　振り向くと、エドである。

「おまえか。しかし、なんじゃ、その格かつ好こうは？」

「久々に出して、着てみました」

　宇宙軍中将の軍服を着た、エドが言う。

「哀かなしいことに、前ボタンがきついくせに、肩とか腕はダブダブで……。齢よわいを重ねるということは、侘わびしいものですなあ……」

「そういう台詞せりふは百を越えてから言え、百を！」

　毒づきながらも、笑うタイラー。

「ワシの軍服は、ベルファルドにやってしまった。今から仕立て直すとするか」

「そうおっしゃるだろうと、思っておりました、元げん帥すい閣かつ下か」

　直立不動の姿勢で、さっと敬礼するジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世。

「ときにエド、おまえ五大たい老ろうはどうなった？」

「辞やめて参りました」

「辞めた？　後こう任にんは？」

「マチコを推すい薦せんして、容いれられました」

「それはよい」

　タイラーは微笑ほほえむ。

「実によい人選じゃが、はて、考えてみれば、男女比はこれで四対一か……。カツヤの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうが、目に浮かぶわい」

「ですね」

　二人はひとしきり笑った後、

「エド」

「はい」

　と、互たがいに真ま顔がおになった。

「死ぬかも知れんぞ」

「覚かく悟ごはできております」

　嬉うれしそうに言う。

「身軽にしてきましたから、気楽ですよ。マチコのことだけが、気掛かりと言えば気掛かりですが、この老ろう骨こつが再び銀河の役に立つかと思えば──」

「済まんのう、老おい先短い老人の我わが儘ままに付き合わせてしもうて……」

「なに、むしろワクワクしています。ブラック・セラフィムに潜入した頃ころを思い出しますよ。この不思議な高こう揚よう感は、病やみ付きになるのですね。思えばこの半世紀は、退たい屈くつでした」

「あるいはカツヤの方が適任かとも思うたが、ワシはこの通り大おお雑ざつ把ぱな性格故ゆえ、おまえの緻ち密みつさが必要じゃ。カツヤでは、性格が似過ぎて、提てい督とくが二人おるようなものじゃ。ヤマモトくん亡なき今、副官を頼たのめる人間は、おまえしかおらぬ」

「マコトお祖じ父いさまと比較していただけること自体、光こう栄えい至し極ごくです」

「まあそう鯱しやち鉾ほこばるな」

　思わず苦笑する。

「おまえはワシよりも、もう一人の祖そ父ふに似たのかな……」

「両方に少しずつ似たばかりに、両方の名を汚けがしておりますが──」

「謙けん遜そんするな。ところで、艦隊の準備はどうなっておる」

「はい」

　頷うなずくエド。

「既すでに準備万ばん端たん整ととのえて、あとは出撃を待つばかりです」

「おまえは両方の祖父を足たしたより偉えらい」

　と、老タイラーは言った。

「さすがは、イツマの祖父よのう」




「第三勢力は、企業国家ベルファルド・コーポレーションを名乗り、正式に旗はた揚あげされました」

　と、宰さい相しようプラティープの報告に、

「御苦労」

　と、大おお仰ぎように頷くスレイ。

「共和国側の対応はどうだ？」

「大おお童わらわといったところです」

　とプラティープ。

「今までは我わが帝国だけを相手にしていればよかったものが、ここへきて第三勢力の出現ですからねえ……」

「議会はベルファルド・コーポレーションの存在を認めているのか？」

「もちろん、認めておりませんが、早そう晩ばん認めざるを得ないでしょう。なにしろ、共和国からの人口の流出が凄すごいです」

「ベルファルドは人気、あるからなあ……」

「ベルファルド・コーポレーションの国民……いえ、社員の人口は、百万の大台を超こえました。まだまだ増えるでしょう。軍からの逃とう亡ぼうも多いです。軍艦ごと、馳はせ参じる格かつ好こうです」

「一種の戦せん闘とう企業体だな」

「ええ。新しん聞ぶん用語では『第二叛はん乱らん勢力』と表記しています」

「ほう」

　スレイは嬉うれしそうに相そう好ごうを崩くずした。

「じゃあ俺たちは、ただの『叛乱勢力』から『第一叛乱勢力』に格上げか。まったく、ベルファルド様さまだなあ……」

「一いつ般ぱんマスコミは、もうずっと前から『帝国』と呼んでますよ。ベルファルド・コーポレーションのことは俗に『会社』と呼んでいるようですね。おそらく定着するでしょう」

「じゃあ『共和国』と『帝国』と『会社』の戦いになる訳わけだな」

「はい。いちばん旬しゆんで、勢いきおいのあるのはもちろん『会社』です」

「今のうちに叩たたいておきてえが、残念ながら余よ力りよくがねえや」

　とスレイ。

「軍の再建に時間がかかる。プロテックスの大敗は、やっぱり痛えな」

「はい。バァム提督が抜けた穴も大きいです。ですが、戦力再建に手間取っているのは、『共和国』も同じですよ」

「そう。そして、創立時期で、今いちばん大変なのはおそらく『会社』よ」

　とスレイ。

「国造りの苦労は、やったもんじゃなきゃわかるめえ。できれば俺が行って、直接アドバイスしてやりてえくれえよ。もっとも、また捕ほ虜りよになるのだけは御ご免めんだがな……」

　嗤わらう。

「しかし、戦力的には、侮あなどれねえ」

「まったくです」

「いつも劣れつ勢せいなくせに、いざ闘たたかえば負け知らずだ。イツマに勝ち、俺に勝ち……。これでもうベルファルドの奴やつは、宇宙最強かな？」

「まだです」

　とプラティープ。

「ベルファルドさんが宇宙最強を名乗る為ためには、まだ勝たねばならぬ相手が、もう一人だけいます」

「そんな奴がいるのか？」

「はい」

　頷うなずく。

「おります。まだ……生きております。彼が死ぬまで、ベルファルドは宇宙最強を名乗る訳にはいきません」




「戦力の再編は、ほぼ完かん了りようしました」

「うむ」

　頷くイツマ。

「で、議会の意向としては、先にどちらを叩けと？」

「それはやはり、『会社』でしょう」

　アキヅキは言った。

「やはりその順番になるか」

「はい。勢力としては『帝国』の方が大きいですが、勢いのある『会社』を今のうちに一挙に叩き潰つぶし、その勢いで、『帝国』を──」

「返す刀かたなで……か」

　呟つぶやくイツマ。

「やれやれ、口で言うのは簡単だが、ベルファルドの恐ろしさは……」

「あの──」

　ガラティアが横から携けい帯たい端末を差し出す。

「お取り込み中、申し訳ございませんが、緊きん急きゆう回線が……」

「緊急？」

「掛かけ値ねなしの、緊急です」

「今の状況より、大事な用があるのか……」

　半信半疑ではあったが、

「なんだと!?」

　受話器を受け取ったイツマが、絶句する。

「あの人が……出撃!?」




「閣かつ下か、似に合あいますよ」

　と、エドが祖そ父ふの新しい軍服を見ながら言った。

「往おう年ねんのジャスティ・ウエキ・タイラーの勇ゆう姿しが、目に浮かぶようです」

「こんなものではない」

　と、老タイラーはどこか寂さびしそうに言った。

「全盛期のワシは、こんな死にかけの老ろう骨こつを、飾かざり立てた代しろ物ものの比では──」

「それを忍ばせるだけで、充分でしょう。閣下のカリスマは……」

「そうかな？　鏡を見るとつくづく哀かなしい。じゃが、まだ、姿形を真ま似ねただけの、あの青あお二に才さいには負けん！」

　オリジナルの意地であろうか、その皺しわだらけの貌かおに、不意に生気が漲みなぎった。

「その意気です」

　頷うなずくエド。

「それでなくては──」

「ふっ、ベルファルドよ」

　と、特別誂あつらえの提てい督とく席で、老人は呟いた。その表情の張りは、まったく昔せき日じつの面おも影かげそのままである。

「三番目の王者を名乗るのは、このオリジナルに勝ってからにせい！」

「出港!!」

　艦隊が──彼の為ために編成された、二百隻せきの艦隊が一いつ斉せいに動き出す。

　数こそ少ないが、それなりに選よりすぐられた『精せい鋭えい』と言ってよかろう。平和ボケが続いた昨さつ今こん、往時には及およぶべくもないが、今の時点では望み得る最強の陣じん容ようである。

「前方、第二叛はん乱らん勢力軍の艦隊！」

　女性オペレーターの声に、ブリッジに緊きん張ちよう感が漲る。

「本艦隊と、ほぼ同じ勢力です!!」

「ベルファルドめ……」

　エドが唸うなった。

「あの短期間に、よくぞこれだけの艦隊を……」

「奴やつも眠っていたのではないということじゃよ」

　とタイラー。

「それに、ワシの影を舐なめんでもらおうか」

「は、はい……」

「始めるぞ」

　宇宙軍元げん帥すいの袖そで章しように包つつまれた、皺だらけの指先が動く。

「全艦、突撃開始じゃ！　油ゆ断だんするな。相手は、百年前のワシ自身じゃ!!」

　ジャスティ・ウエキ・タイラー、実に九十数年ぶりの、現げん役えき復帰であった。

「勝負！」


つづく












　あとがき




　どうにかこうにか、『三国志』のタイトルに偽いつわりのないところまで漕こぎ着つけました。が、気付けばもう八巻も使ってしまったのですねえ。残るはあと二巻のみ……。当初の予定では、物語はもっと進んでいたはずなのに──。

　ごめんなさい。『無責任三国志』と言うよりも、『無責任三国前志』になってしまいそうです。でも、小説に限らず物事というのは、夢に溢あふれているとっかかりが往おう々おうにしていちばん楽しいもので……って、言い訳わけになってねえか。




　ベルファルドがようやく、ベルファルドらしくなってきましたね。彼くらいのスロースターターは、僕の作中人物の中では珍めずらしいです。エンジンがかかってきたと思ったら、もう物語はクライマックスへと進まねばなりません。でも、これまで終しゆう始し物語をリードしてきたスレイも、ようやくここへきて少しは肩の荷が下ろせたかなあ……。彼は牽けん引いん車しやとして、ここまで頑がん張ばり通しだったものね。でも、これで少しは休めるね、スレイくん。

　その一方で、最近少々、イツマに生せい彩さいがないかも知れません。三人の主人公の中で、いちばん貧びん乏ぼう籤くじを引いたのは、意外にもいちばん華はなやかな『彼』だったとは作者自身、意外であります。

　それにしても──、

　血は、争えん。

　それが、ここまで書いてきて、つくづく感じている正しよう直じきな感想ではあります。




　さて、ついに本家タイラーと正面衝しよう突とつすることになったベルファルド。はたしてタイラー老の真意は？　それにも増してこの勝敗の決着、勝つのはオリジナルか、それともクローンか？

　謎なぞは謎なぞを呼び、次回へ、です（本当に十何年やってきて、次巻への繫つなぎ方だけはワイドショーのＣＭを入れるタイミング並に天才的になってきたな、俺……）。次巻第⑨巻のタイトルは『サード・ビッグバン』です。どうぞ御期待ください。




　ところで──、

　もし『無責任三国志』が実写映画になるとしたら、イメージキャストは誰ですかあ？……というお便りを最近いただきまして、僕なりに考えてみました。

　半なかば冗じよう談だんですけど、自分では気に入ってます。

　ただし、余あまりにも個性的なキャラクター揃ぞろいのため、ひとつの国、ひとつの時代ではキャスティングを固定できませんでした。また、ギャランティもほぼ無視しています（笑）。その点だけはどうか御ご了りよう承しようください。





スレイ……………長瀬智也

イツマ……………十年前の天海祐希

ベルファルド……井ノ原快彦

アキヅキ…………西村雅彦

プラティープ……トニー・レオン

バグジー…………五年前の滝沢秀明

ノーイ……………ちょい前の松本恵

タイラー…………五十年後（？）の植木等（あるいは特とく殊しゆメイクで）

シズマ……………堂本光一（実は美形）

スリチャイ………『男たちの挽歌』の頃ころのチョウ・ユンファ

ランスロット……五年前の佐野史郎

クックマイヤー…杉本哲太

リトラ……………ジョディ・フォスター

ゴメス……………『ブラック・レイン』の頃のマイケル・ダグラス

エッソ……………今井翼

ユーリア…………三年前の深津絵里

ドミン……………及川光博（王子様だから）

ブルミン…………十五年前のチャック・ノリス

ベルグマン………ＩＺＡＭ

ガラティア………デミ・ムーア

ソヨン……………五年前の内藤剛志

バァム……………『ロミ＆ジュリ』当時のレオナルド・ディカプリオ

レーゲルフ………十五年前のケビン・コスナー

キタグチ…………テリー伊藤

アンリ……………筒井道隆

ハルミ[image: ]＆IV……木村佳乃






　なんか、メチャクチャなキャスティングになってしまいました。『イメージが……』という声がどこからか聞こえてきそうですが、僕の中では割とこんな感じです。やっぱ、アニメの方が無ぶ難なんでしょうね。でも、実際にこのキャスティングで作ったら（だから、できないって!!）ラズベリー賞は総ナメだな（あ、もちろん自みずから授賞式には行きますよ・笑）。

　おふざけが過ぎたところで、近いうちの再会をお約束して──。


作者












無む責せき任にん三さん国ごく志し⑧




試し練れんの三さん番ばん勝しよう負ぶ[image: ]








吉よし岡おか　平ひとし





[image: ]





平成26年2月13日　発行





発行者　佐藤 忍

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp/





(C)1998 Hitoshi Yoshioka, Tomohiro Hirata





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『無責任三国志⑧　試練の三番勝負[image: ]』平成10年6月25日初版発行















item/image/UFF01_M96.png





item/image/cover.jpg
BEI=EEO

HRD=8HR/

=

T Sk TEE
@ ETRI7VIITNE






item/image/p033.jpg
(

o=k A i S HH- S b 3 >

| H
#0
R
AY
T

|

R g ppars






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p151.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p189.jpg
mY
AQIB4 LR~
MRS HH @I






item/image/logo-fan.png





item/image/p109.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第五十四章　勝利の余波



		第五十五章　放浪いのバァム



		第五十六章　勇気ある者



		第五十七章　呉越同舟



		第五十八章　チョン・ソヨン



		第五十九章　一番勝負！　イツマVSベルファルド



		第六十章　二番勝負！　スレイVSベルファルド



		第六十一章　三番勝負！　ベルファルドVSベルファルド



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/k002-003.jpg
=
2
D
t\\
75
(A

AFRPIHSHSt

S

= MRS oo}

)

"EREE; ZRRDEEEOREEAHAILTFIVR,
M BABONFROCARIRICENTUES Dotz
(BA+AE BRHDE)





item/image/p065.jpg
AR S INE
SOV I

'll»





item/image/k001.jpg
SRR | SN
SIS SIS

<
&
4
B
L)
E:E
&
=
n
I
7

TW\DFTHL D, WHDBRERDIE
NIVT7IVREDENCENI=F -\ L RA,
BREBETHFDEICRAZRUEUH TN (BE+EE BHRLDNTL)






item/image/k004.jpg
vl
2L (
L
§ 5
7‘3\
>
1=

NIVT7IVRICBEZERAIZZLA F. BA%Z LBIS RO,
SEHAEROIDEZEN Of- (EA+—8 =ZBWE/ ~ILI7PIKvs RVTPIVR)






item/image/iii_m96.png





item/image/p175.jpg
B3R REPS W\

[\ RO RO 2

A





item/image/p095.jpg





item/image/p207.jpg
RQYANNA L WAL 0L HIE HKap DG y
ﬁi.l@/@.’nlﬁv@&ﬁ@?#?. : \\x\

YRANN2 QRS
MR~UANSE6 42






item/image/UFF01_G96.png





